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高校生の海外留学

　高校生の留学は「交換留学」と「私費留学」の大きく2種類に分けられます。

留学時の状況

高校在学中

留学の目的

海外の教育システムで興味のある分野
の知識や技術を伸ばすこと

海外で地域生活を体験し、異文化に対
する理解を深めること

留学の種類

私費留学（正規留学・卒業留学 など）

交換留学

AFS年間派遣
プログラム

■交換留学とは

交換留学は、10代の青少年を対象とした、1学年間にわたる異文化生活体験プログラムです。ボ

ランティアの受入家庭（ホストファミリー）に滞在しながら地域の公立又は私立高校（ホストスクー

ル）に交換留学生として通学し、異なる文化的背景を持つ人間同士が理解を深めることを目的とし

ています。

AFS年間派遣プログラムは、世界で最も歴史のある高校生交換留学制度です。

＜参考：私費留学との違い＞

交　換　留　学 私　費　留　学
（正規留学・卒業留学など）

海外で地域生活を体験し、異文化に対す
る理解を深めること 目　　的 海外の教育システムで、興味のある分野の

知識や技術を伸ばすこと

国の希望を出すことはできるが、配属地
域や学校・学年、家庭は選べない 留学先の国・地域 選べる

現地の一般家庭にホームステイ（無償） 滞在形態 寮滞在又は現地の一般家庭にホームステ
イ（有償のケースが多い）

選べない
留学期間は1学年間（約10か月）で出発
日・帰国日は交流団体が指定した日程

期　　間 選べる

プログラム参加費は120 〜 160万円
（AFS年間派遣65期の場合。参加費に
含まれない諸費用はP68参照）。

費　　用

留学機関により異なるが、寮滞在で450
万円以上、ホームステイで300万円以
上、国際航空運賃が別途必要になること
が多い。

■交換留学は「みんなが参加者」

異なる文化的背景を持つ人間同士が理解を深めることを目的とした交換

留学では、留学生本人だけでなくホストファミリーやホストスクール、地域

コミュニティの人々、サポートボランティアも、プログラムの参加者だと考

えられています。異文化と接する機会を得るのは、受入れる側の人々も同

じだからです。
生活体験環境の提供
プログラムへの参加 保護者

受入高校 ホスト
ファミリー

交換
留学生

地域社会
交換留学
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Why AFS ？～ AFS プログラムの特長

■日本の高校における留学の取扱い

高校生の留学では、事前に帰国後の復学について考えておく必要があります。復学には、在籍する高

校に対して「休学扱い」と「留学扱い」の2種類の方法があります。どちらを選択するかは、生徒と先生

方で相談して決めることになります。

⃝留学扱い…外国の高校での履修を認定してもらい、遅れずに進級（卒業）する

⃝休学扱い…帰国後、出発時の学年（1年下のクラス）に入る

文部科学省は、「学校教育法施行規則第93条第2項」で次のように定めています。『校長は、留学する

ことを許可された生徒について、外国の高等学校における履修を高等学校における履修とみなし、36単

位を超えない範囲で単位の修得を認定することができる』。この規則の趣旨は、留学体験そのものを36
単位分修得したものとして認定するものです。この趣旨に則り、在学校が留学全体として成果があった

かどうかという観点で留学の取り扱いについて審査を行い、最終的には学校長の裁量により単位認定が決

定されます。学校によって規程や方針が設けられている場合もありますので、留学を決意するにあたって

は必ず在籍校の先生とよく相談してください。

留学中のホストスクールの証明書が必要な場合は、通学を開始したら直接交渉し、またホストスクール

が定める証明書発行の要件を満たすよう努力してください。帰国後に証明書を希望しても取得はほぼ不可

能です（Ｐ66参照）。

　AFSは異文化学習の機会を提供する教育団体で、今日までに世界で45万人以上がこの異文化交

流プログラムに参加してきました。2018年出発の「AFS年間派遣プログラム第65期」は、39か国・

地域を対象に411人のAFS留学生（AFS生）を募集します。ぜひ、あなたもAFSのグローバル・コミュ

ニティの一員となって、異文化理解について共に学びませんか？

×　留学先の高校（ホストスクール）が単位をくれる。
○　日本の在学校が「留学体験そのもの」を単位として認定する。

・異文化を知り柔軟な考え方の習得、対応を学べるから
・留学前だけでなく、留学中、留学後のオリエンテーショ
ンが充実していると感じたから

・サポート体制がしっかりしていると感じたから
・現地のオリエンテーションを通じて世界中に友達ができ
るから

・ボランティアで支えられているところから信頼性を感じ
たため

・たくさんの派遣国があり選択できる幅が広いから
・学校の先輩から評判を聞いて
・留学団体のなかで一番歴史があるため
・英語圏以外の国も選択できたから
・AFSの理念を読んで、ぜひこのプログラムに参加したい
と思ったから

・説明会に行った時に話を聞いた帰国生の先輩が輝いてい
たから

・異文化交流という考えに興味を持ったから
・学校にAFS生がいたから
・帰国生の活発な活動や自信のある態度がかっこよく見え
たから

・ホストファミリーがボランティアなので、異文化交流に
理解が深い家庭で生活できるから

・歴史と伝統のある組織だから
・しっかりした基準を設けるなど信頼できる組織だから
・留学中だけでなく、留学後もずっとAFSの絆が続くと聞
いたから

（帰国生アンケートより）

Q. 留学にAFSを選ばれた理由は何ですか
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■AFSプログラムの特長

▼歴史が長い
1947年、各国からアメリカへの派遣がスタートしました。日

本においては1954年に8人の高校生が渡米したことから活動

が始まり、2016年までに年間派遣プログラムに参加した高校

生は約1万5,000人にのぼります。

▼選べる国が多い
AFS留学では、世界39の国と地域から留学先

が選べます。AFSで留学できる国の中には、情報

が少なかったりあまり馴染みのない国も含まれて

いるかもしれません。しかし、感受性豊かな若い

時期にこのような国で生活することは、「グロー

バル社会」において、大変有意義で貴重な経験

になるとAFSは考えています。そのため、アジ

ア・中南米の国々とロシアを「AFS派遣強化国」

に定めています。

▼サポートが充実している
1）危機管理体制が整っている

自然災害や国情不安などの非常事態は、世界中どこでも起こりえます。派遣側と受入側とを異なる組織

で運営するプログラムが多い中、AFSはニューヨークにある国際本部を中心に世界中にネットワークをも

ち、共通のガイドラインのもとで、参加生の生命にかかわるような緊急時に備えた危機管理体制を整えな

がらプログラムを運営していることが強みです。

非常事態が発生した際、受入国AFS事務所は現地の政府機関や報道機関など多方面から情報を集めて

各国に発信します。この間、AFS留学生に対しては外出制限やホストファミリーと共に行動することなど

の具体的指示が出されます。さらに国際本部の危機管理チームは、危機管理コンサルタントにアドバイス

を仰ぎながら、国際機関・政府機関から情報を集

め、非常時には速やかな判断・決定ができるよう

状況を監視し、参加生の安全を最優先としたプロ

グラム運営ができるよう努めています。

保険についても全世界のAFS留学生を対象とす

る二次的旅行医療保険に加入し、1件につき100万

米ドルを上限とする医療費を補償するほか、日本で

は留学中の万一の事態に備えるためにAFS日本協

会が保険契約者となる海外旅行保険にも加入しま

す（この上で、別途、任意保険にもご加入いただ

くことを強く勧めています）。

アジア 754人
オセアニア 1,969人

中南米 1,415人
北米 7,867人
欧州 2,706人
計 14,711人

1954年～ 2016年　参加者累計（年間派遣プログラム）

フィリピンへの派遣

AFSネットワークの世界会議
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2）ボランティアがサポート、ホストファミリーを選定
AFSの活動を支えるのは、世界中のボランティアです。異文化体験を通して視野を広げたAFS帰国生

やその保護者、留学生を自らの家庭に受入れ心を通わせたホストファミリー、その他多くの賛同者によっ

て、この相互理解プログラムは現在に至るまで70年近

く続いています。ボランティアの多くは、自らの体験で

学んだことをより多くの人たちに伝えたいという想いか

ら、AFS活動に関わっているのです。

現在日本では、社会人と学生をあわせて約1,900人

（ボランティア保険加入数）がAFSボランティアとし

て活動していますが、世界中のAFSネットワークをあわ

せるとその数は4万人以上にのぼります。各国のボラン

ティアは、日本と同じように海外からの留学生を地域コ

ミュニティに受入れ、それぞれの知識と経験を生かし

ながら、彼らがよりよい異文化体験ができるよう無償

でサポートしています。

ホストファミリーの選定にあたっても、ボランティア

が個別訪問をしてAFSの趣旨を説明し、その家庭に海

外からの留学生を受入れ、自らも異文化体験をしようと

する積極的な意思があることを確認します。

3）現地のボランティアが相談役
留学生一人ひとりにボランティアの担当者（LP

相談員。LPはリエゾン・パーソンの略）を配して、

留学生やホストファミリーからの相談に応じたり、

話し合いの場を設定したり、必要に応じたさまざ

まな支援を行っています。生活習慣や文化を熟知

している現地のボランティアだからこそ、現地の

社会に適応するための的確なアドバイスができま

す。留学先で困ったことやわからないことがあれ

ば、なんでもご相談ください。

4）教育プログラムとしてのオリエンテーション
留学開始前に2回、帰国後に1回オリエンテーション

を行います。オリエンテーションは、目的を同じくす

る仲間たちとのディスカッションを通じて留学動機を

明確にしてもらうこと、留学生としての心構えを学ん

でもらうことを目的としています。留学中は各受入先

のAFSが、オリエンテーションや地域ごとの交流イベ

AFSアルゼンチンのロサリオ支部

留学先でのオリエンテーション

支部イベントで

大学生ボランティアのミーティング
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ントを企画し、体験学習をさらに充実させま

す。また、帰国後のオリエンテーションでは、

留学を通して学んだことや進路についての情

報を共有しながら、日本の生活に再適応する
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ワクし責任も感じた

NHK「ニュースで英会話」監修／講師

鳥飼 玖美子さん（AFS10期生）

体験共有、再適応について

出発前
オリエンテーション
【２泊3日（※）×２回】

受入国での異文化体験
（留学）

帰国後
オリエンテーション
【１泊2日】

※平日を含む場合があります

AFSのプログラムと体制、留学の意義、
異文化学習、健康管理指導、渡航準備

出発前オリエンテーション

出発前オリエンテーション
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AFS の組織・サポート体制

　AFSは世界約60か国のパートナー組織がネットワークで結ばれているグ

ローバル・コミュニティです。交換留学制度が始まった1947年以降、プログ

ラムの参加者数は累計で世界45万人を超えています。2015年にはUNESCO

のオフィシャルパートナー（consultative status）として認められました。

■AFS国際本部（AFS Intercultural Programs, Inc. 在ニューヨーク市）

米国ニューヨーク市にあるAFS国際本部は、全AFS生の安全管理をはじめ、パートナー間の協力や連携

を円滑にするためのさまざまな調整を行うと同時に、全パートナーが守るべき国際ガイドラインを設けて

います。また、新しくAFSに参加した国の育成や既存の組織を維持するための活動も行っています。これ

らの管理費は国際本部経費としてプログラム参加費に含まれています（P68参照）。

■各国のAFS組織

AFS国際本部の定める基準に則り、各国職員・ボランティアの連携によりプログラムを実施しています。

アイスランド、アメリカ、アルゼンチン（ウルグアイを含む）、イタリア、インド、インドネシア、エクアドル、

エジプト、オーストラリア、オーストリア、オランダ、ガーナ、カナダ、韓国、グアテマラ、クロアチア、ケニア、

コスタリカ、コロンビア、スイス、スウェーデン、スペイン、スロバキア、スロベニア、セルビア、タイ、チェコ、

中国、チュニジア、チリ、デンマーク、ドイツ、ドミニカ共和国、トルコ、日本、ニュージーランド、ノルウェー、

パナマ、パラグアイ、ハンガリー、フィリピン、フィンランド、ブラジル、フランス、ベネズエラ、ペルー、

ベルギー（オランダ語圏）、ベルギー（フランス語圏）、ポーランド、ボリビア、ボスニア・ヘルツェゴビナ、

ポルトガル、香港、ホンジュラス、マレーシア、南アフリカ、メキシコ、ラトビア、ロシア

■公益財団法人AFS日本協会（AFS Intercultural Programs, Japan）

AFS国際本部との契約に基づき、各国のAFS組織の協力を得て異文化交流プログラムを実施していま

す。東京・大阪に事務局を、全国に77の支部と4つの学生部を置いています。2004年に文部科学省より

「国際交流功労者文部科学省大臣表彰」を受け、2011年に公益財団法人の認定を受けて公益財団法人

AFS日本協会に名称変更しました。

オホーツク／帯広／札幌／旭川／岩手／宮城／福島／茨城水戸／茨城つくば／栃木／群馬／埼玉／京葉／東京
／東京多摩／東京中央／東京練馬／東京城北／神奈川／北神奈川／湘南／富士北麓／長野南信／長野北信／新
潟／上越／長岡／（東京学生部）
福井／小松／金沢／岐阜／静岡／富士山／浜松／東海／名古屋北／名古屋南／東三河／西三河／知多／尾張／
三重／（名古屋学生部）
滋賀／京都／大阪三島／大阪北／大阪東／大阪中央／大阪南／兵庫県／奈良／紀北／紀南／鳥取県／松江／出
雲石見／岡山／尾三／東広島／広島／山口／愛媛／高知／福岡／博多／福岡南／佐賀／佐賀東／長崎／熊本／
玉名／大分／大分中部／大分南部／宮崎／宮崎南／鹿児島／（関西学生部）／（福岡学生部）

（2017年2月10日現在）

＊2017年1月現在。上記の他に各AFS加盟国が独自に交流を行う国が約50か国あります。
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AFS では、年間留学プログラムのほかに以下のプログラム・活動も行っています。
AFS活動に参加しよう①

短期留学プログラム
　２週間～４週間の留学プログラムで、ボランティア

のホストファミリーにホームステイしたり、寮に滞在した

りしながら現地で文化語学研修を受けます。2017年

夏の派遣先はオーストラリア、カナダ、アメリカ、イン

ド、中国、イギリスです。

サマーキャンプ＆交流会
　毎年７月～８月に全国各地でサマーキャンプを開催

しています。世界各国からの留学生との交流を楽しみ

ませんか？ 各種交流会の情報もWEBサイト等で随時

ご案内しています。

ボランティア活動
　社会人ボランティアは全国77支部で、留学生・ホ

ストファミリー・ホストスクールのサポート、イベントの

企画・運営、選考試験などの手伝いをします。大学

生ボランティアは主にイベントやオリエンテーションの

企画・運営を行います。

　戦時中の奉仕活動
　AFSはAmerican Field Service（アメリカ野戦奉仕団）の頭文
字に由来します。1914年、第一次世界大戦が勃発した時、パリに
いたアメリカ青年たちが、自分たちも何かしたいと戦場から後方の病
院へ傷病兵を輸送する活動を始めたのが発端でした。第二次世界
大戦でこの奉仕活動が再開され、ヨーロッパ、北アフリカ、中東、
インド､ビルマなどで多くの若いAFSボランティアたちが救護輸送活動
に携わりました。彼らは軍隊のかたわらで輸送車を運転し、担架で傷
病兵を運び、120万人以
上の傷病兵の救援に尽力し
ました。ナチス強制収容所
解放にも約70人のAFSの
ボランティアが協力していま
す。

　交換留学制度が生まれた理由
　2回の大戦を経験したボランティアたちは、その経験と活動を通し
て、他国の人たちとともに働くことから、どれだけ多くのことを学んだ

か、お互いの違いを認めあい、尊重しあうことがいかに大切であるか
に気づきました。そして、悲惨な戦争の結果である傷病兵の救助活
動よりも、「戦争を起こさない」という前向きな活動に取り組む決意
をし、若者の留学制度を始めようという結論にいたりました。

　高校生交換留学制度のはじまり
　そして、1947年に世界11か国から52人の若者がアメリカに派遣
されました。ここに世界各国の高校生がアメリカで1年間の留学体験
をする機会を提供するプログラムが生まれたのです。1971年には、
これまでのアメリカのみとの交流からアメリカ以外の各国間での交換
留学制度（マルチナショナル・プログラム）が発足し、世界50か
国以上で、各国からの留学生たちが異なる文化を体験する現在のよ
うなプログラムに進化しました。

負傷兵の救護輸送を行ったAFSドライバーたち。
第二次世界大戦時撮影

留学先には、同じように各
国から留学してきている高
校生との出会いも

AFS 100年の歴史

AFS日本協会 各国AFS事務所

支部

留学生保護者 LP相談員

ホストファミリー AFS留学生 ホストスクール

AFS
国際本部

有給職員を配置
緊急時24時間体制

米国国務省・各国大使館
在米日本人AFS関係者
危機管理コンサルタント

日本国大使館
政府関係機関
在外日本人関係者

AFSのサポート体制

外務省
各国在日大使館

商社
報道機関

災害や事故、病気など緊急事態の対応については、職員とボランティアが連携して適切な処置がとれるよう、各国共通のガイドラインを定めて24時間体制
で対応にあたります。保護者の皆様におかれましても、AFS日本協会と常に連絡がとれる体制を整えてください。

・AFS留学生の募集・選考

・オリエンテーションの実施

・留学に関する諸手続きと指導

・渡航手続きに関する案内

　（協会指定の旅行代理店より）

・受入組織との連絡

・留学証明書の発行

・派遣内定生の英文書類審査

・受入家庭と学校の募集・選定

・受入家庭と学校に関する

　諸手続きと書類手配

・派遣組織との連絡

派遣組織（AFS日本協会） 受入組織（各国AFS事務所）

13



AFS では、年間留学プログラムのほかに以下のプログラム・活動も行っています。
AFS活動に参加しよう①

短期留学プログラム
　２週間～４週間の留学プログラムで、ボランティア

のホストファミリーにホームステイしたり、寮に滞在した

りしながら現地で文化語学研修を受けます。2017年

夏の派遣先はオーストラリア、カナダ、アメリカ、イン

ド、中国、イギリスです。

サマーキャンプ＆交流会
　毎年７月～８月に全国各地でサマーキャンプを開催

しています。世界各国からの留学生との交流を楽しみ

ませんか？ 各種交流会の情報もWEBサイト等で随時

ご案内しています。

ボランティア活動
　社会人ボランティアは全国77支部で、留学生・ホ

ストファミリー・ホストスクールのサポート、イベントの

企画・運営、選考試験などの手伝いをします。大学

生ボランティアは主にイベントやオリエンテーションの

企画・運営を行います。

　戦時中の奉仕活動
　AFSはAmerican Field Service（アメリカ野戦奉仕団）の頭文
字に由来します。1914年、第一次世界大戦が勃発した時、パリに
いたアメリカ青年たちが、自分たちも何かしたいと戦場から後方の病
院へ傷病兵を輸送する活動を始めたのが発端でした。第二次世界
大戦でこの奉仕活動が再開され、ヨーロッパ、北アフリカ、中東、
インド､ビルマなどで多くの若いAFSボランティアたちが救護輸送活動
に携わりました。彼らは軍隊のかたわらで輸送車を運転し、担架で傷
病兵を運び、120万人以
上の傷病兵の救援に尽力し
ました。ナチス強制収容所
解放にも約70人のAFSの
ボランティアが協力していま
す。

　交換留学制度が生まれた理由
　2回の大戦を経験したボランティアたちは、その経験と活動を通し
て、他国の人たちとともに働くことから、どれだけ多くのことを学んだ

か、お互いの違いを認めあい、尊重しあうことがいかに大切であるか
に気づきました。そして、悲惨な戦争の結果である傷病兵の救助活
動よりも、「戦争を起こさない」という前向きな活動に取り組む決意
をし、若者の留学制度を始めようという結論にいたりました。

　高校生交換留学制度のはじまり
　そして、1947年に世界11か国から52人の若者がアメリカに派遣
されました。ここに世界各国の高校生がアメリカで1年間の留学体験
をする機会を提供するプログラムが生まれたのです。1971年には、
これまでのアメリカのみとの交流からアメリカ以外の各国間での交換
留学制度（マルチナショナル・プログラム）が発足し、世界50か
国以上で、各国からの留学生たちが異なる文化を体験する現在のよ
うなプログラムに進化しました。

負傷兵の救護輸送を行ったAFSドライバーたち。
第二次世界大戦時撮影

留学先には、同じように各
国から留学してきている高
校生との出会いも

AFS 100年の歴史

AFS日本協会 各国AFS事務所

支部

留学生保護者 LP相談員

ホストファミリー AFS留学生 ホストスクール

AFS
国際本部

有給職員を配置
緊急時24時間体制

米国国務省・各国大使館
在米日本人AFS関係者
危機管理コンサルタント

日本国大使館
政府関係機関

在外日本人関係者

AFSのサポート体制

外務省
各国在日大使館

商社
報道機関

災害や事故、病気など緊急事態の対応については、職員とボランティアが連携して適切な処置がとれるよう、各国共通のガイドラインを定めて24時間体制
で対応にあたります。保護者の皆様におかれましても、AFS日本協会と常に連絡がとれる体制を整えてください。

・AFS留学生の募集・選考

・オリエンテーションの実施

・留学に関する諸手続きと指導

・渡航手続きに関する案内

　（協会指定の旅行代理店より）

・受入組織との連絡

・留学証明書の発行

・派遣内定生の英文書類審査

・受入家庭と学校の募集・選定

・受入家庭と学校に関する

　諸手続きと書類手配

・派遣組織との連絡

派遣組織（AFS日本協会） 受入組織（各国AFS事務所）

14



交換留学には、ホストファミリーが必要です 
　交換留学は、受入国で生徒を受入れてくれるホストファミリーが見つかって、はじめて成立する
制度です。皆さんが海外で生活したいと思っているのと同じように、日本で生活したいと思ってい
る海外の生徒は多く、長期・短期をあわせると、毎年約400人もの高校生がAFSプログラムで
来日しています。

ホストファミリー（受入プログラム）
AFS活動に参加しよう②

留学準備にホストファミリー体験を
　AFSでは日本から海外に留学するプログラムだけでなく、海外からの留学生を日本に受入れることを通して、異文化

を学ぶプログラムも実施しています。

　AFSでの海外留学を考えている皆さん、この機会にホストファミリーとして留学生を家庭に受入れてみませんか？ 留学

生と一緒に暮らしてみると、「異なる文化で育った

家庭にホームステイするとはどういうことか」が実感

でき、きっと、あなたの留学をより充実させる経験

となるはずです。

◆ホストブラザーになって早めの異文化体験
　自分が留学する前にホストファミリー経験をするというの

は、ホストシスター・ブラザーになる派遣生にとっては「留

学生とはどういう生活を送るのか、どういう思いで1学年間

（半年）来ているのか」ということがその留学生を通して

出発前に実体験で知ることができ、自分が派遣国に行っ

てからその経験を基にして、よりよい留学生活が送れると

いうことではないでしょうか？ また、自分にとって一番身近

な「家庭」という場に「異文化」が入ることによって、

出発前から常に異文化に対して意識できる。それも魅力

だと思います。

（ホストファミリー経験者）

◆留学生の影響で、娘も留学を決意
　我が家は受入れがはじめてでした。受入生は、我が

家の環境と似ている家庭からの生徒の希望を出しまし

た。ですから、子供たちにも自然に溶け込み、お互いを

『おもちゃ』としてからかいながらの生活でした。留学生

が来て、一番影響を受けたのは高2の娘でした。AFSの

交流会があるたびに、支部に来ているほかの国の留学

生達と仲良くしている姿を見て、娘もAFSの派遣生に応

募しました。

　今年の春には、留学生が母親と弟二人を連れて我が

家に帰ってきました。ホスト中は楽しい事ばかりではありま

せんでしたが、こうして時が経ち再び会うと実の娘と同じ

気持ちになっています。そして、私はタイに素敵な家族

がいる! と思うと本当に幸せな気持ちになります。

（ホストファミリー経験者）

クロエの日本留学体験記
　2012年の春から約1学年間、AFS生として神奈川県

に滞在したフランスのクロエさん。日本での生活を、インタ

ビューを含めたドキュメンタリービデオでご紹介しています。

ご興味のある方は、お気軽に下記までお問い合わせください。
公益財団法人 AFS日本協会　　TEL : 03-6206-1911（代表）　E-mail : info@afs.or.jp

www.afs.or.jp

CHLOE
クロエ日本留学体験記

http://ow.ly/XYutd

AFS クロエ
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は、ホストシスター・ブラザーになる派遣生にとっては「留

学生とはどういう生活を送るのか、どういう思いで1学年間

（半年）来ているのか」ということがその留学生を通して

出発前に実体験で知ることができ、自分が派遣国に行っ

てからその経験を基にして、よりよい留学生活が送れると

いうことではないでしょうか？ また、自分にとって一番身近

な「家庭」という場に「異文化」が入ることによって、

出発前から常に異文化に対して意識できる。それも魅力

だと思います。

（ホストファミリー経験者）

◆留学生の影響で、娘も留学を決意
　我が家は受入れがはじめてでした。受入生は、我が

家の環境と似ている家庭からの生徒の希望を出しまし

た。ですから、子供たちにも自然に溶け込み、お互いを

『おもちゃ』としてからかいながらの生活でした。留学生

が来て、一番影響を受けたのは高2の娘でした。AFSの

交流会があるたびに、支部に来ているほかの国の留学

生達と仲良くしている姿を見て、娘もAFSの派遣生に応

募しました。

　今年の春には、留学生が母親と弟二人を連れて我が

家に帰ってきました。ホスト中は楽しい事ばかりではありま

せんでしたが、こうして時が経ち再び会うと実の娘と同じ

気持ちになっています。そして、私はタイに素敵な家族

がいる! と思うと本当に幸せな気持ちになります。

（ホストファミリー経験者）

クロエの日本留学体験記
　2012年の春から約1学年間、AFS生として神奈川県

に滞在したフランスのクロエさん。日本での生活を、インタ

ビューを含めたドキュメンタリービデオでご紹介しています。

ご興味のある方は、お気軽に下記までお問い合わせください。
公益財団法人 AFS日本協会　　TEL : 03-6206-1911（代表）　E-mail : info@afs.or.jp

www.afs.or.jp

CHLOE
クロエ日本留学体験記

http://ow.ly/XYutd

AFS クロエ
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進路についての帰国生アンケート
交換留学生として海外の高校生の1学年を過ごすことは、
高校卒業後の進路にどのような影響を与えるのでしょうか。
59期～61期生（2012年～2014年に出発）を対象に行った進路についての
アンケート結果をご紹介します。 （Eメールによるアンケート／有効回答数344人）

何年生で留学した？

約半数が「高校1年生で応募し、高校2年生で出発」しています。な
お、「中学3年生で応募し、高校1年生で出発する」生徒は中高一貫
校に在籍しているとは限らず、約半数が留学内定後、高校受験を経て
出発しています。

留学したことが進路決定に影響した？

合計すると約８割の帰国生が、留学が進路決定に何らかの影響を与え
たと回答しました。

留学したことで大学入試に役立ったと思うこと

この設問は複数回答可でした。留学中に学んだことや、精神面での成
長が大学受験に役立ったとのコメントが見られました。

この設問は複数回答可でした。語学力はもちろん、学びたいことが明確
になり学部選択にも大きく影響したというコメントが多く見られました。

高校1年生
38％

高校3年生
15％

留学扱い・休学扱いのどちらで留学した？

留学扱い（外国の高校での履修を認定してもらい、遅れずに進級又は
卒業する）・休学扱い（帰国後、出発時の学年＝1年下のクラスに入
る）の割合は半々の結果となりました。在学校によっては規定がある場
合がありますので留学前に確認しておきましょう（P8参照）。

休学扱い
50％

留学扱い
50％

少し影響した
26％

大いに
影響した
55％

影響はなかった
19％

進学（4年制大学・短大・専門学校）までの
期間は？

回答者の中で「現役の高校生・高専生」については進学者に含めて
いません。高校卒業又は高専などから編入した帰国生の約9割が現役
で進学しています。

現役入学
92％

一浪 5％ 二浪・その他 3％

広い視野・グローバルな視点で物事を考えられるようになったこと

人に語れる経験ができてアピールできるようになったこと

自信がつき、積極的になったこと

自立した考えを持てるようになったこと

語学力がついたこと

目的意識を持ち、しっかり目標を立てられるようになったこと

問題解決能力がついたこと

集中力がついたこと

233名
188名

175名
154名
153名

138名
94名

32名

高校2年生
47％

留学中に友人や先生方と話す中で僕の中でアメリカ大学進学と
いう選択肢が明確化していきました。もともと好きだった生物
学を多文化の環境の中で学べることや、アメリカの大学生活そ
れ自体に憧れを抱くようになったのです。帰国した高校2年の

夏以降は生物・哲学系の大会に出てみたり、大学のシンポジウムの議長をやってみたりと
面白そうなものはできるだけやってみたつもりです。こうした活動がアメリカ受験で評価
されるというのも魅力的でした。おそらくこのようにフットワークが軽くなったのはアメリ
カ留学のおかげでしょう。海外で家族と離れて暮らす限られた時間の中で、最悪「旅の恥
はかき捨て」くらいの気持ちでいろいろな活動に手を出してみるのがいいように思います。

AFS年間派遣プログラム帰国生からのコメント

末岡 陽太朗さん
アメリカ派遣　【入試方法：一般入試】
MIT(マサチューセッツ工科大学)　
専攻未定（主専攻：生物工学、副専攻：哲学の予定）　1年生

進学先

海外の大学への進学は年々増加傾向にありますが、入試方法と同
様、どの国に留学したかということと進学先には強い関連性は見られま
せんでした。具体的な進学先については下表でご紹介します。

★AFS体験を通して海外進学を決めた帰国生が、後輩への情報提供を目
的としたグループをつくりました！
Facebookページ「AFS-CONNECT」

国公立大学
34％

私立大学
59％

海外の大学7％

入試方法は？

半数の帰国生は一般入試で進学したと回答。なお、どの国に留学したか
ということと入試方法には強い関連性は見られませんでした。

一般入試
50％

AO入試
19％

推薦入試
28％

その他 3％

現在の進学先を選んだ理由
国際理解をさらに深めたいと思ったから

将来の夢に近づくため

語学力をさらに伸ばしたいから

留学中に勉強したこと/経験したことを更に深く勉強したいと思ったから

派遣国の人々・文化について興味を持ったから

138名

127名

121名

104名

52名

すえおか た ろうよう

私は高校三年の夏から留学し、帰国後は受験が間近に迫ってい
ましたが、なかなか進路を決められず、自分自身と、そして両
親や高校の先生と何度も話し合い考えました。そして、幼い頃
から惹かれ、実際留学してより大好きになったデンマークにこ

れからも関わっていきたいという思いが捨てきれず、日常会話だけでなく将来仕事でも使
えるデンマーク語を学ぶことを決めました。私の場合、受験対策期間は3か月だけでした
が、「大学でこれを勉強したい」という強い思いと集中力があれば、留学によって空いた
ブランクに関わらず、必ず実は結ぶと信じています。

藤原 希さん
デンマーク派遣　【入試方法：一般入試】
大阪大学　外国語学部デンマーク語専攻　1年生

ふじ わら のぞみ

私は小学校の頃から英語に興味があり実際に留学で英語を使
えるようになったことで、自分の好きな事が具体的で現実的に
なりました。AFS留学で様々な国の人々と関わり、英語圏以外

のことも知りたいと思った事が大きく自分の進路選択に関わったと思います。私は留学
で身につけた積極性、語学力を活かす事ができると考え公募制推薦を利用し大学に進学
しましたが、推薦を考えている場合、自分が留学で学んだ事を具体的に表現できる事、
そして語学力を示す事ができる資格を高校時代にとっておく事が必要だと思います。

小林 礼実さん
オーストラリア派遣　【入試方法：公募制推薦】
名古屋市立大学　人文社会学部　国際文化学科　2年生

こ ばやし みれい

私にとって留学は学校・学部を選ぶにあたって大きな影響を
及ぼしました。留学で様々な文化・宗教・価値観を持った人々
と出会うことにより、自分の視野の狭さを知り、留学後も新た

な事に出会え続け、自分の視野をさらに広げたいとの思いから現在の学部に至りまし
た。留学中は出来るだけ多くの人と出会い、より多くの経験をすることで本当に自分が
したいことは何なのかが見えてくると思います。そして、その経験は必ず受験に生きて
くると思います。皆さんも留学により素敵な出会いと巡り合えることを祈っています。

鈴木 恒輝さん
アメリカ派遣　【入試方法：AO入試】
上智大学　国際教養学部　3年生

すず き きこう

≪国内≫
■愛知県立大学
■青山学院大学
■朝日大学
■宇都宮大学
■大垣女子短期大学
■大阪市立大学
■大阪大学
■大阪府立大学
■岡山大学
■お茶の水女子大学
■帯広畜産大学
■学習院大学
■関西外国語大学
■関西学院大学
■気象大学校
■岐阜大学
■九州大学
■共愛学園前橋国際大学
■京都外国語大学
■京都大学
■金城学院大学
■慶応義塾大学
■神戸市外国語大学
■神戸大学
■国際医療福祉大学
■国際教養大学
■国際基督教大学（ICU）
■国士舘大学
■静岡大学
■静岡文化芸術大学
■上智大学
■上智大学短期大学部
■白百合女子大学
■信州大学
■成蹊大学
■清泉女子大学
■聖路加国際大学
■筑波大学
■津田塾大学
■都留文科大学
■帝京大学
■東海大学
■東京医科大学
■東京外国語大学
■東京大学
■東京農工大学
■同志社大学
■東北大学

■東洋大学
■富山大学
■長崎大学
■名古屋市立大学
■南山大学
■新潟経営大学
■新潟青陵大学
■日本歯科大学
■日本女子大学
■日本赤十字広島看護大学
■日本大学
■HAL東京
■一橋大学
■弘前大学
■広島女学院大学
■広島大学
■法政大学
■北海道大学
■宮城学院女子大学
■武蔵野大学
■目白大学
■安田女子大学
■山形大学
■山形県立米沢女子短期大学
■横浜市立大学
■横浜国立大学
■立教大学
■立命館アジア太平洋大学
■立命館大学
■早稲田大学

≪海外≫
■アリゾナ大学（アメリカ）
■ウィスコンシン大学スーペリア校（アメリカ）
■カーティン大学（オーストラリア）
■ストックホルム大学（スウェーデン）
■チェンマイ大学（タイ）
■デブレツェン大学（ハンガリー）
■トレント大学（カナダ）
■パロマー大学（アメリカ）
■ブリガムヤング大学ハワイ校（アメリカ）
■ペックス大学（ハンガリー）
■マウントユニオン大学（アメリカ）
■マサチューセッツ工科大学（アメリカ）
■モスクワ大学（ロシア）
■ロンドン大学ロイヤル・ホロウェイ校（イギリス）

主な進学先一覧（五十音順）
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進路についての帰国生アンケート
交換留学生として海外の高校生の1学年を過ごすことは、
高校卒業後の進路にどのような影響を与えるのでしょうか。
59期～61期生（2012年～2014年に出発）を対象に行った進路についての
アンケート結果をご紹介します。 （Eメールによるアンケート／有効回答数344人）

何年生で留学した？

約半数が「高校1年生で応募し、高校2年生で出発」しています。な
お、「中学3年生で応募し、高校1年生で出発する」生徒は中高一貫
校に在籍しているとは限らず、約半数が留学内定後、高校受験を経て
出発しています。

留学したことが進路決定に影響した？

合計すると約８割の帰国生が、留学が進路決定に何らかの影響を与え
たと回答しました。

留学したことで大学入試に役立ったと思うこと

この設問は複数回答可でした。留学中に学んだことや、精神面での成
長が大学受験に役立ったとのコメントが見られました。

この設問は複数回答可でした。語学力はもちろん、学びたいことが明確
になり学部選択にも大きく影響したというコメントが多く見られました。

高校1年生
38％

高校3年生
15％

留学扱い・休学扱いのどちらで留学した？

留学扱い（外国の高校での履修を認定してもらい、遅れずに進級又は
卒業する）・休学扱い（帰国後、出発時の学年＝1年下のクラスに入
る）の割合は半々の結果となりました。在学校によっては規定がある場
合がありますので留学前に確認しておきましょう（P8参照）。

休学扱い
50％

留学扱い
50％

少し影響した
26％

大いに
影響した
55％

影響はなかった
19％

進学（4年制大学・短大・専門学校）までの
期間は？

回答者の中で「現役の高校生・高専生」については進学者に含めて
いません。高校卒業又は高専などから編入した帰国生の約9割が現役
で進学しています。

現役入学
92％

一浪 5％ 二浪・その他 3％

広い視野・グローバルな視点で物事を考えられるようになったこと

人に語れる経験ができてアピールできるようになったこと

自信がつき、積極的になったこと

自立した考えを持てるようになったこと

語学力がついたこと

目的意識を持ち、しっかり目標を立てられるようになったこと

問題解決能力がついたこと

集中力がついたこと

233名
188名

175名
154名
153名

138名
94名

32名

高校2年生
47％

留学中に友人や先生方と話す中で僕の中でアメリカ大学進学と
いう選択肢が明確化していきました。もともと好きだった生物
学を多文化の環境の中で学べることや、アメリカの大学生活そ
れ自体に憧れを抱くようになったのです。帰国した高校2年の

夏以降は生物・哲学系の大会に出てみたり、大学のシンポジウムの議長をやってみたりと
面白そうなものはできるだけやってみたつもりです。こうした活動がアメリカ受験で評価
されるというのも魅力的でした。おそらくこのようにフットワークが軽くなったのはアメリ
カ留学のおかげでしょう。海外で家族と離れて暮らす限られた時間の中で、最悪「旅の恥
はかき捨て」くらいの気持ちでいろいろな活動に手を出してみるのがいいように思います。

AFS年間派遣プログラム帰国生からのコメント

末岡 陽太朗さん
アメリカ派遣　【入試方法：一般入試】
MIT(マサチューセッツ工科大学)　
専攻未定（主専攻：生物工学、副専攻：哲学の予定）　1年生

進学先

海外の大学への進学は年々増加傾向にありますが、入試方法と同
様、どの国に留学したかということと進学先には強い関連性は見られま
せんでした。具体的な進学先については下表でご紹介します。

★AFS体験を通して海外進学を決めた帰国生が、後輩への情報提供を目
的としたグループをつくりました！
Facebookページ「AFS-CONNECT」

国公立大学
34％

私立大学
59％

海外の大学7％

入試方法は？

半数の帰国生は一般入試で進学したと回答。なお、どの国に留学したか
ということと入試方法には強い関連性は見られませんでした。

一般入試
50％

AO入試
19％

推薦入試
28％

その他 3％

現在の進学先を選んだ理由
国際理解をさらに深めたいと思ったから

将来の夢に近づくため

語学力をさらに伸ばしたいから

留学中に勉強したこと/経験したことを更に深く勉強したいと思ったから

派遣国の人々・文化について興味を持ったから

138名

127名

121名

104名

52名

すえおか た ろうよう

私は高校三年の夏から留学し、帰国後は受験が間近に迫ってい
ましたが、なかなか進路を決められず、自分自身と、そして両
親や高校の先生と何度も話し合い考えました。そして、幼い頃
から惹かれ、実際留学してより大好きになったデンマークにこ

れからも関わっていきたいという思いが捨てきれず、日常会話だけでなく将来仕事でも使
えるデンマーク語を学ぶことを決めました。私の場合、受験対策期間は3か月だけでした
が、「大学でこれを勉強したい」という強い思いと集中力があれば、留学によって空いた
ブランクに関わらず、必ず実は結ぶと信じています。

藤原 希さん
デンマーク派遣　【入試方法：一般入試】
大阪大学　外国語学部デンマーク語専攻　1年生

ふじ わら のぞみ

私は小学校の頃から英語に興味があり実際に留学で英語を使
えるようになったことで、自分の好きな事が具体的で現実的に
なりました。AFS留学で様々な国の人々と関わり、英語圏以外

のことも知りたいと思った事が大きく自分の進路選択に関わったと思います。私は留学
で身につけた積極性、語学力を活かす事ができると考え公募制推薦を利用し大学に進学
しましたが、推薦を考えている場合、自分が留学で学んだ事を具体的に表現できる事、
そして語学力を示す事ができる資格を高校時代にとっておく事が必要だと思います。

小林 礼実さん
オーストラリア派遣　【入試方法：公募制推薦】
名古屋市立大学　人文社会学部　国際文化学科　2年生

こ ばやし みれい

私にとって留学は学校・学部を選ぶにあたって大きな影響を
及ぼしました。留学で様々な文化・宗教・価値観を持った人々
と出会うことにより、自分の視野の狭さを知り、留学後も新た

な事に出会え続け、自分の視野をさらに広げたいとの思いから現在の学部に至りまし
た。留学中は出来るだけ多くの人と出会い、より多くの経験をすることで本当に自分が
したいことは何なのかが見えてくると思います。そして、その経験は必ず受験に生きて
くると思います。皆さんも留学により素敵な出会いと巡り合えることを祈っています。

鈴木 恒輝さん
アメリカ派遣　【入試方法：AO入試】
上智大学　国際教養学部　3年生

すず き きこう

≪国内≫
■愛知県立大学
■青山学院大学
■朝日大学
■宇都宮大学
■大垣女子短期大学
■大阪市立大学
■大阪大学
■大阪府立大学
■岡山大学
■お茶の水女子大学
■帯広畜産大学
■学習院大学
■関西外国語大学
■関西学院大学
■気象大学校
■岐阜大学
■九州大学
■共愛学園前橋国際大学
■京都外国語大学
■京都大学
■金城学院大学
■慶応義塾大学
■神戸市外国語大学
■神戸大学
■国際医療福祉大学
■国際教養大学
■国際基督教大学（ICU）
■国士舘大学
■静岡大学
■静岡文化芸術大学
■上智大学
■上智大学短期大学部
■白百合女子大学
■信州大学
■成蹊大学
■清泉女子大学
■聖路加国際大学
■筑波大学
■津田塾大学
■都留文科大学
■帝京大学
■東海大学
■東京医科大学
■東京外国語大学
■東京大学
■東京農工大学
■同志社大学
■東北大学

■東洋大学
■富山大学
■長崎大学
■名古屋市立大学
■南山大学
■新潟経営大学
■新潟青陵大学
■日本歯科大学
■日本女子大学
■日本赤十字広島看護大学
■日本大学
■HAL東京
■一橋大学
■弘前大学
■広島女学院大学
■広島大学
■法政大学
■北海道大学
■宮城学院女子大学
■武蔵野大学
■目白大学
■安田女子大学
■山形大学
■山形県立米沢女子短期大学
■横浜市立大学
■横浜国立大学
■立教大学
■立命館アジア太平洋大学
■立命館大学
■早稲田大学

≪海外≫
■アリゾナ大学（アメリカ）
■ウィスコンシン大学スーペリア校（アメリカ）
■カーティン大学（オーストラリア）
■ストックホルム大学（スウェーデン）
■チェンマイ大学（タイ）
■デブレツェン大学（ハンガリー）
■トレント大学（カナダ）
■パロマー大学（アメリカ）
■ブリガムヤング大学ハワイ校（アメリカ）
■ペックス大学（ハンガリー）
■マウントユニオン大学（アメリカ）
■マサチューセッツ工科大学（アメリカ）
■モスクワ大学（ロシア）
■ロンドン大学ロイヤル・ホロウェイ校（イギリス）

主な進学先一覧（五十音順）
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冬　組（2018年 2月～4月出発）

01 02 03

夏　組（2018年 6月～10月出発）

冬　組／夏　組

37 3938

04 05 06

07 08 09

11 12

13

10

14 15

16 17 18

19 20 21

22 23 24

25 26 27

28 29 30

31 32 33

34 35 36

アルゼンチン共和国
（ウルグアイ東方共和国） P.20 オーストラリア連邦 P.21 コスタリカ共和国 P.22

アイスランド共和国 アメリカ合衆国 イタリア共和国

インド インドネシア共和国 エクアドル共和国

オーストリア共和国 オランダ王国

スウェーデン王国 スペイン王国

チェコ共和国

カナダ
（英語圏・フランス語圏）

中華人民共和国 デンマーク王国

ノルウェー王国 ハンガリー フィリピン共和国

フィンランド共和国 フランス共和国 ベルギー王国
（フランス語圏・オランダ語圏）

ボリビア多民族国 ポルトガル共和国

ラトビア共和国

香港

メキシコ合衆国

スイス連邦 P.56 ブラジル連邦共和国 P.58ドイツ連邦共和国 P.57

タイ王国 P.23 チリ共和国 P.24 パナマ共和国 P.25

パラグアイ共和国 P.26 ホンジュラス共和国 P.27 マレーシア P.28

国別情報

01
05

02

14

27

03

06

15

07

31

08

04

23

36

33

11

34

18

09

12

20

32

26

21

16

37

17

29

30

22
24

19 28

35

25

13

38

39

10

P.30 P.31

P.32

P.29

P.33 P.34

P.35 P.36 P.37

P.38 P.39 スロバキア共和国 P.40

P.41 P.42 P.43

P.44 P.45 P.46

P.47 P.48 P.49

P.50 P.51 P.52

P.53 P.54 ロシア連邦 P.55

　　は派遣強化国です（P. 66参照）。
AFS日本協会WEBサイト（www.afs.or.jp）でも帰国生の体験談を多数紹介しています。
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中南米 《South and Central America》

冬　組（2018年 2月～4月出発）

01 02 03

夏　組（2018年 6月～10月出発）

冬　組／夏　組

37 3938

04 05 06

07 08 09

11 12

13

10

14 15

16 17 18

19 20 21

22 23 24

25 26 27

28 29 30

31 32 33

34 35 36

アルゼンチン共和国
（ウルグアイ東方共和国） P.20 オーストラリア連邦 P.21 コスタリカ共和国 P.22

アイスランド共和国 アメリカ合衆国 イタリア共和国

インド インドネシア共和国 エクアドル共和国

オーストリア共和国 オランダ王国

スウェーデン王国 スペイン王国

チェコ共和国

カナダ
（英語圏・フランス語圏）

中華人民共和国 デンマーク王国

ノルウェー王国 ハンガリー フィリピン共和国

フィンランド共和国 フランス共和国 ベルギー王国
（フランス語圏・オランダ語圏）

ボリビア多民族国 ポルトガル共和国

ラトビア共和国

香港

メキシコ合衆国

スイス連邦 P.56 ブラジル連邦共和国 P.58ドイツ連邦共和国 P.57

タイ王国 P.23 チリ共和国 P.24 パナマ共和国 P.25

パラグアイ共和国 P.26 ホンジュラス共和国 P.27 マレーシア P.28

国別情報

01
05

02

14

27

03

06

15

07

31

08

04

23

36

33

11

34

18

09

12

20

32

26

21

16

37

17

29

30

22
24

19 28

35

25

13

38

39

10

P.30 P.31

P.32

P.29

P.33 P.34

P.35 P.36 P.37

P.38 P.39 スロバキア共和国 P.40

P.41 P.42 P.43

P.44 P.45 P.46

P.47 P.48 P.49

P.50 P.51 P.52

P.53 P.54 ロシア連邦 P.55

　　は派遣強化国です（P. 66参照）。
AFS日本協会WEBサイト（www.afs.or.jp）でも帰国生の体験談を多数紹介しています。

アルゼンチン共和国
ウルグアイ東方共和国 〈年齢制限〉2000年4月2日〜2002年4月1日

01 Argentine Republic·Oriental Republic of Uruguay

生活様式
ヨーロッパの影響を強く受
けていますが、独自のは
つらつとした文化を確立し
ています。人々はサッカー
やタンゴを愛し情熱的で
あると同時に、家族や親
戚との絆が強く、家庭生
活を大切にします。親は子供のことを常に気にかけ、子供へ
の愛情表現を欠かしません。

AFSアルゼンチン・ウルグアイ
AFSアルゼンチンは1955年から活動しており、2016年は30
か国からAFS生を受入れました。数年前に、隣国のウルグア
イにも支部ができ、現在はAFSアルゼンチン・ウルグアイとし
て活発に活動しています。

教育制度
識字率は9割以上です。初等教育が7年間、中等教育が5年間、
計12年間です。

高校生活
学　　年： 3月中旬～ 12月上旬。
授　　業：アルゼンチンは月～金の週5日制。ウルグアイは私

立学校が月～金の週5日制、公立学校は月～土の
週6日制。学校により午前（8時～ 12時）又は午後（13
時～ 17時）の授業となります。1年で平均して11
科目を必修科目として勉強します。

教　　科： スペイン又はアルゼンチン（ウルグアイ）文学・地理・

生物・外国語・数学などの他、学校により様々な科
目を勉強することができます。

課外活動： ほとんどありません。
そ の 他： 真剣な学業への取り組みが重視され、AFS生は授

業にまじめに出席する旨の誓約書に署名を求めら
れます。滞在中の個人的な習い事、学校での特別
な選択科目の履修、修学旅行代などは自己負担で
す。

配属の傾向
ウルグアイへの配属は若干名で、大半のAFS生はアルゼンチ
ンへ配属されます。配属先は、書類審査でAFSアルゼンチン・
ウルグアイが決定します。どちらの国に配属されても、オリエ
ンテーションはアルゼンチン国内で実施されます。アルゼンチ
ンでは、大半が郊外又は地方に住む保守的な家庭に配属され、
ウルグアイでは都市部に配属される傾向があります。喫煙家
庭が多く、一家に一人は喫煙者がいるのが一般的です。アル
ゼンチンでは、AFS生は多くの場合、公立の共学校の4年か5
年（日本の高校2、3年相当）に、ウルグアイでは4～ 6年（日
本の高校1～ 3年相当）に編入されます。ホストスクールの決
定が現地到着後になる場合があります。

 少数ですがウルグアイにも配属されます。

g査証 h

g配属制限 h

取得のため、大使館から本人へ出頭要請があります。審
査に時間を要し、発給が直前になったり出発日を変更し
たりする場合があります。

菜食主義者や禁煙家庭希望者、ほこり、動物アレルギー
のある生徒の配属は困難です。
精神科系の薬を服用している生徒の配属は困難です。

私のホストファミリーの家は、すごく
田舎にあり大草原に木がポツンと生え
ているようなところへすぐ行けて、そこ
では牛や馬、羊などたくさんの動物に
いつでも触れ合える大自然が広がってい
ました。
アルゼンチンの生活は、友達とおや

つをしたりお昼寝をしたりすることがあ
たりまえで、お菓子類はとても甘く、中
でもドゥルセデレチェという、牛乳と砂
糖でできたキャラメルのようなものがと
ても美味しかったです！アルゼンチンと
いえば、｢アサード（焼き肉）｣ ですね！
私の家では月に３回から５回ほどやって
いて、パパやママの友達をたくさんよん
だり、私の友達もよんだりして、みんな

で集まって夜は盛り上がりながら夕食を
しました！　アサードは各家庭により味
付けは異なるので、食べ比べしてみてく
ださいね！　すごくジューシーなお肉で
とても美味しかったです。
私のホストファミリーは共働きで家に

いつもいなかったけれど、ホントの親の
ように一番に私のことを心配してくれた
り、スペイン語の学習という壁にぶつ
かった時も励ましてくれたり勇気づけて
くれて頑張ることが出来ました。ホスト
シスターも友達もまたスペイン語や日常
生活からすべて助けてくれました。
私の留学の中で、一番の宝物は友達

です。家族はとても忙しかったので、よ
く友達といました。スペイン語を教えて

もらったり、習い事の体操も率先して友
達と習いました。私を街のいろんなとこ
ろへ連れていってくれました。そして、
他国のAFSの生徒達とは今でも連絡を
取りあったり、電話をたまにしたりするよ
うな関係です。本当に、お祭りも多いか
らか陽気で愉快な人が多く、優しく受け
入れてくれて、もちろん辛いことにもぶ
つかりましたが、楽しく幸せな時間を過
ごすことができました。
さすが地球の裏側、日本とはまった

く違う人生の楽しみ方、過ごし方がある
んだなと実感しました。この一年は充
実した、人生にあるかないかの貴重な
大事な経験ができ、これからの人生に
役立て、強く生きていきたいと思います。

さすが地球の裏側！
帰国生の声

派遣
強化国 冬組 2月 出発 主要言語 スペイン語 定員 10名
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オセアニア 《Oceania》

オーストラリア連邦02 Australia

生活様式
オーストラリアは広大な国土をもつ若い国です。オープンで率
直、気さくな国民性で、家庭では皆で協力して家事を分担しま
す。子供は親を敬う一方で、自立した存在でもあります。

AFSオーストラリア
50年以上の歴史があり、短期・長期合わせて世界中から数多
くのAFS生がオーストラリアでホストファミリーと生活を共に
してきました。近年は、オーストラリア政府の留学生受入れ施
策により、以前と比べて受入数が減少しています。

教育制度
全国共通の教育システムを採用していますが、運用方法は各
州により異なります。義務教育は6歳から15歳までの9年間 
（タスマニアでは16歳までの10年間）です。学校は共学校、
男子校、女子校があり、75％が公立校、25％が私立校です。

高校生活
学　　年： 1月下旬～ 12月中旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時45分～ 15時。1時

限40分、1日7～ 8時限。

教　　科： 英語、数学、外国語（日本語、ドイツ語、フランス
語、スペイン語、インドネシア語）、生物、物理、
化学、歴史、オーストラリア諸問題、地理、経済学、
商業、ビジネス学、コンピューター、音楽、家庭科、
木工、織物、デザイン、演劇、美術、体育など。

課外活動： 学校によって異なりますが、音楽、スポーツ（サッ
カー、陸上、水泳、ネットボール、クリケットなど）、ディ
ベートなどがあります。

その他： 大半の学校で制服の着用が義務づけられています。
授業にまじめに出席し、熱心に勉強し、学校生活
に適応することが、査証発給の条件です。このよう
な努力をしない場合は査証が取り消され、プログラ
ム参加を継続できなくなります。

配属の傾向
8割近くが地方の小さな町への配属です。都市部への配属は
ごく少数です。受入家庭では両親が職業をもっている場合が
多く、一人親の家庭もあります。また、なかには複数の留学
生（AFSだけとは限らない）を同時に受入れている家庭もあ
ります。受入家庭は、人種的にも言語的にも多岐にわたるため、
家族間では英語以外の言語を話す家庭もありますが、AFS生
とのコミュニケーションは英語です。
近年アジアからの私費留学生が急増しているため、AFS生の
配属先の確保が大変難しくなり、配属先の決定に時間を要し
ており、出発日が複数回に分かれます。出発時期による留学
期間の延長はありません。状況をご理解の上、ご応募ください。

g査証 h

g配属制限 h

g出発日 h

オーストラリア本国での審査になるため時間を要します。

ほとんどの家庭でペットを飼っているので、動物アレル
ギーでペットと同居できない方は留学先として希望できま
せん。また、菜食主義者の配属も困難です。

配属状況により出発日が複数回に分かれます。

オーストラリアにきたばかりのときは帰
るのはずっと先で、これからどんどん英
語がペラペラになっていってとても楽しい
留学生活をおくるものだと思っていまし
た。
しかし留学生活が始まってみると想像

していたものとは違い、とても迷う時期も
ありました。
オーストラリアでは学校が終わるのが

月曜日から木曜日は3時、金曜日は2時
と早かったのですが、部活がなかったの
でやることがありませんでした。
また、私は田舎に住んでいたのでどこ

に行くにも車が必要で、友達に連れて行っ
てと言うのはなんだか悪い気がしてなか
なか言い出せず土曜日や日曜日も家にい
ました。そのため、とても時間を無駄に
している気がして悩みました。
また、英語をしゃべることに対して自

信が持てず、最初の方はなかなか話しか
けることができず、話しかけられてもうま
く返事することができませんでした。
でも、これでは英語は上達しないし友

達とも仲良くなれないと思い、ある日勇
気を出して話しかけたら、たくさん話すこ
とができ、その子とは今でも親友で、今

月日本に遊びに来てくれます。
そうやっていろんな子と話しているう

ちにたくさん友達もできて、帰るときには
みんなでたくさん泣いて「絶対日本にいく
ね」「私も絶対いつかオーストラリアに帰っ
てくるね」と約束しました。
この10か月はいろんな人に支えられ

た10か月でした。留学をさせてくれた両
親、私を本当の家族のように可愛がって
くれて温かく迎えてくれたホストファミ
リー、たくさんのことを教えてくれて優し
くしてくれたオーストラリアの友達、みん
なに感謝しています。

話す勇気を持った時
帰国生の声

冬組 2-3月 出発 主要言語 英語 定員 10名

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2002年4月1日



22

中南米 《South and Central America》

コスタリカ共和国03 Republic of Costa Rica

生活様式
コスタリカはラテンアメリカの中で最も政治的に安定した国
のひとつです。自国の民主主義や平和に誇りをもっています。
また、自然も大変豊かです。父親は仕事中心で、家事や育児
は母親に任される家庭が多いですが、家族はとても仲が良く、
親は子供のことを気にかけ、子供の行動を常に把握していま
す。一般的に女子に対しては、より保守的です。

AFSコスタリカ
1955年から活動しています。2016年は25か国からAFS生
を受入れました。

教育制度
国家予算の3割近くが教育に使われ、幼稚園から始まり6年
間の小学校、5年間もしくは6年間の中等学校を経て、大半が
大学に進学します。

高校生活
学　　年： 2月中旬～ 12月上旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常7時～ 13時又は16時。1

時限45分、1日6～ 8時限。
教　　科： 数学、化学、生物、心理学、哲学、美術、社会科、

保健体育、宗教学、スペイン語、フランス語、英語、
物理など。

課外活動： サッカー、水泳、音楽、国内研修旅行（学校によ
り異なります）。

そ の 他： 全ての学校で制服が義務付けられています。厳し
い校則を設けている学校も多くあります。

配属の傾向
大半が地方の中流家庭に配属されます。AFS生は多くが共学
の公立校の9年から11年に編入されます。
ホストスクールの決定は現地到着後になります。

g配属制限 h

g予防接種 h

菜食主義など食事制限がある生徒、室内及び室外にペッ
トのいない家庭を希望する生徒の配属は困難です。

配属のため、BCG、ポリオ、ジフテリア、百日咳、破傷風、
はしか、風疹、おたふく風邪の接種が義務づけられます
（64期参考情報）。

コスタリカは、場所によって気候や
文化が違います。でもすべての地域に
共通しているのは、自然の豊かさです。
家の庭にハチドリが来たり、道を歩け
ば見た事の無いようなカラフルな花が
咲いていたり、日本では見られない、
本物の自然があります。
学校の初日は不安でしたが、私のク

ラスは度が過ぎるほどフレンドリーで、
すぐに私を受入れてくれました。言語
がままならないから、人間関係が浅は
かになりそうと思う人も多いかもしれま
せんが、必ずしもそうではありません。
それは相性によるものだし、私が作っ
た親友たちとは日本でよりも深い関係
を築くことが出来ました。文化は違って

も人間は変わらないことを実感しまし
た。
学校生活は日本と全然違います。例

えば、日本は授業中みんな集中してい
て一言発するのも拒まれますが、コス
タリカでは、皆叫んでいて先生の声が聞
こえない程です（笑）。売店には生徒が
どっと押し寄せるので、大声で10分叫
んでやっと買えます。先生がストライキ
を起こして学校が1か月なくなる事も少
なくありません。
また、わたしにとって留学生と交流

出来たことは大きな意味がありました。
たくさんの国の人を知り、その国の存
在が身近になることで、今まで曖昧だっ
た“世界”がずっと具体的になりました。

一番嬉しかったのは、わたしが悩んで
いたり問題を抱えていたりした時、彼ら
が積極的に動いて解決してくれたこと
です。彼らと色んなことを語り合ったり
ふざけあったりしたのは、一生の思い
出です。
留学していなかったら今の私はいま

せん。苦労はつきものですが、それを
ネガティブに受け止めずにいれば、1年
後輝いている自分がいるはずです。そ
れは、日本の学校で座って勉強してい
たら絶対に得ることの出来ないもので
す。これを読んだ皆さんが、羽ばたく
決意をするのを願っています。

日本では得ることができないもの
帰国生の声

派遣
強化国 冬組 2月 出発 主要言語 スペイン語

コスタリカ×パラグアイ帰国生座談会「中南米留学の魅力」もチェック‼
AFS座談会 中南米留学で検索

定員 15名

〈年齢制限〉2000年5月1日〜2002年4月1日
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アジア 《Asia》

04 タイ王国
Kingdom of Thailand

生活様式
タイは「自由の国」「ほほ笑みの国」として知られています。
東南アジアの中ではヨーロッパの支配を受けていない数少な
い国で、伝統的な文化が大切に守られ、生活の中にもそれを
感じることができます。穏やかで親切、礼儀正しい国民です。
家族や親戚の仲がとてもよく、週末などは家族でゆったり過
ごします。父親が大黒柱であり、家事や育児は主に母親の役
割です。

AFSタイ
1962年から活動しています。2016年は24か国からAFS生
を受入れました。

教育制度
6・3・3制を実施。1～ 3年間の幼稚園の後、小学校6年間
及び中学校3年間（6～ 15歳）の計9年間の義務教育があり
ます。

高校生活
学　　年： 5月中旬～ 3月中旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時～ 15時半。1時限50

分、1日7～ 8時限。
教　　科： ドイツ語、英語、日本語、タイ語、数学、理科、

タイ文化系教科（舞踊、音楽、美術、工芸、スポー
ツ、ボクシング、フェンシング、料理など）、フルー
ツ・カービング（果物や野菜の彫刻）、宗教など。

課外活動： 体育系と文化系があり、学校ではAFS生の積極的
な活動を期待しています。学校は地域社会の中心
として位置づけられています。

そ の 他： タイの若者はよく勉強し、日本同様、学校中心の生
活を送っています。制服着用、アクセサリー禁止、
長髪禁止などの校則があります。

 支部又は学校で語学研修の機会があります。

配属の傾向
タイ全土に配属の可能性があります。州都の場合もあれば地
方の小さな町への配属もあります。両親共働きがほとんどで
す。キリスト教の活動への参加は困難です。国立校、私立校、
男子校、女子校、職業校、教員養成校、芸術校に配属されます。
AFS生は通常、11年か12年（日本の高校2、3年相当）に編
入されますが、8～ 10年の授業にも出席する場合があります。
また、全ての授業を英語で行う「バイリンガルクラス」のある
学校へ配属されることもあります。

g査証 h

g配属制限 h

取得のため、大使館から本人へ出頭要請があります。

菜食主義者や食事制限のある生徒の配属は困難です。

「何故タイを選んだの？」
タイに留学することが決まってから、

何度も同じ質問をされた。
私がタイを留学先として希望した理

由は日本やアメリカと全く異なる文化を
経験してみたかったからである。そして
タイ語の学習の他に、宗教が人々の生
活にどのような影響を与えているのか
を自分の目で確かめてみたいとも思っ
ていた。タイ人の家庭にホームステイ
をしながら、現地校に通うことで文化
の多様性を知り、違いを尊重し理解す
るように努めることが10か月間の私の
課題だった。
タイは「微笑みの国」として世界中に

知られているが、なぜそのように呼ばれ
ているのか、とても興味があった。10
か月間の留学生活を通してその理由を
自分なりに考えてみた。「微笑みの国」
はニコニコして人懐っこいタイ人の性格
に由来するものだとまず浮かんだ。
実際に暮らしてみると、学校でマイノ

リティーへの差別がないこと、学校帰り
に高校生でも物乞いの人に募金をする
こと、いつも食べ物を分かち合うこと、
ホストファミリーのお布施（タンブン）
の習慣を見て、その背景には仏教が日々
の生活に浸透していることを肌で感じる
ことができた。もともとは輪廻転生の
ためによりたくさんの徳を積もうという

ことだったかもしれないが、それが自然
と生活の一部となり、誰もが笑顔で過
ごすことができる空気を作り出したので
はないだろうか。
留学中、この「微笑み」に私は何度

も助けられた。学校に通い始めた頃、
言葉も分からず不安でいっぱいだった
が、みんなが笑顔で話しかけてくれて、
仲良くなるきっかけを作ってくれた。ホ
ストファミリーには笑っていると悪いこ
とが起きないと教わった。
日本に帰ってきても、笑顔を忘れず

に他の人に対して優しくありたいと思う。

「微笑みの国」で学んだこと
帰国生の声

派遣
強化国 冬組 4月 出発 主要言語 タイ語 定員 15名

〈年齢制限〉2000年5月20日〜2002年4月1日
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中南米 《South and Central America》

05 チリ共和国
Republic of Chile

生活様式
ラテンアメリカの中でチリは最も発展し、経済的に安定した国
のひとつです。生活様式はヨーロッパの影響を大きく受けてい
ます。チリ人はとても外向的・社交的で愛情深い国民です。家
族や親戚をとても大切にします。父親が一家の大黒柱ですが、
母親も家庭の中で大きな影響力をもっています。親は子供（特
に女子）を大切にし、子供たちは親の言い付けを守ります。時
間に対してはおおらかだといわれますが、ビジネスや学校の集
まりは時間厳守があたりまえです。

AFSチリ
1958年から活動を始め、2016年は22か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
教育への国民の関心は高く、義務教育は6歳からの8年間で
無償。その後4年間の中等教育があります。19世紀にドイツ
とフランスをモデルに教育制度を確立したチリは、南米でも最
も教育水準が高い国のひとつと言われています。

高校生活
学　　年： 3月初旬～ 12月上旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時又は8時半～ 16時又

は18時です。土曜の午前に授業がある学校もあり
ます。

教　　科： 数学、物理、化学、生物、歴史、心理学、哲学、
経済、外国語、スペイン語、美術、体育など。

課外活動： スポーツ、コーラス、民族音楽、ダンス、少年団
活動、社会福祉活動など。

そ の 他： 制服があります。学業への真剣な取り組みが求め
られています。

配属の傾向
イースター島を除くチリ全土に配属の可能性があります。大半
が小さな都市部か都市郊外の中流家庭に配属されますが、地
方への配属もあります。喫煙家庭の割合が高い国です。AFS
生は大半が私立高校に配属され、本国での学年によって10
～ 12年（日本の高校1～ 3年に相当）に編入されます。

g査証 h

g配属制限 h

g成績 h

g語学 h

取得のため、大使館から本人と保護者（両親）に出頭要
請があります。HIV検査を含む健康診断が必要です。

完全菜食主義者、グルテン不耐性、重度のアレルギーの
ある生徒、特定の教会（モルモン教、エホバの証人、ユ
ダヤ教など）に通う必要のある生徒、動物アレルギーで
室内ペットと同居できない生徒の配属は困難です。

学業成績が一定して上位2分の1以内であることが求め
られます。

出発までにオンライン語学講座の提供があり、指定レベ
ルまでの修了が求められます。

チリにきてあっという間に6か月が経
ちました。この半年間で、私は、人の
優しさに気付きました。人は、頼って
も怒らない、むしろ喜んでくれる。な
んの魅力もない私を、好きでいてくれ
て、本当の親でもないのに、沢山の愛
情を注いでくれて、私がまだスペイン
語を話せなかったとき、私といても楽
しいはずがないのにそばにいてくれて、
赤ちゃん語でしゃべりかけても、笑顔
で話をしてくれて、自分の感情を抑えき
れず学校で号泣してしまった時も、友
達が“私たちはずっとそばにいるから”
“みんなあなたの事大好きなんだよ”っ

て言ってくれた事で、さらに号泣してし
まった事もありました。
一人じゃないといつも実感します。
チリ人だから優しいとかそういうこ

とじゃなくて、日本人も絶対優しいはず
で今までその事を知るチャンスが少な
かったのだと思います。
それこそ留学中は嫌でも誰かを頼ら

ないと生きていけないから、自分一人
では絶対に何も出来ないからこそ気付
けた事だと思います。
自分一人では何も出来ないが前提で

辛いけど頼る練習をする事で、今では
“出来ない”と言う事が出来るようにな

りました。
“出来ない”と言う事は逃げることで

はなく、周りの人に可愛がってもらえる
チャンスだと私は考えます。
こっちでの生活は何もかもが日本と

違います。基本的に一人で外出する事
は許されないし、お母さんや、お父さ
んが送り迎えをしてくれます。一方、週
末にはパーティーがあって、夜遅くまで
友達と踊ったり、はしゃいだり。
チリは南米の中では、南米の雰囲気

がない国と言われていますが、それで
も毎日驚きと、発見を繰り返しながら
暮らしています。

一人じゃないという実感
帰国生の声

派遣
強化国 冬組 2月 出発 主要言語 スペイン語 定員 10名

〈年齢制限〉2000年8月20日〜2002年4月1日
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中南米 《South and Central America》

06 パナマ共和国
Republic of Panama

生活様式
パナマ運河によって発展した都市と、国土の半分を占める熱
帯雨林のコントラストが面白い国です。国民は楽観的で社交
的です。家族の絆が強く、大家族も多くみられます。両親共
働きの家庭が多いので、子供たちは家事をよく手伝います。

AFSパナマ
1959年から活動しています。2016年は13か国からAFS生を
受入れました。

教育制度
義務教育期間は4～14歳（就学前2年～中学3年生）で無償。
高校進学率は30%、大学は10％です。識字率は97％でラテ
ンアメリカでは識字率が最も高い国のひとつです。

高校生活
学　　年： 3月初旬～ 12月中旬、4学期制。
授　　業： 月～金の週5日制。通常7時～ 12時半又は12時

半～ 18時（大半のAFS生は午前中の授業に出ま
す）。1時限45分、1日5～7時限。

教　　科： 理科系（物理、化学、生物、英語、政治、北・中
米の歴史）、ビジネス系（タイピング、速記、会計、
実務事務、北・中米の歴史、地理経済）、人文系（西・
英・仏文学、数学、哲学、北・中米の歴史）。

課外活動： 学業に重きをおいているため課外活動はあまり活
発ではありませんが、サッカー・バスケットボール・
バレーボールなどのスポーツやマーチングバンド・
フォークダンス・コーラスなどがある学校もあります。

そ の 他： 全ての学校で制服の着用が義務づけられています。
 宿題はほぼ毎日出ます。

配属の傾向
1割がパナマ市内、3割が小都市、残りが地方へ配属されます。
ホストファミリーの多くは、保守的な中流家庭です。AFS生は
通常、共学の公立校の11年か12年（日本の高校2、3年相当）
に編入されます。

g配属制限 h 菜食主義者の配属は困難です。

私が住んでいる町は、道にはカラフ
ルなフルーツが溢れるように並び、町
のみんなが家族のように支え合ってい
るとても温かい町です。
ホストファミリーは私を本当の家族

の一員にしてくれていて、毎日充実した
生活を送れています。
シスターとはとても気が合い、一緒

に歌ったり踊ったりします。そして、宿
題など学校のことをサポートしてくれた
り、スペイン語を教えてくれたりします。
また、食事をしながらホストペアレンツ
と今日あった出来事を話すのが毎日の
楽しみです。
ホストスクールでは他のクラスや学年

にも沢山の友達ができとても楽しい学
校生活を送っています。休み時間には
「日本語教えて！」と寄ってきてくれる
友達もいて日本語教室が始まります。

私がそんな中で7か月間過ごして1
番強く感じたことは家族、特に両親に
いかに支えられていたかです。精神面
でも生活面でもいかに家族に支えられ
ていたのか、強く感じることができま
した。
そしてパナマ人は家族をとても大切

にしていて、家族と過ごす時間をたくさ
んとります。そのため、学校や仕事は
夕方早い時間に終わります。
また、パナマ人はとても明るく、フレ

ンドリーです。そして、日本人からする
ととてもルーズで時には欠点に出るこ
ともありますが、どこか余裕があるよ
うにも感じ、私はとても良いことだと
思いました。
パナマに来て生活してみて、日本の

公共設備は本当に整っていると思いま
した。今私が住んでいる町では、水が

自由に使えないことがよくあります。日
本での生活は当たり前ではないことに
初めて気づきました。
そしてパナマに留学して様々な国籍

の留学生と出会うことができ、沢山の
刺激を受けました。様々な価値観を知
ることができ、全てのことを広い視野
で見ることができるようになったと思い
ます。
家族はもちろん、学校の友達や先生、

近所の人たちが日本の文化や生活にと
ても興味を持ってくれています。4年後
には東京オリンピックもあるので、もっ
と沢山の人に日本の素晴らしさを広げ
ていきたいです。
パナマで過ごせる時間は残り3か月

半となりましたが、1日1日を大切に過
ごしていきたいです。

パナマで家族の一員に
帰国生の声

派遣
強化国 冬組 2月 出発 主要言語 スペイン語 定員 3名

〈年齢制限〉2000年11月30日〜2002年4月1日
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中南米 《South and Central America》

07 パラグアイ共和国
Republic of Paraguay

生活様式
パラグアイはパラグアイ川によって緑の多い東側と肥沃でない
西側に分けられています。人口の98％は東側の緑の多い地域
に住んでいます。家族が社会の基本であると考えられていま
す。親は子供を大切にし、特に女子に対して保守的で、子供は
親の意見を尊重します。

AFSパラグアイ
1962年から活動を始め、2016年は14か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
小学校7年間と、中学校3年間、高校3年間が義務教育です。
高校では人文科学、商業（終了後に大学進学が可能）、その他
にも技術者、教育、専門職養成のための専門学校（入学試験
あり）が多数あり、中学卒業後に受験が可能です。

高校生活
学　　年： 2月下旬～ 11月末。
授　　業： 月～金の週5日制。午前（7時～ 12時）、午後（13

時半～ 18時）の2部制で、どちらかに出席します。
午前クラスでも午後に授業がある学校もあります。

教　　科： 化学、地理、歴史、外国語、数学、哲学、心理学、
スペイン語、美術など。

課外活動： あまり盛んではないため、学外で各自の興味にあう
活動を探すとよいでしょう。

そ の 他： 大半の学校で制服の着用が義務づけられています。
 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
2割が都市部、2割が都市近郊、6割が地方の小さな町に配
属されます。多くの家庭にはエアコン、洗濯機、電子レンジ、
食器洗い機などの近代的な設備はありません。受入家庭の多
くがペットを飼っています。AFS生は通常高校5年か6年（日
本の高校2、3年相当）に編入されます。
ホストスクールの決定は現地到着後になります。

g配属制限 h

 
g語学 h

菜食主義者や禁煙家庭のみ希望する生徒の配属は困難
です。

オンライン語学講座の提供が予定されており、指定レベ
ルまでの修了が求められ、未達の場合費用の自己負担が
発生することがあります。

パラグアイを選んだ理由の中に、ビ
ビッときたというのがあります。私はパ
ラグアイのことを何も知らなかったから
です。でもそれは、来てみて恥ずかしい
ことになりました。パラグアイの人たち
は日本のことをよく知っていたからです。
アニメ好きがたくさんいて語ってくれる
ことも、カラオケや盆栽などパラグアイ
にある日本語を見つけた時も、文化を
知ってもらえていることが嬉しかったで
す。だから、パラグアイのこと、もちろ
ん他の国のことも、そして日本のことも
知りたくなりました。
嬉しいことがあるたび、ここに来てよ

かった!!　と思います。絵を描いてくれ
た友人、伝統的おやつMbeyuを食べ
たことがないと言ったらすぐに買ってく
れた友人、現地語のグアラニー語を教
えてくれた人たち、目があうとウインク
してくれる先生、「会いたかったよ！」と
抱きついてくれたいとこ。毎日小さな、
ときどき大きな嬉しいことが私の心に溜
まっていきます。そして何をするときも、
何があるかな、何を見るかな、とわくわ
くするのです。
考えさせられることもありました。パ

ラグアイには私のクラスメイトや家族の
ように大きな家に住み、服をいっぱい

買って指輪やブレスレットでおしゃれを
楽しむ子がいれば、裸足でバスに乗り
込み、マリア様の印刷されたカードを
売る子がいます。クラスメイトのアルゼ
ンチンへの対抗心も見ました。彼女は
親切に、それが戦争のためであること
を教えてくれました。
また、いろいろな違う国の人と友達

になれて、いかに自分が日本に閉じこ
もっていたかを知りました。今私は島か
ら飛び出して、全く別の世界にいます!!
　もっと文化を吸収して、もっともっと
知って、見て、考えて。あと半年パラグ
アイでそんな「留学」をしていきたいです。

パラグアイに、ビビッときた
帰国生の声

派遣
強化国 冬組 2月 出発 主要言語 スペイン語

コスタリカ×パラグアイ帰国生座談会「中南米留学の魅力」もチェック‼
AFS座談会 中南米留学で検索

定員 4名

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2002年4月1日
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中南米 《South and Central America》

生活様式
マヤ遺跡と恵まれた自
然を有する国ホンジュ
ラスでは時間がゆるや
かに流れます。陽気で
温かい国民性で保守的
な家庭が多く、子供た
ちは親や年長者の意見
を尊重します。

AFSホンジュラス
1963年から活動を始め、2016年は5か国からAFS生を受入
れました。

教育制度
7～ 12歳の6年間の初等教育は義務教育です。設備や人材の
不足、家庭の貧困などが原因で、義務教育を終えられない子
供も多くいますが、政府は積極的に教育の普及に努めていま
す。中・高等学部は5又は6年間あり、その後に大学（4年間）
に進学することができます。

高校生活
学　　年： 2月～ 11月。
授　　業： 月～金の週5日制。通常7時～ 12時半、又は12

時半～ 18時。1時限45分、1日7時限。

教　　科： 一般コースでは、数学、物理、生物、歴史などで、
履修課目は学校が決めます。週末の社会福祉活動
は必須で、貧困地域、医療関係、駅の清掃などを
行います。加えてボランティア活動をすることもあ
り、折り紙や歌、ダンスを教えたり、お年寄りの相
手をする人もいます。

課外活動： 音楽、バスケットボール、バレーボール、サッカー、
ダンス、演劇などができる学校もあります。

そ の 他： 制服があります。AFS生への期待は高く、常に真
剣に学校の授業や活動に取り組む姿勢が求められ
ています。校則を守ることは大変重要と考えられて
います。

配属の傾向
配属地域は、北部と中部が中心で、ごく少数が西部に配属さ
れます。3割が都市部、6割がその郊外、1割は地方の小さな
町への配属です。貧富の差が大きい国ですが、AFS生の受入
家庭の多くが、経済的に裕福で信仰が厚く、保守的です。メ
イドがいる受入家庭も多いですが、子供たちも家事を手伝い
ます。AFS生は通常、11年か12年（日本の高校2年、3年相
当）に編入されます。年齢や成績によっては10年に編入され
ることもあり、判断は受入校にゆだねられます。芸術系の学校
や商業系の学校に配属されることもあります。

g配属制限 h 菜食主義者の配属は困難です。

08 ホンジュラス共和国
Republic of Honduras

私は第一希望でホンジュラスを選び
ました。きっかけは、知らない国だっ
たのでインターネットで調べた事です。
「世界一危険な国」、治安が悪く外務省
も渡航中止勧告を出しているような国
でした。この情報を知り、私は今を逃
すと一生この国には行くことはできな
いと思いました。

AFSが安全を確保し守ってくれると
信じて、ホンジュラスに行く覚悟をしま
した。実際に行ってみて安全かどうか
ですが、普通に生活をする分には心配
いりません。裕福な人々は、完全な車
社会でどこに行くのも車で、家族も必
ず送り迎えをします。一人で歩く事や公
共の乗り物に乗ることはほとんどあり
ません。そのためスクールバスはもの
すごく満員で、幼稚園の子を私のひざ

の上に座らせることもしばしばありま
す。タイヤはつるつるで、クーラーが無
かったり、窓ガラスが無いバスやウイ
ンカーのつかないバスも普通に走って
います。
また、こちらの学校は朝が早く7時に

始まります。授業は、各教科に教科書
があるわけでもなく、先生が話すスタ
イルだったり生徒だけで話し合ったり
と、スペイン語が理解できない最初の
頃は　いったい何の教科をしているの
だろうかと、よく分からないまま時間
だけが過ぎていくこともありました。
10時にブレイクタイムがあり、校内の
売店でピザやクッキーを買って食べま
す。売店は鉄格子に囲まれていて、わ
ずか手の入る位の隙間からやりとりを
します。

勉強以外では仮装パーティ、美男美
女コンテスト、朝ごはんを食べるパー
ティ、ダンス、マラソンなど多くのイベ
ントがあり、とても楽しい学校です。
最高学年の私たちのクラスは土曜日

にボランティアをしています。先日は幼
稚園生から小学生の通う、公立の学校
を訪問しました。私がせっけんペンで
顔に花の絵を書いてあげると子供たち
は喜んでくれました。とても楽しくふれ
あえた時間でしたが、私の通っている
私立の学校と比べると、言葉では表せ
ない程の環境でした。貧富の差ははげ
しく、1回や2回のボランティアではど
うにもならない現実がそこにはありま
した。あと2か月、出来ればもう少し
この国を見て回りたいと思います。

未知の世界を知ること
帰国生の声

派遣
強化国 冬組 2月 出発 主要言語 スペイン語 定員 3名

〈年齢制限〉2000年8月20日〜2002年2月15日
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アジア 《Asia》

09 マレーシア
Malaysia

生活様式
民族的に多様で文化的背景も異なります。マレー系、中国系、
インド系が主な民族です。国教はイスラム教ですが、信仰の自
由は認められています。マレー人の習慣はイスラム教の、中国
系民族の習慣は三教（儒教、道教、仏教が混ざり合ったもの）
の影響を受けています。民族的には多様ですが、どの家庭で
も親が子供の行動を把握することは大変重要なことで、子供
はいつ、誰とどこに行くのかを親に知らせなければなりません。
公用語はマレー語ですが、英国植民地時代の公用語でもある
英語も広く使用されており、マレー語とともに民族間の共通
語の役割を担い、英字紙も広く読まれています。

AFSマレーシア
1958年から活動しており、2016年は12か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
義務教育は11年間で無償です。学業や成績が重視される社会
のため、AFS生も積極的に勉学に取り組むことが期待されます。

高校生活
学　　年： 1月初旬～ 11月下旬の3学期制。
授　　業： 通常は月～金の週5日制ですが、州によっては日～

木曜日の場合もあります。通常7時半～ 13時又は
13時半。1時限は40分～ 45分、1日8時限。

教　　科： 数学、生物、物理、化学、マレー語、英語、歴史、
地理、商業、会計学、宗教学、倫理学、家庭科など。

課外活動： 学校によって異なりますが、大半の学校でAFS生
の積極的な参加を勧めています。コーラス・ブラス
バンド・写真・コンピューター・青少年活動などがあ
り、土曜日に活動が行われることもあります。

そ の 他： 制服があります。マニキュアや化粧の禁止、男子の
長髪禁止などの校則があります。

配属の傾向
3つの独自の文化背景をもつ民族（マレー系、中国系、インド系）
で成り立つこの国で生活することで、異なる文化について多く
のことを習得できるでしょう。大半が地方に配属されます。英
語を話す家庭や地域もありますが、学校ではマレー語を使う
ことが多いようです。AFS生は通常10年又は11年（日本の高
校1、2年相当）に編入されます。多くの場合、保守的な家庭
に配属されます。

g査証 h

g配属制限 h

現地審査に時間を要するため、発給が出発直前になった
り出発日を変更したりする場合があります。

重度の食物アレルギーのある生徒は個別に審査されま
す。

わたしのマレーシアでの経験はとても
楽しく貴重なものとなりました。特にホ
ストファミリーとの生活では、たくさんの
異文化体験が出来ました。
わたしのホストファミリーはイスラム教

徒でした。なので、お祈りをしなければ
いけなかったり、豚肉を食べられなかっ
たり、犬に触れなかったりと色々なルー
ルがありました。わたしももちろん豚肉
は食べなかったし、犬にも触りませんで
した。お祈りにも挑戦しました。お祈り
を全てやったわけではありませんが、と
ても貴重な体験でした。
マレーシアは、マレー系、インド系そ

して中国系という三つの文化が混ざった

国なので、異文化理解に最適な国だと思
います。
中国系は三つの文化の中で一番日本

に似ていると思いました。もちろん顔も
そうですが、生活の仕方なんかも似てい
ると思いました。しかし、食べ物の味は
やはり違いました。中国系の顔に似てい
るためか、ほんとによく中国語で話しか
けられました。
次はインド系についてです。インド系の

ヒンドゥー教徒の文化は日本とはとても違
う文化でした。お祈りするのはもちろんで
すが、お祈りをしたあと、眉間のところに
灰を使って印をつけます。わたしもインド
系のファミリーの家にお世話になっている

間毎日朝起きるとお祈りをしていました。
またヒンドゥー教徒にはたくさんの神

様がいるようです。各家庭によって尊敬
している師匠も違うようです。本当に面
白い文化でした。
最後はわたしのホストファミリーである

マレー系の人達です。
最初に言ったとおり犬に触れなかった

り、豚肉を食べられなかったりなど他に
も、肌を男の人に見せてはいけなかった
り、髪の毛を隠すために“トゥドン”と呼
ばれるスカーフのようなものを頭に巻か
なければいけなかったりとたくさんの
ルールがありました。本当に貴重な異文
化理解ができた留学になりました。

三つの文化に触れて
帰国生の声

派遣
強化国 冬組 2月 出発 主要言語 マレー語・英語 定員 10名

〈年齢制限〉2000年7月1日〜2002年4月1日
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ヨーロッパ 《Europe》

10 アイスランド共和国
Republic of Iceland

生活様式
アイスランドの人々は家族の絆をとても大切にしています。両
親が共働きで、家事は家族みんなで分担するのがあたりまえ
です。ティーンエイジャーは自立している一方で、家庭生活で
は夕食を家族皆でとることを大切と考えています。外出の際に
は行き先や時間をきちんと伝えることを好みます。生活や文
化は自然と密着しています。夏には多くの家庭で家族そろって
旅行にでかけます。

AFSアイスランド
1957年から活動を始めています。2016年は22か国からAFS
生を受入れました。

教育制度
小中学校（6～ 16歳の10年間）は義務教育で、その後は試
験を受け、約93％が高等学校（16～ 20歳の4年間）へ進学
します。大学は3～ 5年間 （学部や学科により多少異なる）で
す。
高等学校は大きく3種類に分かれ、大学進学をめざした普通
高校のほかに、それぞれの専門のコースに特化した高校、職
業高校があります。

高校生活
学　　年： 8月下旬又は9月初旬～ 5月下旬。
授　　業： 月～金の週5日制で8時～ 15時又は18時。1週間

に26時間授業。
教　　科： 主にアイスランド語、古典、物理、自然科学、社会、

音楽など。
課外活動： 放課後にさまざまな活動があります。写真・映画・

無線・コーラス・調理などで、学校間の競技会も実
施されます。

そ の 他： 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
AFS生は高校もしくは中学の最終学年に編入されます。

g配属制限 h 食事制限のある生徒、動物アレルギーのある生徒の配属
は困難です。

10か月間にわたるアイスランドでの
日々に想いを馳せる今、真っ先に心に浮
かぶのは「ありがとう」の言葉です。留学
中、私はたくさんの方に支えていただき、
かけがえのない時間を過ごすことができ
ました。
私はケプラヴィークという小さな港町

で毎日笑顔の絶えないあたたかい6人
家族と暮らしました。この家族はどんな
ときも私のそばにいて喜びや悲しみを
共に分かち合ってくれました。彼らの大
きな愛に包まれて私は毎日本当に幸せで
した。彼らと過ごした日々が今はとても
なつかしく愛おしいです。
学校では、数学や英語などの授業の

他に児童教育学やヘアアレンジメントな
ど日本の高校ではなかなか経験できな
い授業を受けました。また、幅広い年代
の人が在籍する学校に通っていたため、

たくさんの人と出会い、様々な考えを聞
けたことはとても貴重な経験でした。
他にも、おばあちゃんに編み物を教

えてもらったこと、レスキュー隊員として
活動を行ったこと、アイスランド語が少
しずつ分かるようになったこと、毎晩の
ように庭の温泉から雄大なオーロラを家
族で眺めたことなど、数えきれないほど
思い出があります。
しかし、留学中は楽しいことばかりで

はなく、何度も壁にぶつかりくじけそう
になりました。それでも、感謝を忘れず
前向きな気持ちをもっていれば必ず光が
見えてきました。また、いつもたくさん
の人が私のことを気にかけ笑顔にしてく
れました。アイスランドで私は、自分が
いかに人に支えられて生きているかを痛
感しました。
私にとってAFSの留学生の仲間はと

ても大切な存在でした。全員でたった
37人でしたが、思い浮かぶ顔と声がたく
さんの国にできた今、世界は私にとって
ぐんと身近なものになりました。小さな
ことかもしれませんが、このように互い
を思いやり、幸せを願う人々のつながり
が平和な世界への第一歩になるのでは
ないかと思います。アイスランド人や世界
各国からの留学生との出会いを通じて、
人それぞれが異なる価値観をもっている
からこそ、お互いの違いを認め合い受け
入れることの大切さを学びました。
アイスランドでの経験は私の人生の宝

物であり、これから生きていくうえでの
糧になると信じています。16歳というこ
の時期にアイスランドに留学できて私は
本当に幸せでした。これからも感謝の気
持ちを忘れずに私らしく一生懸命がんば
ります。

アイスランドの温かい家族
帰国生の声

夏組 8月 出発 主要言語 アイスランド語 定員 2名

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2002年8月1日
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北米 《North America》

アメリカ合衆国
United States of America

生活様式
気候も生活様式も地域
によって大きく異なり
ます。様々な背景を持
つ人々から成る多文化
社会です。

AFSアメリカ
AFS活動発祥の国で、
1947年から活動を始
めています。現在40か
国以上に1, 500人以上
のアメリカの高校生を送り、約2,000人のAFS生を50か国
以上から受入れています。

教育制度
アメリカでは高等学校の8割が公立で、2割は宗教団体又は民
間によって運営されています。アメリカの教育は各州に委ねら
れているため、それぞれの学校制度に違いがありますが、義
務教育は一律16歳までです。

高校生活
学　　年： 8月中旬又は9月上旬～ 5月中旬又は6月下旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常7・8時～ 14・15時。90

～ 120分、1日5～ 6時間。
教　　科： 米国史・米国政治、英語、数学など。自動車教習

のクラスは選択できません。
課外活動： バスケットボール・フットボール・野球・バレーボー

ルなどのスポーツ・演劇・オーケストラ・合唱など。
学校側は、AFS生が課外活動に積極的に参加する
ことを奨励していますが、希望する活動が保証され
るわけではありません。

そ の 他： 学校の勉強に熱心に取り組み、一定の成績を修め
ることが大切です。配属前に複数の予防接種が義
務づけられています。留学を考えた時点で、その後
の合否にかかわらず、必要な予防接種を受け始め
ることを強く推奨します。アメリカでの書類審査の
段階で、必要な予防接種を受けていない場合、高
校への配属決定に非常に時間を要します。

配属の傾向
配属は多くが地方の小都市又は小さな町で、アラスカ州やハワイ
州も含まれます。受入家庭は人種的・言語的に多岐にわたり、英
語以外の言葉を話す家庭、ひとり親や同性カップルの家庭、国
籍の異なるAFS生を複数受入れる家庭への配属もあります。ホ
ストファーザーとホストシスターのみの家庭に女子生徒が配属さ
れる場合もあります。映画やテレビで観る中・上流家庭と現実の
受入家庭とは違う場合が多いと思ってください。学校の受入条
件として本国での成績や英語力が重視されます。世界中から多
数の生徒を受入れるため、配属決定に時間を要するほか、出発
日も配属決定時期により複数設けられています。出発時期による
留学期間の延長はありません。状況を理解の上、ご応募ください。

【参考】AFS生には、交流訪問者（J-1）ビザが発給されます。

 過去にJ-1又はF-1ビザを取得したことのある人はJ-1ビザ
申請に必要なDS-2019が現行法においては発給されない
ため、アメリカには応募できません。ご注意ください。

g査証 h

g配属制限 h

g出発日 h

g成績 h

g予防接種 h

g語学 h

取得のため、指定されたアメリカ大使館又は領事館（東京・
大阪）で本人が面接を受ける必要があります。

ペットを飼っている家庭が多いため、動物アレルギーで室
内ペットと同居できない方は留学先として希望できませ
ん。また、小麦・乳製品・卵等のアレルギーがある方も配
属が困難となります。地方への配属やカーペット敷きの
家庭が多いので、深刻なほこりアレルギーやぜん息のある
生徒の配属も難しい場合があります。

配属状況により出発日が複数回に分かれます。

応募時点から出発直前まで、学業成績が一定してクラスあ
るいは学年の上位2分の1以内であることが求められます。

配属のため、はしか・おたふく風邪・風疹・ジフテリア・百
日咳・髄膜炎・破傷風・ポリオ・A型肝炎・Ｂ型肝炎・水
痘の予防接種又は免疫抗体検査が義務づけられます。（64
期参考情報）。

アメリカの派遣生はELTiS（P 70参照）で8割以上の正
答率が必須条件であるほか、内定後に所定の英語レベル
チェックの提出が義務づけられます。配属前にELTiS以
外の英語レベルテストの受験が求められたり、配属決定
後に独自の英語レベルテストを課したりする受入校があ
り、一定水準に達しないとその学校への通学許可が出な
いこともあります。留学希望者は英語力向上を目指して
努力を続けてください。

僕は、この11か月間、アメリカテキサス州のサ
ンアントニオという都市に交換留学をしていまし
た。アメリカ南部に位置するテキサス州は、ロデオ
やサボテン、カウボーイなどが有名で、僕が滞在し
ていたサンアントニオは、古き良きメキシコ文化や
西部開拓時代の雰囲気を持ち合わせた街です。
学校では、サッカーを通してたくさんのつながり
が築けたと思います。そして、友人関係から学ぶ
考え方の違いもありました。
ある日、学校のお昼の休憩時間にメキシコやコ
ロンビアから移住してきた友人とボールを使って遊
んでいると、白人の警備員がやってきて、僕たちに

“no mas”（スペイン語で“no more”「もうやるな」）
と言いました。友人たちはその警備員の態度に人
種差別を感じたそうです。サンアントニオには、ヒ
スパニック系の人種がたくさん住んでいて、スペイ
ン語で生活する人が多いのですが、肌の色の違い
だけで「英語をうまく話せない人種」と決めつけら
れたことが、友人たちを不快にさせたのです。
この体験から、ほんのわずかな考え方や、シチュ
エーションの違いによる行動や態度で、相手に不快
感を与えてしまう可能性があることを痛感し、同時に
多民族国家アメリカの一面も知ることとなりました。
そして、彼らにはスペイン語の魅力をたくさん教

えてもらいました。スペイン語は若干英語に似てい
て、習得すればポルトガル語やフランス語にも通じ
ると言われており、ぜひ身につけたいと思うように
なりました。これは自分の新しい目標の一つになり
ました。
彼らはとても明るい人たちで、僕が学校で自分
の意思や考えを伝えられずに落ち込んでいても、
笑顔にさせてくれる本当にかけがえのない存在で
した。友人の家まで車を出してくれたり、近所の人
たちとパーティーをしてくれたり、おいしいお肉を
焼いてくれたり、数え切れないほどの思い出を作っ
てくれました。

テキサスで取り入れた新しい風
帰国生の声

北米 《North America》

11
夏組 9月 出発 主要言語 英語 定員 110名

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2003年4月1日

※配属決定時期により、8月出発となります。
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ヨーロッパ 《Europe》

12 イタリア共和国
Italian Republic 

生活様式
イタリア人は政治・サッカー・オペラ・ファッション・食べ物など、
何に対しても情熱的です。家族の絆が強く、子供は結婚する
まで親と一緒に住むのが一般的です。

AFSイタリア
1955年から活動を始め、2016年は55か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
6歳から16歳の10年間が義務教育です。高校は5年制で、理系
・文系・古典（ギリシャ語・ラテン語等の専攻）に分かれています。

高校生活
学　　年： 9月中旬～ 6月。
授　　業： 月～土曜日の週6日制。ただし学校によっては月～

金曜日の週5日制。通常8時又は8時半～ 13時半
又は14時。1時限50分、1日5～ 6時限。

教　　科： イタリア語、外国語、数学、心理学、物理、美術、
電子工学など。

課外活動： 勉学に大変な重きがおかれていて、課外活動は活
発ではありません。AFS生は積極的な学業への参
加を求められます。

そ の 他： 宿題が多く出されます。
 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
大半が都市近郊に配属されます。島への配属もあります。北
部のフランスやオーストリア国境近くではフランス語やドイツ
語を話す家庭もあります。受入家庭では、家庭の決まりごと
を守り、家族行動に参加することが非常に大切です。AFS生
は通常は高校3年か4年（日本の高校1、2年相当）に編入さ
れますが、それよりも若い学年に編入されることもあります。
学業に熱心なAFS生が望まれます。

g査証 h

g配属制限 h

g予防接種 h

g語学 h

取得のため、大使館から本人と保護者（両親）に出頭要
請があります。審査は年々厳しくなっており、審査に時間
を要し発給が出発直前になったり、出発日を変更したり
する場合があります。大使館が指定する保険への加入が
必要です。

喫煙家庭が多いため、禁煙家庭への配属は希望できませ
ん。また、菜食主義者の配属も困難です。

配属のため、ポリオ、ジフテリア、百日咳、破傷風、Ｂ型
肝炎の予防接種が義務づけられます（64 期参考情報）。

出発までにオンライン語学講座の提供があり、指定レベ
ルまでの修了が求められます。

私は北イタリアのロンバルディア州に
あるブレシア県に住んでいます。
ホストファミリーはファザー、マザー、

シスター、ブラザー 2人と犬と猫がい
ます。みんなとても親切で楽しくて、と
ても良いファミリーです。また私の住ん
でいる所は治安が良いので安心です。
学校は都市にあり、理数系のとても

難しい学校です。月曜日から土曜日ま
であり、お昼までで終わります。毎朝
バスで通っています。クラスメートはみ
んな感じの良い人たちで、私が困って
いるときにはみんなで助けてくれます。
彼らは英語をほとんど話さないので最
初はコミュニケーションをとるのが大変

でしたが、今は私もイタリア語が上達し
てきて、会話を楽しめるようになってき
ました。私の周りの人々は最初からイタ
リア語で話していたのでその分私は、
早くイタリア語を習得することができま
した。

10月にはロンバルディア州のAFS留
学生全体（約70人）でキャンプがあり
ました。たくさんの国境を越えた友達
ができて、とてもうれしかったし、楽し
かったです。
また、ミラノで行われていたEXPO

にも行くことができました。様々な文
化を体験することができて、とても良
かったです。12月のクリスマスは、と

ても本格的に祝い、親戚の方々もみん
な来てたくさん食べました。大晦日に
は、ホストシスターの友達たちとパー
ティーをしました。とても楽しいパー
ティーでした。そして、元旦からローマ
旅行に行ってきました。ローマはすべ
てに迫力があり、とても魅力的な町で
した。
この4か月はとても早く過ぎました。

1日1日がとても貴重です。
残りの6か月も、この人生の宝とな
る留学生活を全力で楽しんで、頑張っ
て、たくさんのことを吸収していきたい
と思います。

1日1日がとても貴重
帰国生の声

夏組 9月 出発 主要言語 イタリア語 定員 25名

〈年齢制限〉2000年12月1日〜2003年4月1日
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アジア 《Asia》

13 インド
India

生活様式
5,000年の歴史を持つインドでは、数々の宗教や伝統が生ま
れ、豊かな自然、伝統文化、さまざまな人々が共存しています。
また、インドでは、祖父母を含め大家族で生活することが多く、
年長者が敬われています。5時半頃に起床するなど、多くの人
が朝型の生活を送っています。連邦公用語はヒンディー語で、
他に憲法で公認されている州の言語が21ありますが、英語も
日常的に話されます。

AFSインド
インドは1960年代にアメリカへの派遣プログラムを実施して
いましたが、その後、政府の方針でプログラムが中止されま
した。2005年に活動を再開し、2016年は16か国からAFS
生を受入れました。

教育制度
6歳から14歳までの8年間が義務教育です。14歳から18歳
は、前期2年・後期2年の4年間の中等教育を受けます。

高校生活
学　　年： 4月～ 3月。
授　　業： 月～金曜日の週5日制。月に2回土曜授業あり。

通常8時～ 14時。
教　　科： 物理、化学、数学、英語、電子工学、体育など。
そ の 他： 制服の着用が義務付けられています。
 英語力が低いAFS生には語学研修の機会が提供

される場合もあります。現地語の基礎レッスンを受
ける場合もあります。

配属の傾向
文化的背景から、男子生徒のほうが配属が決まりやすい傾向
にあります。受入家庭は60%がヒンドゥー教、20%がイスラ
ム教、10%がキリスト教、10%がその他の宗教です。大半の
家庭がベジタリアンで卵なども食べません。AFS生は通常11
年 （日本の高校2年相当）に編入されます。

g査証 h

g配属制限 h

g予防接種 h

g語学 h

発給までに時間を要し、発給が出発直前になったり、出
発日を変更したりする場合があります。

乳製品の摂取制限がある生徒の配属は困難です。

配属地域により黄熱病の予防接種が必要です（64期参
考情報）。

現地到着後、語学講座の提供が予定されています。

派遣
強化国

インドの人々はみんな温かかった
です。
ぼくは滞在中に生まれて初めての嬉

し泣きを二回もしました。自分がたくさ
んの人に支えられていてありがたい、
幸せだなあと感じました。これは本当
にすごいことなんじゃないでしょうか。
人々はおしゃべりが大好きで、いつ

ものんびりと時間を気にせず雑談をし
て笑っています。また、みんな好奇心
旺盛で人懐っこくて、ぼくにたくさんの
質問をしてくれました。
人々は生き物を大切にし、動物に食

べ物をわけてあげ、ぼくの家族は小さ
な虫でさえ決して殺しません。
誰かの家にお邪魔した時は、これで

もかという程もてなしてくれます。人と

人との間の思いやりをいつも感じてい
て、日本ではインドの人々を見習って、
こういうふうに生きたいなあとよく思い
ました。
インドの地域のお祭りはさわがしく、

盛大でした。大音量の音楽に合わせて、
踊りを身体全体で踊ります。だいたい
インドはどこでもにぎやかで、汽車や
バスの中でも音楽をかけて踊りました。
インドならではの良い意味でクレイ
ジーなお祭りを楽しみました。
さて、日本に帰って1か月が経ちま

した。インドで一番つらい思いをした
ことというのは、勉強が好きでほんと
うにしたくても言葉の壁があり、教科
書が読めなかったために勉強するとい
うことがほとんど不可能だったことで

す。日本の学校が始まった今、学びた
いだけ学ぶことができて本当に楽しく
て幸せです。ぼくは恵まれているとい
つも感じます。やりたいだけ勉強がで
きるというのは簡単なことではなく、周
囲の環境が大切だとぼくは考えます。
インドの生活を経て、日本は勉強し

たい人がしたいだけする自由が与えら
れているのではないかと感じます。イ
ンドの大衆レストランで、雑用をこなし
ている中学生くらいの男の子を見まし
た。路上で物乞いをする人々も多くい
て、確かな貧富の差を感じました。
ぼくの夢の一つは、世界の子供たち

に等しく、学ぶ権利をもたせることです。

インドの人々は温かい
帰国生の声

夏組 6-7月 出発 主要言語 英語・ヒンディー語 定員 7名

〈年齢制限〉2001年1月1日〜2002年12月20日
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アジア 《Asia》

14 インドネシア共和国
Republic of Indonesia

生活様式
国のモットーは "unity in diversity（多様性の融和）"で、多
くの民族が住み、様々な言葉や方言を話しています。9割がイ
スラム教徒ですが、インドネシア人は民族的宗教的背景に関
係なく、社交的で親しみやすい国民です。インドネシアには大
家族が多く、地域社会に溶け込んで生活しています。多くの家
庭がイスラム教徒のため、豚肉を使った食事が出ることはほ
とんどありません。

AFSインドネシア
1956年に設立されました。現在はBina Antarbudaya（ビ
ナ・アンタルブダヤ）の名称で活動しており、2016年は11か
国からAFS生を受入れました。

教育制度
日本での高校に相当する中等学校にも政府が多額の助成金を
出しており、教育が重要視されています。小学校（6年間）と
中学校（3年間）が義務教育で、高校（3年間）には普通校と職
業校があります。公立校と私立校のほかイスラム校もあります。

高校生活
学　　年： 7月～ 12月、1月～7月の2学期制。ただし、毎年

ラマダン（断食月）の間は学校が休校になります。
授　　業： 月～土の週6日制。授業は7時～ 14時半、金曜日

と土曜日は12時までです。ただし、イスラム系の
学校の場合は土～木の6日制で金曜日が休みにな
ります。

教　　科： 語学、数学、物理、社会学など。
課外活動： 生徒は課外活動をするように勧められています。音

楽・ダンス・コーラス・マーチングバンド・自然活動（山
登り・ハイキングなど）・スカウト活動・科学クラブな
どがあります。

そ の 他： 大半の高校が男女共学で、制服の着用が義務づけ
られています。勉学だけでなく、学級活動に積極
的に参加する意欲が求められています。

 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
大半が大都市周辺か小都市に住む保守的な家庭に配属されま
す。保守的な家庭が多く、若者は親の言いつけを守ること、家
庭のルールを守ることが重要だと考えられています。通常、高
校1年又は2年に編入されます。

g査証 h

g配属制限 h

gその他 h

g語学h

現地審査に時間を要するため、発給が出発直前になった
り、出発日を変更したりする場合があります。

菜食主義者の配属は困難です。

ラマダン（断食）の関係で出発日を変更する場合があり
ます。

語学教材が提供される予定です。

「Terima kasih.」インドネシア語で、
ありがとうと言いたいときに使われる
言葉です。しかし、意味は日本語のそ
れとは大きく異なります。受け取り、
渡すという意味です。なぜこのような
意味なのでしょうか。
私が配属されたのは北スマトラの中

心地のメダンという町です。そこで私
は学校に通い始めてすぐ、下痢と嘔吐
を繰り返し1週間入院しました。その
時、クラスメイトが全員お見舞いに来
てくれ、インドネシアの国民性である優
しさを実感しました。また、授業の内
容が分からずに戸惑っている時は優し

く教えてくれ、休み時間は購買に誘って
くれました。つたない英語を話す私に
インドネシア語を教えてくれました。一
人で行動する習慣があまりないインド
ネシアにおいては、このようにいつも
友達が気を使ってくれたので、寂しさ
を感じることは少なかったです。
留学中、多くの人に出会い、支えら

れました。そうでもしなければ一学年
間を無事に終えることはできなかった
でしょう。ホストファミリーをはじめ多
くの方の無償の愛を、私は受け取って
きました。私にはまだ返せていない恩
がたくさんあります。私が帰る日に、

Saya akan rindu kamu（あなたが
いなくなって寂しくなるよ）と親友が泣
きながら言ってくれて本当に嬉しかった
です。
インドネシア人が受け取り、返すもの

とは「厚意」だと思います。あなたの厚
意をありがたく受け取って、いつか恩返
ししますという意味が込められている
のではないでしょうか。留学中、私はた
くさん「Terima kasih. 」といいました。
みんなからもらった厚意を今後の人生
に生かし、今度訪れるときに恩返しを
したいです。

ありがとうの心
帰国生の声

派遣
強化国 夏組 8月 出発 主要言語 インドネシア語

留学中の生活＆インタビュー動画もチェック‼
　Shino＆Kaiya
　AFS Indonesiaで検索

定員 7名

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2002年8月15日
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中南米 《South and Central America》

15 エクアドル共和国
Republic of Ecuador

生活様式
赤道が通るエクアドルは、アンデス山脈や熱帯雨林、ガラパ
ゴス諸島など、気候が多様な国です。国民は愛情深くオープ
ンです。また、家族や親類との絆が強く、共に過ごす時間を
楽しみます。親は子供のことを常に気にかけ、子供たちは親
の言うことをよく聞きます。男子に比べて女子に与えられる自
由はやや少ないかもしれません。

AFSエクアドル
1962年から活動を始め、2016年は15か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
10年間の基礎一般教育と3年間の一般統合教育に分かれま
す。一般統合教育の1～ 3年生は以前の中等教育の11～ 13

年に相当します。エクアドルは教育熱心な国です。高校の最
終学年で自分の進路に沿った科目を選択し、さらに集中的に
勉強します。大半の高校が男女別学です。

高校生活
学　　年： （内陸地方）9月～ 6月。（沿岸部）5月～ 2月。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時～ 13時又は14時。1

時限40～ 50分、1日7～ 9時限。
教　　科： 英語、社会、文学、物理、数学、化学、生物、哲学、

体育など。
課外活動： 体育系（陸上、サッカー、バレーボール、バスケッ

トボールなど）や文科系（環境問題研究、新聞研究、
演劇、コーラスなど）。

そ の 他： 制服があります。平日は宿題が出されます。

配属の傾向
山間都市のキト、港湾都市のグアヤキルなどの都市部への配
属が多いですが、地方の町への配属もあります。受入家庭は
とても保守的で、信仰心もあついのが一般的です。通常、
AFS生は一般統合教育校の1～3年（日本の高校1～3年相当）
に編入されます。
ホストスクールの決定は現地到着後になります。

g査証 h

g配属制限 h

g語学 h

取得のため、大使館から本人へ出頭要請があります。

禁煙家庭への配属、菜食主義者の配属は困難です。

オンライン語学講座の提供が予定されています。

エクアドルでの10か月間の留学で、
性格が大きく変わった気がします。
留学前は自分に自信が持てず、間違

いや周りを気にして積極性に欠けてい
ました。しかし留学中はそのようなこと
を気にしていたら前に進めなかったの
で、とにかく自分の意見を相手が理解
してくれるまで伝えることを意識して過
ごしていました。
その結果、積極性がすぐに身につき

ました。そうすると、自然とコミュニケー
ション力も上がりました。帰国した今
でも発言することに恐れはないです。
それが私にとっての大きな成長だと感
じています。

エクアドルでの生活は、日本と違うと
ころがたくさんあってとても新鮮でした。
まず学校で、先生が授業に遅れる、

または来ない日がほぼ毎日のように
あったことです。そしてそのようなとき
には、生徒たちはメイクをしたり音楽
をかけたり、教室から出て日向ぼっこ
をしたりしていました。日本では見たこ
ともない光景だったので、初めは慣れ
ませんでした。校内のトイレにトイレッ
トペーパーがなかったことに驚きまし
た。ペーパーは持参が当たり前でした。
ペーパーを無駄に使用したりする生徒
が多いという理由で、そもそも設置し
ていないと先生方から聞きました。そ

してお昼ごはんは、仕事をしている両
親も一時帰宅をして家族でそろって食
べるか、レストランへみんなで行くこと
が習慣でした。放課後や週末は、友達
と過ごすよりも家族と過ごすことのほう
が多く、エクアドルでは家族との時間
がとても大切にされていることが分か
りました。
エクアドルの人々は音楽やダンス、

パーティーが大好きで、とにかく明る
い国民性が素敵だなと感じます。そし
て友達や家族間の愛情がとても深くて、
孤独に感じることは一切ありませんで
した。人生で一番充実した10か月間
を送ることができました。

愛情深い人々に囲まれて
帰国生の声

派遣
強化国 夏組 8月 出発 主要言語 スペイン語 定員 5名

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2003年3月1日



35

ヨーロッパ 《Europe》

16 オーストリア共和国
Republic of Austria

生活様式
氷河や滝、古城や修道院をもつ美しいアルプスが国土の 3分
の 2を占めています。伝統的に家父長制の傾向が残っていま
すが、とてもオープンで革新的な国民としても知られています。
また、音楽とスポーツを愛する国民です。

AFSオーストリア
1949年に設立されました。2016 年は 37か国から AFS生
を受入れました。

教育制度
4 年間の初等教育の後、8年間の中等教育が行われています。
AHS（Allgemeinbildende Hohere Schule大学入学準備
をする高校）とBHS（Berufsbidende Hoher Schule工
業／職業高校）があります。

高校生活
学　　年： 9月～7月。
授　　業： 月～金・土の週 5又は 6日制。通常 8 時～ 13 時

又は 14時。
教　　科： ドイツ語、英語、数学、地理、歴史、芸術、宗教、

体育、化学、物理、心理学、哲学、生物。
課外活動： コーラス、オーケストラ、演劇、サッカーなどのチー

ムスポーツ。
そ の 他： 修学旅行、スキー旅行などがありますが、参加費

用は自己負担です。

配属の傾向
オーストリアには大都市が少ないため、多くの AFS生は地方
小都市又は小さな町や村への配属となります。AFS生は通常、
公立高校の 10年か 11年（日本の高校 1、2年相当）に編入
されますが、ドイツ語能力によっては 9年（中学 3 年相当）
に編入される場合もあります。ドイツ語を全く話せない生徒
を受入れない方針の学校もありますので、出発までにドイツ語
を勉強しておくことが求められます。

g配属制限 h

g語学 h

禁煙家庭のみを希望する生徒や、カトリック以外の教会
に通うことを希望する生徒の配属は非常に困難です。厳
格な菜食主義者の配属はできません。
こころの問題でカウンセリング又は投薬治療を受けてい
る最中、又はプログラム参加時点で、治療終了後 24か月
が経過していない場合は、留学先として希望できません。

出発までに、オンライン語学講座の提供があり、指定レ
ベルまで修了が求められます。

夏組 8月 出発 主要言語 ドイツ語

オーストリア第2の都市・グラーツ。
配属先が決まった時は全く想像できな
かった生活がここにはありました。まる
で絵本のような建物が並ぶこの街は、
なんと旧市街全体が世界遺産！恵まれ
たこの街で過ごした10か月は今までの
人生で最も濃いものとなりました。
毎日世界遺産の中をトラム（路面電

車）で学校に通い、学校やAFSの友
達と遊びにでかけ、ホストファミリーと
オペラを見に行く…　こんなに楽しくて
いいのかと逆に不安になるほど毎日が
充実していました。もちろん現地語で
あるドイツ語ではとても苦労しました。
日常会話に困らなくなるまでの3か月

弱、特に耳が慣れるまでの最初の1か
月は毎日辞書を片手に調べながらの会
話だったため、とても大変な思いをし
ました。しかし、ホストファミリーや学
校の先生・友達などの協力もあり、4
か月経って新しい年を迎えるときには
学校の授業やテストも現地の高校生と
全く変わらずに受けられるまでに成長
しました。
ホストファミリーは両親と21才のホ

ストシスター、そして同級生のホストブ
ラザーの4人家族。いつもにぎやかで
笑いの絶えない家族でした。僕もすぐ
に打ち解けることができ、10か月の間
にくだらない話からお互いの国の政治

や宗教・文化など真面目な話まで多く
のことを話しました。中でも同級生で
同じ学校に通うホストブラザーとは仲
が良く、勉強を教えあったり、スポーツ
クラブに一緒に行ったり、自転車で国
境を越える旅をしたりと楽しかった思
い出がたくさんあります。
日本から16時間。留学前は遠い存

在だったこの国も、今では誇れる僕の
『第二の故郷』です。この街でたくさん
のことを学び、吸収してきました。今
後は帰国生としてより多くの人にこのよ
うな体験をしてもらえるよう、AFSの
活動に貢献できればと思います。

第
ア ナ ザ ー ス カ イ

二の故郷
帰国生の声

定員 5名

〈年齢制限〉2000年9月10日〜2002年10月1日
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ヨーロッパ 《Europe》

17 オランダ王国
Kingdom of the Netherlands

生活様式
オランダ人は個人の自由が大切だと考えます。自国の言語と文
化に誇りを持ち、細かく気配りをしながらよく働く国民でもあ
ります。また、家族をとても大切にします。子供は家事を手伝
い、家族の決まりごとをよく守ります。

AFSオランダ
1947年に設立され、2016年は21か国からAFS生を受入れ
ました。

教育制度
5歳から16歳が義務教育です。12歳までが初等教育です。中
等教育からは進路別に分かれ、VMBO／MAVO（中等職業
教育：4年間）、HAVO（一般中等教育：5年間）、VWO（大学
準備教育：6年間）の3種類があります。

高校生活
学　　年： 8月～7月。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時10分～ 16時。1時

限は50分で、1日6～7時限。
教　　科： オランダ語、英語、第二外国語、理科、社会、文

化、数学、体育、選択科目など。
課外活動： 学校によりますが、平日は課外授業を行わずに勉強

に集中する生徒が多いようです。
そ の 他： ロッカー使用料やPTA会費等がAFS生の自己負

担となることがあります。
 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
大部分の生徒が地方の小都市や農村に配属されます。公共交
通機関が発達しているところも多くなっていますが、自転車で
の移動が多い地域もあります。AFS生は通常HAVOの4年生
（日本の高校2、3年相当）かVWOの4～ 5年生（日本の高
校3年相当）に編入されます。ホストスクールの決定は現地
到着後になります。
オランダ語の習得が遅いと、ホストスクールから受入継続を拒
否されることがありますので、積極的な取り組みが必要です。
近年社会情勢の変化等により、AFS生の配属先の確保が大
変厳しく、配属の決定に時間を要しており、出発日が複数回
に分かれます。出発時期による留学期間の延長はありません。
状況をご理解の上、ご応募ください。

g出発日h

g語学 h

配属状況により出発日が複数回に分かれます。

母語が英語ではない生徒の場合、英語レベルチェックや
英語能力試験の結果提出が求められます。出発までにオ
ンライン語学講座の提供があり、指定レベルまでの修了
が求められます。

私のホストファミリーはとても厳しい
人たちだった。現地について一週間で
「もうあなたに対して英語は使わない。
オランダ語で話しなさい。」と言われた。
私はそれから一切英語を使わずにコ
ミュニケーションをとることとなった。
いくつかの単語を知っているだけの私
にとって、オランダ語での会話は難し
かったが、伝わったときの嬉しさが励
みになり、約3か月後には日常会話は
問題なく話せるほどになった。
だが、オランダでの生活において、

言語が話せれば一人前というわけでは
なかった。掃除や料理などの家事から、
人との関わり方や気遣いまで全てを注

意された。他人を気遣ってしている行
動さえも受け入れてもらえず、どうして
怒られるのかもわからなく、日本でし
ていたことのすべてを否定されたよう
な気がして嫌になった時が何度もあっ
た。逃げ出したかったことも何度もあっ
た。
それでも頑張れたのは、厳しいホス

トファミリーの中にも優しさがあるのだ
と知ったからだ。私のことを家族の一
員として認めてくれていたからこそ、私
が多くのことを学び、成長できるように
厳しく接してくれていたのだ。私はその
ことに気が付いてから、かつての自分
が恥ずかしくなった。憧れた場所で、

思い描いていたような生活ができると
思っていた私にとって、ホストファミリー
に厳しくされたり、叱られたりすること
は予想外であり、ただ自分が描いてい
た理想と現実を比較してばかりいた。
この経験を通して、他人の立場に立っ

て考えることの大切さを改めて感じた。
誰かが自分のためにしてくれたことに気
付けなかったり、自分を中心に物事を
考えていては、分かり合うことができ
ないのだ。ホストファミリーの気持ちを
考えて初めて分かった、厳しさの中に
ある愛情を感じた時の温かさは今でも
忘れられない。

愛情があるから
帰国生の声

夏組 8-9月 出発 主要言語 オランダ語 定員 3名

〈年齢制限〉2000年12月1日〜2003年4月1日



37

北米 《North America》

18 カナダ
Canada

生活様式
カナダは10州と3準州に分かれ、世界で2番目に広い国です
が、人口のほとんどは南のアメリカ合衆国との国境近くに集中
しており、国土の9割には誰も住んでいません。日本からの
AFS生はケベック州（フランス語圏）とノースウエスト準州・
イエローナイフ市（英語圏）に配属されます。
英語圏のノースウエスト準州は人口4万3,000人、イエローナ
イフ市は1万9,000人で、3つの準州のなかでは最も人口の
多い地域です。平均気温は、夏は15～ 17度、冬はマイナス
20～ 30度で、北極圏に近くオーロラがよく見られることで有
名です。
フランス語圏のケベック州は人口740万人。州都のケベックシ
ティは400年以上の歴史がある街で、ケベック州は川や湖、
森林などの自然も多く、大変美しいエリアです。
カナダ人は礼儀正しく、それでいて親しみやすく、正直で寛容
な国民です。家庭は両親共働きが多く、皆で家事を分担します。
家庭内の信頼関係、尊敬しあうことが大変重要です。

AFSカナダ
1978年から活動を始め、2016年は30か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
州により独自の教育制度を設けており、ノースウエスト準州は
6・6制、ケベック州は6・5制です。

高校生活
学　　年： 8月下旬～ 6月末。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時30分又は9時～ 15

時30分又は16時。1時限45分。
教　　科： 英語、フランス語、数学、歴史、地理、科学（物理、

化学、生物）、体育など。他に演劇、美術、音楽、
コンピューターなど（学校によっても異なります）。

課外活動： 音楽、視覚芸術、演劇、スポーツなど。
そ の 他： 勉学だけでなく、学級活動に積極的に参加する意

欲が必要です。

配属の傾向
地方の小都市への配属がほとんどです。1人親や同性カップ
ルへの配属も一般的です。大半が10 ～ 12年（日本の高校1
～ 3年相当）に編入されます。

g査証 h

g配属制限 h

日本国外での審査になるため時間を要し、発給が直前に
なったり、出発日を変更したりする場合があります。

多くの家庭でペットを飼っているため、動物アレルギーで
ペットと同居できない方は留学先として希望できません。
食品アレルギーや食事制限のある生徒の配属は大変困難
で、菜食主義者は留学先として希望できません。

北の大地カナダの中でもさらに北に
位置するイエローナイフ市。冬の訪れ
は早く、長く、極寒。そんな冬など乗
り越えられるのか、と冬が始まるまで
は不安に思っていた。しかし、イエロー
ナイフの人々は冬の楽しみ方をよく知っ
ており、犬そり・イグルー作り・スノーモー
ビルなど、週末になるのが待ちきれな
いくらいたくさんの冬のアクティビティ
を体験した。さらに、イエローナイフ
はオーロラのまち。留学中にも数え切
れない位たくさんのオーロラを見て、

辛い時には勇気づけられた。そして、
冬の終わる4月にはまだ終わってほし
くないと思えるほど冬が大好きになっ
ていた。
イエローナイフの人たちはお互いの

距離がとても近く、ご近所同士で助け
合うことは当たり前。明るく、フレンド
リーな人が多いためホームパーティー
などもよく行われており、私もよく遊び
に行き、楽しい経験をたくさんさせて
もらえた。また学校ではDrama（演劇）
のクラスを選択し、授業を受けた。1

つの作品を作りあげていく中で多くの
友達ができた。そして何より、人に自
分から話しかけられないシャイな自分
が変わった。失敗しても明るく笑い飛
ばしてしまうイエローナイフのはつらつ
とした人々に囲まれて、生活しているう
ちに自分もその様になっていった。北
の大地の寒さに負けないくらいのそこ
に生きる人の心の温かさと明るさを強
く感じた1学年間だった。

冬の寒さと人々の温かさ
帰国生の声

★

★

夏組 8月 出発 主要言語 英語・フランス語 定員 2名

〈年齢制限〉2001年3月10日〜2003年4月1日
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ヨーロッパ 《Europe》

19 スウェーデン王国
Kingdom of Sweden

生活様式
スウェーデン人は初め
て会う人に対して礼儀
正しく控えめな態度を
とりますが、本当は親
しみやすく、ユーモア
のセンスをもっている
国民です。子供は小さ
なころから一個人とし
て扱われます。家庭では家族皆が平等に家事を分担します。

AFSスウェーデン
1948年から活動を始め、2016年は21か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
スウェーデンは高い教育水準を誇り、義務教育は9年間（7～
16歳）です。学校はすべて公立で、授業料、教科書代、昼食代
は無償。9割が3年制の高校に進学します。

高校生活
学　　年： 8月中旬～ 6月上旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時～ 15時又は16時。1

時限40分、1日4～ 8時限。
教　　科： スウェーデン語、英語、数学、宗教学、体育、科学な

ど。高校の最終学年では好きな科目を選択できます。

課外活動： 課外活動はあまりないので、スポーツや音楽をやり
たい人は民間のクラブなどに入るとよいでしょう。

そ の 他： 通学に時間がかかる場合もあり、自転車とバスで通
います。制服はありません。

 学校で語学研修の機会が設けられることがあります。

配属の傾向
地方の中小都市や田園地帯への配属がほとんどです。北部へ
の配属もあります。北部では暗く厳しい冬を過ごさなければな
りませんが、雪景色はすばらしく、また夏には白夜を経験する
ことができます。受入家庭の形態は様々ですので、両親がそろっ
ている家庭、子供のいる家庭のみを希望することはできません。
野外活動に興味を持つAFS生は歓迎されます。受入校ではほ
とんどのAFS生が、高校1～ 3年に編入されますが、語学力
によっては中学3年に編入されることもあります。
ホストスクールの決定が現地到着後になる場合があります。

g査証 h

g配属制限 h

g語学 h

現地審査に時間を要するため、発給が出発前になったり
出発日を変更したりする場合があります。

受入家庭の多くが室内ペットを飼っているため、動物アレル
ギーのある生徒の配属は困難です。菜食主義者や特定の
宗派の教会に通うことを希望する生徒の配属も困難です。

到着時に日常生活で困らない英語力が必要です。出発前
にオンライン語学講座の提供が予定されており、指定レ
ベルまでの修了が求められ、未達の場合は費用の自己負
担が発生する場合があります。

本当にあっという間だったスウェーデ
ンでの生活。思いがけないことの連続
でしたが、それが私の、私だけの留学だっ
たのだなと今になって実感しています。
スウェーデンに暮らして一か月がたっ

た頃、学校で日本のトイレについてプレ
ゼンテーションをしました。初めて行っ
たプレゼンテーションでしたが、話題が
よかったのか多くの人に笑ってもらうこと
ができました。
そして、それまで話したことがなかっ

たたくさんの人たちに、クラス関係なく
いきなり話しかけられて、笑顔で、面白
かったよ、と言ってもらい、その時は最
高にうれしかったです。
しかし、それから仲良くなれるのでは

ないかという淡い期待を抱いたのも束の
間、半年が過ぎるまで、学校に友達と呼

べる人はいませんでした。
私のクラスメイトに限らず、スウェーデ

ン人はシャイな人が多く、自分のことを
気にかけているような視線を長い間感じ
ていましたが、話す機会や話題がない
のか、私のことが怖かったのか、滅多に
話しかけられることはありませんでした。
冬休みが終わり留学も折り返し地点

になろうとしていたころ、急にクラスメイ
トがよく話しかけてくれるようになりまし
た。何もなかった半年間は、それなりに
意味のある時間だったようです。
学校に行くのが毎日楽しくなり始めた

とき、現地語で話すことの大切さを再認
識しました。友達はみんな英語がペラペ
ラでしたが、本当の彼ら、すなわちス
ウェーデン人を知るのにはスウェーデン
語しかないのです。

言語は一番、その国の文化が表され
ていて、スウェーデンのすべてが詰まっ
ています。友達とスウェーデン語で話す
ことによって、私のスウェーデン語はどん
どん伸びていき、また授業も少しずつわ
かるようになっていきました。
たくさん間違えて、恥ずかしい思いを

何度もしましたが、自分の恥ずかしかっ
たことなど誰も覚えてないと思い、チャ
レンジし、間違えることによって成長で
きたことと思います。
この一年は、友だち、スウェーデンの

家族、日本の家族、ほかの留学生の支
えがあったから、成し遂げられました。
感謝しても、とてもしきれません。この
経験をいかし、これからどんなことがあっ
ても頑張ります。ありがとうございました。

スウェーデンと私
帰国生の声

夏組 8月 出発 主要言語 スウェーデン語 定員 7名

〈年齢制限〉2000年8月1日〜2002年3月10日
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ヨーロッパ 《Europe》

20 スペイン王国
Spain

生活様式
スペインではスペイン語のほか、地域によってカタルーニャ語・
バスク語・ガリシア語・バレンシア語も話されており、文化的
にも多様です。スペイン人は誇り高く寛容な国民で、祭りやサッ
カーの試合では大勢で騒ぐことを好みます。家庭は社会の中
での基本と考えられています。近年は共働きの家庭が増え、
家事は家族皆で分担します。

AFSスペイン
1954年から活動を始め、2016年は34か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
10年間の義務教育終了後、大学進学をめざす一般教育課程
か、実社会で必要な技術の習得課程かを選ぶことができます。

高校生活
学　　年： 9月～ 5月又は6月。

授　　業： 月～金の週5日制。通常8時～ 14時半又は15時。
1時限50分。

教　　科： 理系は数学、物理、生物、化学などが中心。文系
はスペイン語（又はカタルーニャ語、バスク語、ガ
リシア語、バレンシア語）、文学、歴史、外国語、
哲学、ラテン語など。その他に技術系があります。

課外活動： あまり活発ではありませんが、学校によってサッ
カーやバスケットボール、演劇部があります。

そ の 他： 昼食はだいたい家に帰ってとります。特定の私立校
以外、制服はありません。

配属の傾向
約4割がスペイン語圏、約6割が第一言語としてカタルーニャ
語・バスク語・ガリシア語を話す地域に配属されます。またカ
ナリア諸島や、北アフリカの領土への配属の可能性もあります。
約9割が都市部かその近郊、1割が地方への配属です。スペ
インの家やアパートメントはあまり広くないので、ホストブラ
ザーやシスターと部屋を共有するのが一般的です。AFS生は
通常、公立学校の10～ 12年（日本の高校1～ 3年相当）に編
入され、理系・文系・技術系のいずれかを選択します。

g査証 h

g配属制限 h

g予防接種 h

g語学 h

審査が非常に厳しく、発給までに時間を要し、発給が出発
直前になったり出発日を変更する場合が多くあります。大
使館指定用紙による健康診断書の提出が必要です。取得
のため、大使館から保護者（両親）へ出頭要請があります。
大使館が指定する保険への加入が求められます。

喫煙家庭が多く、禁煙家庭への配属を希望することはで
きません。菜食主義者は留学先として希望できません。

配属のため、ジフテリア、百日咳、破傷風、はしか、風疹、
おたふく風邪、B型肝炎の接種が義務づけられます（64
期参考情報）。

オンライン語学講座の提供が予定されており、指定レベ
ルまでの修了が求められます。

僕はスペイン第二の都市であるバル
セロナに派遣された。バルセロナは僕
にとって最高の場所だった。自然豊か
であり、都会の暮らしも満喫できた。
夏は学校帰りに友達と毎日のように海
に行き、ホストブラザーとマウンテンバ
イクで近くの山を越えて隣町までサイク
リングもした。冬は近くの山でスキーし
たり、クリスマスに家族が大集合した
り、ありとあらゆることができて一年中
楽しめるような場所だった。
そんなバルセロナはカタルーニャ地方

の中にある。スペインの北東部でフラン
スと連接しているこの地域ではスペイン
語とカタルーニャ語の二つが公用語とさ

れている。二つの言語は似ていて現地に
住む人はどちらも話せる人がほとんど
だ。僕はスペイン語を学びたかったため、
あまりカタルーニャ語には興味を持たな
かった。ファミリーも理解していて僕とは
スペイン語で話してくれた。しかし学校
の授業は9割がカタルーニャ語で、当然
全く知識のない僕は理解できずにただ
座って聞いているだけの日々が続いた。
そんな中、オリエンテーションで他の留
学生が「二か国語なんて無理だし、授業
が苦痛でしかない。」と、不満を漏らして
いるのを聞いた。同じ悩みを持つ人が居
るのに安心する反面、このまま一年間過
ごすことに抵抗を感じた僕は可能な限り

授業も楽しめるよう勉強することを決意
した。クラスで教科書を音読して行く時
間では今まで飛ばされていたのを自分
から読むよう志願し、友達ともカタルー
ニャ語で話し、音楽をカタルーニャ語で
聴くようになったことだ。すると徐々に言
葉がわかるようになり授業も楽しめるよ
うになった。また、その間もファミリーと
はスペイン語で話していたため、最終的
には両方を喋れるようになれた。
このように厳しい面もあったが、自か

ら行動し、厳しさに挑むことが自分の成
長に繋がったと感じた。これから留学す
る皆さんも、チャレンジ精神を忘れず
に！　Bon viatge！ Buen viage!

二つの公用語の中で暮らして
帰国生の声

夏組 9月 出発 主要言語 スペイン語・カタルーニャ語 等 定員 5名

〈年齢制限〉2001年3月10日〜2003年4月1日
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ヨーロッパ 《Europe》

21 Slovak Republic

生活様式
スロバキアは比較的に新しい国ですが、約1,000年もの独特
な歴史があります。昔のヨーロッパらしさが見られる小さな町、
素晴らしい古城に特徴付けられる地域の伝統的、地方の生活
様式を維持してきました。スロバキア人は時々、冷たいと誤解
されるようですが、家族や友人と温かい関係性を築いていま
す。近年、共働きの家庭が圧倒的に多くなり、子供の家事参
加は一般的となっています。また、子供に対して、非常に厳格
です。

AFSスロバキア
1989年以来、32か国から500人以上のAFS生を受入れて
きました。

教育制度
16歳（高校1～ 2年相当）までが義務教育で、小・中学校（6
歳～ 15歳）を卒業した後には、普通高等学校（15～ 19歳：
4年制）、高等専門学校（15～ 19歳：4年制）、高等実業学校
（15～ 18歳：3年制）という3種類のいずれかへ進学します。
近年、11歳から19歳までの中・高一貫教育を行う学校も見ら
れるようになってきています。

高校生活
学　　年： 9月～ 6月下旬
授　　業：月～金の週5日制。通常8時～ 14時。
教　　科： スロバキア語、英語、歴史、地理、数学、物理、

化学、生物、体育など
課外活動：学校ではほとんどないので、スポーツや音楽をやり

たい人は、民間のクラブなどに入るとよいでしょう。

配属の傾向
約8割が小さな町や村へ配属されます。ひとり親家庭への配
属も珍しくありません。学校は普通高等学校への編入がほと
んどですが、その他の種類の高等学校に配属される場合もあ
ります。

g査証 h

g配属制限 h

 
 
g語学 h

審査に時間を要し、発給が出発直前になったり、出発日
が変更になる場合があります。

喫煙家庭が多いため、禁煙家庭のみ希望する生徒の配属
は困難です。また、多くの家庭でペットを飼っているため、
動物アレルギーのある生徒の配属は困難です。

オンライン語学講座、テキスト、CDの提供が予定されて
います。現地到着後、有料（1ユーロ／ 1回）のスロバキ
ア語の授業を受講できます。

スロバキア共和国

夏組 9月 出発 主要言語 スロバキア語

AFSスロバキアより
Vitaj na Slovensku, tešíme sa na Teba!

（ようこそスロバキアへ、お会いできるのを楽しみにしています！）

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2002年9月1日

定員 1名
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ヨーロッパ 《Europe》

22 Czech Republic

生活様式
チェコは芸術の国で、
国民は親しみやすく
親切です。日本人と
同じように衛生意識
が高く、家では靴を
脱ぎ、靴を履いたま
ま足を何かの上に置
くことはしません。社
会では年長者が敬わ
れ大切にされます。家庭では両親共働きの場合も多いため、
子供は家事をよく手伝います。子供は親に大切に育てられます。

AFSチェコ
1947年に設立されましたが、1948年から活動を中断してい
ました。1989年のビロード革命により活動を再開し、2016年
は21か国からAFS生を受入れました。

教育制度
義務教育は6歳から9年間。中等教育は4年間で、主に大学
進学をめざすギムナジウム普通校・商業・工業・看護・音楽・芸
術など専門分野の勉強をする中等専門学校と、企業などに付
属する中等見習職業訓練センターがあります。

高校生活
学　　年： 9月上旬～ 6月下旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常7時半又は8時～ 14時又

は15時。
教　　科： チェコ語、チェコ文学、ドイツ語、英語、歴史、

物理、数学、化学、生物、体育など。
課外活動： スポーツ、演劇、コンピューターなどのクラブ活動

がありますが、AFS生は地域のスポーツクラブや
団体に入って活動をすることも多いです。

そ の 他： 積極的に授業や学校の活動に参加することが期待
されています。

配属の傾向
多くの生徒は小さな町や田園地帯へ配属されます。AFS生は
高校1～ 3年に相当する学年に編入されます。公立校、私立
校どちらもあります。

g査証 h

g配属制限 h

g成績 h

g語学h

審査に時間を要し、発給が出発直前になったり出発日を
変更したりする場合があります。

食事制限のある生徒の配属は困難です。多くの家庭でペッ
トを飼っているため、動物アレルギーのある生徒の配属
は困難です。

応募時点から出発直前まで、学業成績が一定してクラス
あるいは学年の上位 2分の 1以内であることが求められ
ます。

語学教材が提供される予定です。到着時に日常生活に困
らない英語力が必要です。

夜に外を歩くのはあまりよくないと思
うかもしれません。しかしチェコはビー
ルの一人当たりの消費量が世界一とい
うくらいパブが大好きです。“チェコ人
と仲良くなりたければパブに行け” と
言われるくらいです。いろんな人との
話を聞くことができ、いつもと違うチェ
コを知ることができるとってもいい場
所だと思います。私の場合、ホストシス
ターが歌手をしていてナイトショーをよ
くしていたこともあり、私も一緒に連れ
て行ってもらう機会があって一味違う
チェコを堪能することができました。
パブにはお酒だけでなくお酒を造ると
きに作られるマリノフカというノンアル
コールのジュースやチェコのコーラのコ
フォラなどもあり、お酒が飲めない人
も楽しめるとっても身近な場所です。

チェコの人は私たち日本人と同じで
初めはとても内気で仲良くなるまでに
とても時間がかかります。しかし一度
気の知れた仲になるとおすすめのお店
に連れて行ってくれたりと、 とっても仲
良くなることができます。
留学を勉強だと思う人、休暇だと思っ

ている人、留学に対する考えは人それ
ぞれだと思いますが、私はおもいっき
り楽しむためにあるのだと思います。
途中でつらくて帰りたくなったり、なん
で私はここにいるのだろうと思ってしま
うこともありました。そんな時大切な
のは一人じゃないことを思い出すことで
す。ホストファミリーや友達、現地でサ
ポートしてくれるボランティアさん、同
じようにチェコに来ている留学生、困っ
たときはいろんな人に頼ることも時に

は必要です。また、おもいきって家族
や友達に相談してみることも時には大
切だと思います。なぜなら悩んでいた
ら時間なんてすぐに過ぎて行ってしま
うからです。おかげで今、私の中には
楽しかったチェコの思い出しかありませ
ん。なかでもホストスクールで仲良く
なった友達は私にたくさんの初めての
経験をさせてくれました。初めはコミュ
ニケーションがとれなくてイライラして
しまうこともありましたが、理解できる
ようになるとこんな風に思ってくれいた
んだということがわかりさらに距離が
縮まりました。
帰国した今では私の留学をサポート

してくれた人すべてに感謝の気持ちで
いっぱいです。

チェコで気づいた大切なこと
帰国生の声

チェコ共和国

夏組 8月 出発 主要言語 チェコ語

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2003年4月1日

定員 7名
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アジア 《Asia》

23 中華人民共和国
People's Republic of China

生活様式
想像もできないほどの広大な自然、4,000年の歴史が育む文
化、13億以上の人々の活気が溢れる中国は急速に近代化して
います。中国の人々は親しみやすく、温かい心を持っています。
中国社会では家族は重要な単位で、親類付き合いも盛んです。
階級意識をもち、義理を重んじます。

AFS中国
1982年に教育省のもとで活動を開始しました。現在は教育省認
可の組織China Volunteer Committee for Intercultural 
Education（CVCIE）としてプログラムを実施しており、2016年
は26か国からAFS生を受入れました。

教育制度
義務教育は小学校と中学校の9年間。ほとんどの生徒が高校
に進学しています。人口が多いことと大学の数が限られている
ことから、大学入試は非常に難しくなっています。

高校生活
学　　年： 9月初旬～7月上旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時～ 16時30分。1時

限45分、1日7～ 8時限。
教　　科： 中国語、数学、英語、地理、歴史、生物、音楽、

美術、体育、化学、経済、政治、コンピューター
など。

そ の 他： 中高一貫校もあり、大きな学校では生徒数は2,000
人にも及びます。制服の着用が必要です。AFS生
も例外なく学校の規則を守らなくてはなりません。
学業への積極的な取り組みが求められます。

 学校で語学研修の機会があります。

配属の傾向
AFS生は都市部へ配属されます。ほとんどの場合、両親は共
働きで、子供は1人です。祖父母と同居している場合も少なく
ありません。居住スペースに制限があるため、ホストシスター
やブラザーと部屋を共有することが一般的です。AFS生は通
常高校1年に編入されます。受入校は学力レベルの高い学校
が多く、AFS生も積極的に勉学に取り組むことが求められま
す。

g査証 h

g成績 h

g予防接種 h

HIV検査などを含む健康診断が必要です。B型肝炎の
予防接種が求められます。

応募時点から出発直前まで、学業成績が一定してクラス
あるいは学年の上位 2分の 1以内であることが求められ
ます。

配属のため、ポリオ、ジフテリア、百日咳、破傷風、はし
か、風疹、おたふく風邪、髄膜炎、B型肝炎の接種が義
務づけられます（64 期参考情報）。

留学前も留学後も、「どうして中国な
の？」と聞いてくる人が一番多い。今と
なっては明確な理由は思い出せない
が、頻繁に流れる中国についての暗い
ニュースを見ながら漠然と「この国を自
分の目で見てみたい」と思ったことは
何度もあった。
中国は活気に溢れるパワフルな国

だ。忙しく行き来するたくさんの自動車
とバイク、自転車。街中に軒を連ねる
賑やかな食堂に整然と立ち並ぶアパー
ト。休日の朝、まれに聞こえてくる爆竹
の音。将棋やダンス、楽器の演奏に太
極拳まで、公園で思い思いに時間を過

ごす人々。そのどれもが日本では見る
ことのできない光景でありながら、今
の私には懐かしさを覚えさせる。
中国人は家族を大切にする心と客人

をもてなす心を持っている。ホストファ
ミリーもその親戚も、日本人の私を本
当の家族のように可愛がってくれた。
中国語の指導をして下さった先生や学
校の友達もいつも私を温かく迎え入れ
てくれた。そんな彼らとの交流があっ
ても、時には日本人として中国で生活
していく中で思い悩むこともあった。日
中関係が冷え込むたびに、ホストファ
ミリーがいつも私に言ってくれた言葉が

ある。「日本と中国の関係が悪くなって
も、私たちの関係は変わらないよ」
留学前には、中国は私にとってとて

も遠い国だった。しかし留学を終えた
今、中国は私にとって第二の母国と言
えるほど近い国になった。国家間の関
係はどうであれ、より多くの人が国民
同士の交流を大切にしたならば、少し
ずつでも必ずいつか中国と日本は本当
の意味で近い国になれるだろう。そし
てAFSの留学を通して経験したことや
学んだものによって、これからもたくさ
んの高校生がそんな未来の実現を手伝
うことができたら本当に素敵だと思う。

日本と中国をもっと近い国に
帰国生の声

派遣
強化国 夏組 8月 出発 主要言語 中国語 定員 3名

〈年齢制限〉2001年3月1日〜2003年2月15日
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ヨーロッパ 《Europe》

24 デンマーク王国
Kingdom of Denmark

Greenland

生活様式
デンマークは貧富の差が小さい国です。国民は高い税金を払っ
ていますが、社会福祉や医療・教育制度は充実しています。
気さくで寛容、教養のある国民です。ほとんどの家庭で両親
は仕事を持ち、子供達は家事を手伝うことが期待されます。
子供は多くの自由が与えられていると同時に責任ある行動をと
ること、すなわち家の決まりを守る、手伝いをする、外出の
際は行き先などを明らかにすることなどが期待されます。

AFSデンマーク
1957年から活動を始め、2016年は45か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
義務教育は7～16歳の9年間です。多くの学校が政府により
運営助成されている公立校ですが、私立の学校もあります。

高校生活
学　　年： 8月初旬～ 6月下旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時～15時。1時限50分、

1日6～7時限。
教　　科： デンマークの政治、国語、歴史、文学など。高校

の最後の1、2年で、教養学科、現代言語、又は技
能コースのいずれかを選択することができます。

課外活動： コンピューター、スポーツ、コーラス、演劇など。
そ の 他： 制服はありません。
 学校で語学研修の機会が設けられることがありま

す。

配属の傾向
8割が地方や都市郊外への配属です。グリーンランドやフェ
ロー諸島への配属の可能性もあります。グリーンランドではグ
リーンランド語、フェロー諸島ではフェロー語もデンマーク語
と共に話されます。ひとり親の受入家庭も増えています。通常、
フォルクスコール（前期中等初等教育）の10年（日本の中学
3年相当）、又はギムナジウム（後期中等教育）の1年か2年（日
本の高校1、2年相当）に編入されます。

g査証 h

g配属制限 h

 

 

 

 

g語学h

取得のため、大使館から本人への出頭要請があります。

豚肉と牛肉をよく食べ、冬には野菜が非常に高価となる
ため、菜食主義者や食事制限のある生徒の配属は困難で
す。特にグルテンアレルギーのある生徒は配属が難しくな
ります。重度の花粉症の生徒の配属も難しい場合があり
ます。

到着時に日常生活に困らない英語力が必要です。オンラ
イン語学講座の提供が予定されています。

デンマークでの生活もあっという間
に5か月が経とうとしています。デン
マークで一番強く感じたこと。それは
お祝い事や団らんをとても大切にする
ということです。
デンマーク語には『hygge』という言

葉があり、心地よい、楽しい、心が温ま
る気持ちというような意味で、デンマー
ク人の大好きな言葉です。私もこの5か
月の間に多くの『hygge』を感じました。
まず、家族の誕生日には、デンマー

クの国旗を日の出とともに揚げます。
家族でバースデーソングを歌い、プレ
ゼントを渡します。食事には、しばし
ば家族だけでなく、親戚や近所の人、
友達を招き、4、5時間かけて食事、デ

ザートを楽しみます。
また、結婚式だけでなく、銀婚式、

金婚式、18歳の誕生日にはより盛大に
パーティーを開きます。自分のことのよ
うに喜び、皆でお祝いするこの文化が
大好きです。
また、寒さが厳しくなり、日中の時

間が短くなる冬には、クリスマスに向
けての団らんがあちこちで開かれます。
冬の厳しさに負けないための工夫なの
かもしれません。
これにも、親戚やクラスメイト、友達、

仕事仲間など、たくさんの人と集まりま
す。クリスマスイブに食べるようなご馳
走をみんなで持ち寄り、伝統的なデザー
トを食べます。そして暖炉やろうそくに

火をともして、いろいろな会話をします。
この時間は本当に特別で、素敵な時間
です。
そして、クリスマス。家族とのつなが

りを今まで以上に感じることができま
した。家中のろうそくに火をともし、
ご馳走を食べ、プレゼントを渡し、も
らい、クリスマスソングを歌いながらク
リスマスツリーの周りを皆で歩き、話を
し、お菓子を食べ…。
外は寒くても、家の中、そしてデンマー

ク人の心の中はいつも明るく、温かいこ
とを知りました。残りの半年も、今まで
出会った人、これから出会う人とのつな
がりを大切にし、デンマークの『hygge』
の文化をもっと経験したいです。

デンマークの『h
ヒ ュ ッ ゲ
ygge』

帰国生の声

夏組 8月 出発 主要言語 デンマーク語 定員 8名

〈年齢制限〉2000年8月15日〜2003年1月1日
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25 ノルウェー王国
Kingdom of Norway

生活様式
ノルウェー人は控えめな国民ですが、とても親切で、ウインター
スポーツに関しては熱狂的になります。男女平等の考え方が広
く根付いています。家族や友達をとても大切にし、近所付き
合いは都市部でも盛んです。子供は独立心をもち自由を多く
与えられますが、大人からの信頼に応え責任ある行動を取る
ことが期待されます。家事を手伝ったり自分の予定について
親に報告したりすることはごく一般的なことです。

AFSノルウェー
1947年から活動を始め、2016年は32か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
学校制度や義務教育（7歳から16歳までの9年間）はほぼ日
本と同じです。教育水準は高く、学校による格差はほとんど
ありません。

高校生活
学　　年： 8月下旬～ 6月中旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時又は9時～ 14時又は

15時。1時限45分、1日7時限。
教　　科： 英語、ノルウェー語、歴史、数学、宗教、地理、

経済、演劇、音楽、体育など。
課外活動： ほとんどありません。学校が終わった後は、個々にス

ポーツやコーラスなど、地域活動に参加しています。
そ の 他： ほとんどが公立校で制服はありません。学校へは長

距離を徒歩で通学するということもごく当たり前です。

配属の傾向
国土全域に配属されますが、ほとんどが地方の小さな町です。
2割の生徒は北極圏内へ配属されます。冬にはほぼ全土が雪
に覆われます。AFS生は通常、 高校1～ 2年に編入されます。
スキー、コンピューター教育の学校に配属されることもありま
す。ホストスクールの決定が現地到着後になる場合があります。
近年社会情勢の変化等により、AFS生の配属先の確保が大
変厳しく、配属の決定に時間を要しています。状況をご理解
の上、ご応募ください。

g配属制限 h

g成績 h

g語学h

物価が高く、また魚類と肉類がよく食卓にのぼるため、
菜食主義など食事制限のある生徒の配属は困難です。キ
リスト教ルター派以外の宗派の教会に通う必要のある生
徒の配属も困難です。大半の家庭でペットを飼っている
ため、ペットのいない家庭を希望する生徒の配属も困難
です。

学業成績が一定して良好であることが求められます。

オンライン語学講座の提供が予定されています。

今回の留学は私にとって初の海外で
した。不安と楽しみが入り混じった気
持ちで最初のオリエンテーションを終
え、ホストファミリーと会いました。初
めての海外渡航で疲れきり、英語も十
分に喋ることができない私でしたが、
彼らは笑顔と温かいノルウェー料理で
迎えてくれました。
食事の時間も洗濯の仕方も掃除の

仕方も何もかも日本とは違う中で私が
一番身に沁みたのは、自分の意見を言
うことの大切さでした。分からなけれ
ば聞く、思っていることがあれば言う。
当たり前のことですが、意外と難しい
ことだと思い知らされました。けれど、

共に生活し言葉が上達していくにつれ、
自然と身についていきました。自然、
と言ってもホストファザーとホストマ
ザーが毎晩ティータイムにたくさん話す
機会を与えてくれ、また学校や聖歌隊
の活動でもたくさん相談にのってくれた
ことが大きな助けとなりました。本当
に良い環境に恵まれたと思います。気
候も考え方も教育方針も全く異なる国
で、自分が常識だと思っていたことの
ほとんどは覆されて、日本の地に降り
立った時、日本が小さく感じるほどに
は成長しました。自分では変わってい
ないと思っていても、家族や周りから「随
分変わったね」と言われ、初めて気づ

く成長もありました。本当に充実した1
年となりました！
勿論日本の家が懐かしくなる時もあ

りましたが、今はノルウェーの家が恋
しいです。刺激的な体験もたくさんあり
ましたが、私が何よりも忘れられない
のは、ホストファミリーや学校の友達
と過ごした、日本で過ごすのと何ら変
わりのない他愛のない日常です。今で
もホストファミリーや友達とは7時間の
時差を超えて毎日のようにメールをし
ています。こんな素敵な経験と第二の
故郷、第二の家族を与えてくださった
AFSに心から感謝です。ありがとうご
ざいました！

第二の故郷、家族
帰国生の声

夏組 8月 出発 主要言語 ノルウェー語 定員 9名

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2002年8月15日
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26 ハンガリー
Hungary

生活様式
ハンガリーの文化は西欧と東欧の両者によって作られてきまし
た。ハンガリー人は気取らない国民ですが、独立心が強く、
人権に対しての意識が高い国民でもあります。家庭生活では
家族の絆が強く、親は子供を大切に育てます。

AFSハンガリー
1989年から活動を始め、2016年は24か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
6歳から16歳が義務教育です。中等教育は、ギムナジア（普
通校で、上級の学校への進学を目的とする学校）、サッコゼー
プイシュコラ（経済、工業、商業などある分野を専門に勉強し、
就職もしくは大学進学を目的とする学校）、サクムンカーシュ
ケープゼー（職業訓練校）の3つのタイプがあります。

高校生活
学　　年： 9月初旬～ 6月上旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時～15時。1時限45分、

1日6～7時限。
課外活動： 学校や地域で、演劇、スポーツ、フォークダンス、

音楽などの活動をすることができます。
そ の 他： 生徒は学業を真剣にとらえています。ほとんどの学

校で修学旅行があります。通常、制服はありません。
 支部あるいは学校で語学研修の機会があります。

配属の傾向
約6割は都市とその近郊、4割は地方の保守的な家庭に配属
されます。AFS生の大半はギムナジアの10年から12年（日本
の高校1～ 3年相当）に編入されますが、サッコゼープイシュ
コラにも少数が配属になります。
ホストスクールの決定は現地到着後になります。

g査証 h

 

g予防接種 h

 

 

g語学h

取得のため、大使館から本人と保護者へ出頭要請があり
ます。

配属のため、BCG、ポリオ、ジフテリア、百日咳、破傷風、
はしか、風疹、B型肝炎の接種が義務づけられます（64
期参考情報）。

オンライン語学講座の提供が予定されています。

日本では味わえなかった悠々とした
時間での日々はあっという間だった。
私はハンガリーに来て多くの旅行を

した。学生証があれば切符を半額で買
え、小さな国なので有名観光地は一通
りまわることができた。
またブダペスト市内で全ての交通機

関に使える定期券も持っていたので放
課後はよくブダペスト市内を一人で散策
していた。ブダペストはハンガリーの
首都で観光客が多く集まる。中心地で
は英語を耳にすることがよくあった。
人が多く来たばかりの時は人酔いをし
てしまったこともしばしばあった。

中心地は世界遺産が沢山あり見て飽
きないが、時折適当に選んだ電車に
乗って行った場所がある。駅の終点、
つまり、中心地から離れた場所だ。そ
こでは沢山の発見がある。ゴミ箱の色
が違う、バスのデザインが違う、外国
人を珍しがってフレンドリーに話しかけ
てくれる人、小さいながらも美しい壁
画がある教会でアジア人である私を微
笑みながら「ゆっくりしていってね。」
と声をかけてくれる人。観光では触れ
ることのできない人々の生活空間に安
心するような心地を覚えた。
ハンガリーで沢山の発見をすると同

時に沢山の人とも出会った。各国から
集まった個性的な留学生達、ハンガリー
人の家族や友達、ボランティア、数え
切れない人達を通して私は人と接する
ことは楽しいと心の底から思った。
私とは180度も違う考えにインスピ

レーションを受け、共通の話題で盛り
上がり意気投合する。私のぎこちない
言葉に真剣に耳を傾けてくれる人達に
私は巡り会えたのだ。しかし、一年と
いう短い期間で別れはすぐに訪れてし
まった。しかし私たちは約束した。
「さよならは言わないよ。いつか貴方
の国へ行く、その時まで！」

さよならは言わないよ
帰国生の声

夏組 8月 出発 主要言語 ハンガリー語（マジャール語） 定員 10名

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2003年2月15日
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アジア 《Asia》

暑い！　これがマニラの空港に着い
たときの最初の感想です。フィリピン
はご存知の通り熱帯の気候で一年中
30度前後という常夏の国です。この暑
い国で私はたくさんの貴重な体験をし
ました。
その中の1つは自然の豊かさです。
私が配属されたのはミンダナオ島にあ
るダピタンという人口7万人の小さい市
でした。ダピタンはまだ市が発展して
いなく、一日で一番暑い時間帯に電気
がとまったり、水道から水が出ずシャ
ワーを浴びることができなかったりな
んてこともよくありました。日本の生活
と比べると不便ともいえますが、まだ
ちゃんと整備されていないからこそ、

自然の素晴らしさを実感することがで
きました。家から5分歩くと海につき、
休日の朝はよく早起きしてTシャツのま
ま泳いだり、夜はお菓子とコーラを片
手に砂浜で涼んだりもしました。ダピ
タンでは日本にはない自然との共存を
実感することができます。
もう1つは人々の温かさです。私のホ
ストファミリーはママ、パパ、クヤ（タ
ガログ語で兄）、クヤのいとこのクヤ2
でした。学校や仕事で忙しく、すれ違
いから私はママ、パパとあまりいい関
係を築くことができませんでした。そ
んな時にアドバイスをくれたのはクヤで
あり、愚痴を聞いてくれたのはクヤ2で
あり、暇なときや寂しいときに遊んでく

れたのは家の裏にある寮に住んでいた
30人の現地の大学生達でした。またい
つでもAFSの支部長さんの家を訪ねる
ことができ、AFSダピタンの人々は私
の第3の家族同然でした。学校ではビ
サヤ語、タガログ語、英語が混ざる授
業で困惑している私をクラスメートが
いつでも親切に助けてくれました。そ
してこのAFSダピタン支部でともに10
か月間すごした6か国7人はきっといつ
までも私にとってかけがえのない仲間
達です。
こんな貴重な機会を与えてくれた両
親、AFSに感謝しています。皆さんも
魅力的なフィリピンで留学生活を送っ
てみませんか。

27 フィリピン共和国
Republic of the Philippines

生活様式
フィリピンはマレー文化をベースにしながら、スペインとアメリ
カ統治時代の歴史を通じて様々な文化を吸収し、多様で豊か
な文化をはぐくんできました。公用語は国語であるフィリピン
語と英語ですが、世界の中でも英語を話す国民の割合が多い
国のひとつです。国民は親しみやすく親切で、家族や親戚や友
人との絆を大切にします。ひとつの家に多くの家族が同居す
る場合もあります。目上の人を大事にする文化です。

AFSフィリピン
1956年に設立されましたが、1980年から20年間活動を中
断していました。2000年よりAFS帰国生の働きかけでアジ
ア各国と協力関係を結び、2003年から再びAFSパートナー
に復帰しました。2016年は19か国からAFS生を受入れまし
た。

教育制度
義務教育は初等教育（6年）、中等教育（4年）、高等教育（2年）
の12年間です。

高校生活
学　　年： 6月上旬～ 3月下旬又は4月上旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常7時半～ 17時半。1時限

40～ 60分。
教　　科： 英語、数学、科学、フィリピン語、フィリピンやア

ジアの歴史、経済、体育など。
課外活動： スポーツ、ディベート、ダンス、映像芸術、音楽、

家庭科、ドラマ、環境活動など。学校によっていず
れかのクラブ活動に参加することが求められます。

そ の 他： 支部あるいは学校で語学研修の機会があります。

配属の傾向
AFS生は中等教育の10年生（日本の高校1年相当）に編入さ
れます。マニラなどの都市部もしくは郊外に配属されることが
多いですが、地方への配属もあります。

g配属制限 h

g語学h

 

菜食主義者や食事制限のある生徒の配属は困難です。

内定後に所定の英語レベルチェックの提出が義務づけら
れます。オンライン語学講座の提供が予定されており、
指定レベルまでの修了が求められます。

Mabuhay Philippines!
帰国生の声

派遣
強化国 夏組 7月 出発 主要言語 フィリピン語（タガログ語）・英語 定員 5名

〈年齢制限〉2001年1月1日〜2003年1月1日
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28 フィンランド共和国
Republic of Finland

生活様式
多くの芸術祭が開かれ、世界に誇れるテクノロジーを持ち、環
境保護にも力を入れている国です。国民はシャイで打ち解けに
くいと言われていますが、知り合うにつれ温かく愛情深い人々
であることがわかります。共働きの家庭が多く、子供の家事
参加は一般的です。子供は10代のうちから自立した存在とし
て扱われ、大人からの信頼に応える責任ある行動が求められ
ます。

AFSフィンランド
1948年から活動を始め、2016年は30か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
7歳から16歳（小学校6年間と中学校3年間）までの9年間
が義務教育です。

高校生活
学　　年： 8月中旬～ 6月初旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時～14時。1時限45分、

1日5～7時限。
教　　科： フィンランド語、スウェ̶デン語、英語、その他の

外国語、数学、化学、生物、心理学、歴史、体育
など。

課外活動： 写真、コンピューター、演劇、スポーツなどのクラ
ブがある学校もあります。

そ の 他： 宿題が多く出されます。

配属の傾向
約7割が都市とその近郊の小都市、3割が地方の小さな町に
配属されます。ラップランドにも配属されます。フィンランド
語を話す人が9割以上ですが、スウェーデン語を話す家庭に
配属された場合、スウェーデン語を使用する学校に通います。
通常公立高校の1年か2年に編入されます。
ホストスクールの決定が現地到着後になる場合があります。

g査証 h

g配属制限 h

取得のため、大使館から本人へ出頭要請があります。

ルター派以外のキリスト教会へ通うことが必要な生徒、
菜食主義者など食事制限のある生徒の配属は困難です。

異文化での生活のスタートは戸惑い
の連続でした。
日本では無意識に使っていたトイレも

シャワーも形が少しずつ違い、混乱しま
した。トイレでは手を洗ったあと、ロー
ルタイプのタオルで手を拭くのですが、
はじめは使い方がわからず、チラチラと
他の人がやっているのを見て覚えまし
た。しかし自由時間にカウチに座ること
さえもビクビクしていた私も、すっかり
慣れて、学校が楽しくなりました。
学校ではミュージカルプロジェクトと

いうものに参加させてもらい、そこでた
くさんの友達をつくることができまし
た。フィンランド人はシャイな人が多く、
日本でいうHRがないため、友達を作
るのは難しいといわれていてとても不安
でした。しかし、ミュージカルの活動が
終わってからも廊下ですれ違えば声を

かけてくれ、クリスマスパーティにも呼
んでくれました。
ホストファミリーはとても温かい家族

です。私には4歳の姪がいて、その子と
は必然的にフィンランド語を話さなけれ
ばなりません。彼女は私の良いフィンラ
ンド語の先生であり、話し相手です。初
めは本当に何を言っているのかわかりま
せんでした。フィンランドの生活になれ
るにつれ少しずつわかるようになり、あ
る日のこと、彼女が「あなたは私の友達
だよ。」と言ったことが理解できたとき、
とても嬉しかったです。
また、四月下旬にあった、三泊四日

の水道なし電気なしの森の中でのキャ
ンプ、その名も「ワイルドキャンプ」とい
うAFSのイベントでのことです。前回、
他のAFS生の雰囲気になじめず失敗し
た経験を生かし、前回の二の舞だけに

はならないように話の輪のなかに入ろう
と努力しました。その結果、体験したこ
とのないワイルドすぎる生活と、薪を囲
んでのおしゃべりの時間を共に過ごすこ
とで、他のAFS生とすっかり仲良くなる
ことができました。最後の別れのハグで、
「あなたはそっちのほうが絶対いいよ。
シャイにならないで！」と言葉をかけて
くれた仲間ができたことは、私にとって
大きな自信になりました。
このプログラムに参加したことで、私

は世界中にできた友達が持つ文化、話
す言語に興味を持つようになり、世界に
目を向けるようになりました。私を送り
出してくれた日本の家族や友達と、フィ
ンランドであたたかく迎え入れてくれた
ホストファミリーと学校の先生方や友達
への感謝の気持ちでいっぱいです。

勇気を出して
帰国生の声

夏組 8月 出発 主要言語 フィンランド語 定員 13名

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2002年12月10日
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ヨーロッパ 《Europe》

29 フランス共和国
French Republic

生活様式
フランスは芸術の国で
あると同時に農業国で
す。自国の言語や文化、
歴史に誇りをもってい
ますが、他文化への興
味もあります。率直で、
冗談が好きな国民でも
あります。核家族が多
く、家庭の中では父親が大黒柱で、家事は母親に任されるこ
とが多いですが、子供も家事を手伝います。

AFSフランス
1947年から活動をしています。2016年は51か国からAFS
生を受入れました。

教育制度
義務教育は6 ～ 16歳までで、幼稚園から中等教育、職業教
育まで無償です。義務教育の最終年から進学する職業学校も
あります。一般高校（リセ）の最終学年では、大学進学をめざ
す生徒はバカロレアという最終試験受験にそなえてかなり勉強
をします。

高校生活
学　　年： 9月～ 6月下旬。
授　　業： 月～金の週5日制。水曜日の午後は授業はありま

せん。通常8時～ 17時半。55分。1日8時限。

教　　科： 数学、フランス文学、歴史、地理、物理、体育など。
課外活動： 水曜日の午後や週末にスポーツや演劇などの課外

活動がある学校もあります。
そ の 他： 制服はありませんが、一定の服装基準があります。

学校配属のために、いくつかの予防接種が義務付
けられています。留学生には自立心をもつことが求
められます。

配属の傾向
約8割が地方の小さな町への配属です。AFS生の場合、リセ
の10年か11年（日本の高校1、2年相当）に配属される場合
が多いですが、年齢やフランス語のレベルによってはコレー
ジュの9年（中学3年相当）に編入されることもあります。
ホストスクールの決定が現地到着後になる場合があります。

g査証 h

g配属制限 h

g予防接種 h

g語学 h

取得のため、大使館から本人と保護者へ出頭要請があり
ます。取得に時間を要し、発給が出発直前になったり出
発日を変更したりする場合があります。ポリオの予防接
種が必要です。大使館が指定する保険への加入が必要で
す。

禁煙家庭への配属及び菜食主義者の配属は非常に困難
です。カトリック以外のキリスト教会に通うことは困難で
す。アレルギー症状のある人は、出発前までに詳しい情
報提供が必要です。

配属のため、ポリオ、ジフテリア、破傷風の予防接種が義
務づけられます（64期参考情報）。

語学が一定のレベルに達していない場合、コレージュ（中
学校）に配属される可能性があるので、リセ（高校）に
配属の必要がある場合には、フランス語をしっかり勉強
しておく必要があります。出発までにオンライン語学講
座の提供があり、指定レベルまでの修了が求められます。

留学をして多くの出会いと素晴らしい
経験をしてきました。留学中に参加した
現地のオーケストラでは素晴らしい経験
と縁に恵まれました。このオーケストラ
には小さい子から年配の方までいます。
毎週金曜日の練習、コンサート、みん
なで練習場を改装したり、サーカスの演
奏をしたりなどです。練習の後には必ず
ジュースを片手に夜遅くまでたくさんの
ことを話しました。一緒に音楽する以外
にもパーティーをしたり、ショーを見に
行ったり、出かけたりもしました。
最初の頃はオーケストラの仲の良さ

に圧倒され、言葉も分からない私が居
ていいのかと悩むこともありました。し
かし、周りのみんなはたくさん話しかけ
てくれました。このように思っていたの

は私だけでしかも、一人で壁を作ってい
たと気づきました。気づかせてくれたの
は彼らでした。伝えたいという強い意志、
周りを温かくするような優しい笑顔。彼
らと接する中で言葉以上に大切なもの
を学びました。オーケストラで一緒に音
楽しているときの感動と、同じ楽しい時
間を共有しているときの果てしない喜
びは忘れられないです。
また、学校の友達やAFSの仲間と過

ごせた時間もかけがえのないものです。
学校ではいつもそばにいてくれる素敵
な友達と出会いました。その友達のお
かげでつらいことがあっても乗り越えら
れたし、毎日学校に行くことが楽しみで
した。AFSの仲間とは毎週一回のフラ
ンス語のレッスンで、お互いの成長をほ

め合い、留学生活での苦労があったら
助け合いながら過ごしました。言語、
国籍という大きな壁はありましたが、
AFS・2015-16フランスに来た留学生、
仲間としてお互い成長を感じながら充実
した時間を過ごせました。特にいろん
な国から一か所に集まり同じ時間を過
ごしたことは感慨深いものがありまし
た。
この出会いは一生ものです。この出

会い、素晴らしい環境は日本の家族、
AFS、ホストファミリー、友達、出会え
たすべての人たちのおかげです。10か
月間で得たもの、感じたこと、すべてを
無駄にしないよう、さらに自分の成長の
きっかけなどになるように大切にしてい
きたいです。

一生ものの出会いと経験
帰国生の声

夏組 9月 出発 主要言語 フランス語 定員 18名

〈年齢制限〉2000年12月5日〜2002年9月1日
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ヨーロッパ 《Europe》

30 ベルギー王国
Kingdom of Belgium

生活様式
ベルギー南部ではフランス語が話され、北部ではフラマン語
（オランダ語のベルギー方言）が話されています。小さな国で
すが、チョコレート・料理・美術など誇るものがたくさんあり
ます。人々は豊かな温かい心を持っています。

AFSベルギー
1948年に設立されました。現在、フランス語圏とオランダ語
圏のふたつの組織に分かれて活動しています。

教育制度
公立の義務教育は 6 ～ 18歳までの 12年間で、無償で行わ
れます。公立学校とカトリック教会によって運営されている私
立高校があります。

高校生活
学　　年： 9月中旬～ 6月下旬。
授　　業： 月～金の週 5日制。水曜日の午後は授業はありま

せん。通常 8時又は 8時半～ 16時。1時限 50分、
1日 6～7時限。

教　　科： フランス語、フラマン語（オランダ語圏）、その他
の科目があり、授業の程度は高く、まじめに勉強
に取り組み学習意欲を示すことが求められます。

そ の 他： 多くの場合は自転車通学ですが、バス通学の場合
もあります。AFSでは生徒に自由時間を活用して
ボランティア活動に参加することを奨励しています。
学年末に旅行をする学校もありますが、参加費用
は AFS生の自己負担です。

 支部で語学研修の機会があります（オランダ語圏）。

配属の傾向
ホストスクールの決定は現地到着後になります。
フランス語圏：大半が地方の小さな町、又はその近郊に配属
されます。ほとんどがフランス語圏への配属ですが、ごくまれ
にドイツ語圏に配属されることもあります。ドイツ語圏の家庭
ではフランス語とドイツ語が話されています。受入家庭では大
半の両親が共働きです。
オランダ語圏：大半が小さな市町村に配属されます。半分以上
の受入家庭は両親が共働きです。通常、11年か12年（日本の高
校 2、3年相当）に編入されます。芸術系・工業系・職業訓練系
の学校への配属もあります。オランダ語を学ぶ意欲が必要です。

g査証 h

 

g配属制限 h

g語学 h

聖路加国際病院または日本赤十字社病院での健康診断
が必要です。

犬、猫などのペットを飼っている家庭が多いため、動物ア
レルギーのある場合は配属が困難です。菜食主義者や小
麦アレルギーの生徒等、食事制限のある生徒の配属は大
変困難です。特定の宗派の教会（特にエホバの証人）に
通う必要のある生徒の配属は困難です（フランス語圏）。

オンライン語学講座の提供が予定されており、指定レベ
ルまでの修了が求められます。

ベルギーに到着した日から、既に6か月
が経ちました。時が経つのをとても早く感
じています。会話がほとんど理解できるよ
うになった今、ベルギーの人々とコミュニ
ケーションをとる中で気が付いたことがあ
ります。
まず、ベルギー人は、私から見ると、少

し特別な笑いの世界観を持っていると思
います。悲しい事、恐れる事や不安を感じ
る事がある時、悲しんで落ち込んで気持
ちがどん底に落ち込むより、その事で冗談
を言って、“笑って”いた方が良い、と考え
ます。悲しい話題を笑いにし、冗談を言う
のが好きなベルギー人とは話していて、
日々笑いが尽きません。そしてアルファベッ

トを用いた、日本で言う“おやじギャグ”の
ような冗談もよく話されています。ベル
ギーに到着した当初、フランス語能力が足
りなかった事や、笑いのツボが理解できな
かった事もあり、笑うことが出来なかった
こともありましたが、今では最初よりも理
解できることが増えました。そして、他言
語での“笑い”が少しでも理解できた時の
喜びはとても大きいものだと感じました。
そして2つ目にこちらの人の“理解に対

する考え方”が目に見える事が多くありま
す。まず、公用語が3か国語、様々な国籍
を持つ人が多く住んでいること、そして、
ベルギーの首都ブリュッセルには EU本部
が置かれているため世界の出来事に関心

を持つ人が多いことから、“違いを理解し
ようとする”という気持ちを持った人がたく
さんいるという印象を持っています。私が
日本との違いを説明する度、友人やホスト
ファミリーは常に関心をもって聞いてくれ
ます。何か“違い”を感じた際には理解し
ようと、話をします。話をすればするほど
理解できる、理解に近づくことが出来ると
いうことをベルギーの人は知っています。
理解できないことを、私には理解できな
い、とあきらめることはありません。日本
にいた際、当たり前だと思っていた、“話す”
ことの大切さ、たとえ理解できなかったと
しても“理解しようとする”ことの大切さ
を、改めて感じます。

ユーモア感覚と違いの理解
帰国生の声

夏組 8月 出発 主要言語 フランス語・オランダ語 定員 8名

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2003年4月1日
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中南米 《South and Central America》

31 ボリビア多民族国
Plurinational State of Bolivia

生活様式
政府所在地ラパスは世界で最も高地にある事実上の首都とし
て有名です。ボリビア人は、礼儀正しく寛容で、互いを思いや
ることを大切にする国民です。家族の絆を大切にし、子供に対
しては保守的です。子供は親を敬い、交際や門限などの約束
をきちんと守ることが要求されます。

AFSボリビア
1956年から活動を始め、2016年は10か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
大学進学前の教育期間は12年間（うち義務教育は6～ 14歳
の8年間で無償）です。

高校生活
学　　年： 2月初旬～ 11月中旬。
授　　業： 月～金の週5日制。土曜授業の場合もあります。

通常8時～ 13時。
教　　科： 数学、物理、科学、生物、文学、哲学、宗教学、

地理、公民、コンピューター、音楽、体育、社会、
自然科学、美術、スペイン語などのうち12～ 14
教科を必修科目として履修しなければなりません。

課外活動： コーラス、音楽、ダンス、サッカー、バレーボール、
バスケットボールなど。

そ の 他： 2～ 3週間の修学旅行に参加できる場合もありま
す。制服のある学校がほとんどです。昼食は多くの
生徒が家に戻ってとります。

 AFS生は、教育省及び受入校の奨学生という扱い
で受入れられますので、期待に応えるようにしっか
り勉強してください。

 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
都市部に住む中流家庭への配属が大半です。AFS生は私立校
への配属が多く、10～ 12年（日本の高校1～ 3年相当）に編
入されます。ホストスクールの決定は現地到着後になります。

g査証 h

g配属制限 h

g語学 h

HIV検査を含む健康診断が求められます。黄熱病の予防
接種が必要です。

肉料理をよく食べるため、菜食主義者の配属は困難です。

現地到着後、語学講座の提供が予定されています。

南米最貧国ボリビア、名前を聞いてどこ
にある、どんな国なのか分かる人はほとん
どいないと思います。私自身もAFSで留学
を決めるまではそうでした。
そんな未知の国ボリビアの憲法上の首

都の街スクレに来てから5か月が経ちまし
た。この5か月間は初めて体験することば
かりで驚きに満ち溢れていました。
ある日、私はクラスのみんなの前で私の

住んでいる街についてプレゼンテーション
をすることになりました。私は張り切って準
備をしました。スペイン語が分からないと
きは辞書を使ったり友達に聞いたりもしま
した。練習もたくさんして迎えた当日、本番
を前にして今までで一番緊張していました。
私の番が来て友達に頑張ってと言われなが
ら前にでていきました。スペイン語をスラス
ラと読むことは出来ませんでしたが、私の

話していることは伝わったのでとても嬉し
かったです。私の発表が終わったとき、クラ
スの全員が大きな拍手をしながら、「とって
も良かったよ」と言ってくれました。私はと
ても嬉しくて泣いてしまいました。そしたら、
私の親友が前に来てハグをしてくれました。
このときに私は、ボリビアに来てみんなに
会えて本当に自分は幸せだと感じました。
また、生まれてから15年間一人っ子とし

て生活してきた私にとって3人の兄弟と一
緒に過ごすのは未知の世界でした。そんな
心配とは裏腹に兄弟とはとても仲良く過ご
せています。
特に妹とは一番仲が良く、友達のこと家

族のこと色々なことを話します。彼女は来
年AFSでデンマークに留学します。何で留
学したいのか聞きました。
彼女は「毎日いきいきと過ごすあなたを

見て私も新しいことに挑戦してみたいと
思ったの」と言いました。私はこの5か月間、
ただひたすらに挑戦を繰り返してきました。
成功することよりも失敗することが多かっ
たですが、そんな彼女の言葉を聞いて失敗
ばかりでもくじけずに一生懸命頑張ってき
て良かったと思いました。そして挑戦し続
けることの大切さも彼女の言葉によって気
付きました。[Romperla]　私がスペイン
語で一番好きな言葉です。がむしゃらに楽
しむという意味です。
わたしが悩んでいるときに親友が私に

言ってくれた言葉です。この言葉を聞いて
私は何だか悩むのがばからしくなり、やめま
した。この言葉をかけてくれた親友にとて
も感謝しています。残りの6か月間悔いの
ないように[Romperla]したいと思います。

私を変えたボリビアでの出会い
帰国生の声

派遣
強化国 夏組 7月 出発 主要言語 スペイン語 定員 5名

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2003年1月20日
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ヨーロッパ 《Europe》

32 ポルトガル共和国
Portuguese Republic

生活様式
ポルトガルはユーラシア大陸最西端に位置しており、かつて大
航海時代にヨーロッパで最初に日本を含む東アジアと接触を
もった国です。国民のほとんどがカトリック教徒です。隣国ス
ペインと同様、闘牛やサッカーが盛んです。
ポルトガル人は家族を大切にし、保守的な傾向があります。子
どもは親の意見を尊重します。

AFSポルトガル
1996年に設立されました。2016年は25か国からAFS生を
受入れました。

教育制度
6歳から14歳（1～ 9年生）までが基礎教育（義務教育）、15
歳から17歳（10～ 12年生）までが後期中等教育（日本にお
ける高等学校）です。後期中等教育は大学進学をめざす一般
教育課程、技術・職業教育課程、職業教育課程、芸術教育
専門課程などに分かれています。

高校生活
学　　年： 9月～ 6月。
授　　業： 週30時間。通常8時半～ 18時半。
教　　科： 必須科目：ポルトガル語、英語もしくはフランス語、

哲学、体育、情報通信など。
 選択科目：5つの分野（科学技術、社会科学・経済、

社会・人文科学、言語・文学、映像芸術）から科
目を選択。

課外活動： ほとんどありません。
そ の 他： 学校で語学研修の機会が設けられることがありま

す。

配属の傾向
都市や郊外地域への配属が多いですが、最近は地方への配属
も増えています。まれにアゾレスやマデイラなどの島へ配属さ
れる場合もあります。
AFS生は通常、一般教育課程の10～ 12年（日本の高校1～
3年相当）に編入されます。

g査証 h

g配属制限 h

審査が厳しく、発給までに時間を要し、発給が出発直前
になったり出発日を変更したりする場合があります。取得
のため、大使館から本人と保護者（両親）へ出頭要請が
あります。大使館が指定する保険への加入が必要です。

喫煙者のいる受入家庭がほとんどのため、禁煙家庭への
配属は希望できません。大半の家庭がペットを飼っており、
動物アレルギーがある生徒の配属は困難です。また、菜
食主義の生徒やカトリック以外の教会に通う必要のある
生徒の配属も困難です。

長いフライトのあとにようやく到着し
たポルトガルはもう夜遅くて、少し寒く
て、新鮮で、ポルトガル語だらけの空
港を見たとき、不安よりも先に、「やっ
てやるぞ！」というような気持ちになり、
その後の留学生活に意気込んだのをい
までも覚えています。
わたしが配属されたのはポルトガル

の2大都市の1つのポルトで、ホストファ
ミリーは明るく陽気で素敵な家族でし
た。いつもわたしのことを気にかけて
くれて、特にホストファザーはたくさん
サッカーの試合に連れていってくれて、
わたしもすっかり地元チームの大ファン
になりました。学校では留学生がわた

ししかいなかったのでとても不安でし
たが、初日からたくさんの人が周りに
集まってきてくれて、すぐに学校にいく
のが楽しみになりました。到着から3
か月目に、先生に手伝っていただいて、
それまで英語で友達と会話していたの
をポルトガル語にしたいという思いを
Facebookに載せたのは、わたしがポ
ルトガルに着いてから初めてまともに
積極的になれた出来事です。次の日か
ら友達が私に分かるように少しずつポ
ルトガル語で話しかけてくれて、難しい
けど、嬉しい気持ちになりました。
くだらないことを言いますが、わた

しの留学の目標は「ポルトガールになっ

て帰る！」ということでした。ポルトガ
ルにガールをかけたそれだけですが、
わたしにとってのポルトガールはただポ
ルトガル語を話せるようになるだけで
はなく、よく遊び、よく学び、よく笑い、
毎日を楽しく過ごすことができる、本
当のポルトガル人のようになることで
す。留学生活、上手くいかないことは
たくさんあって、何度も泣いたし、悩ん
だし、体調を崩しかけたこともありま
したが、後半は120日が2日くらいの
スピードに感じるくらい、気がつけば
すっかりポルトガルに溶け込んでいたわ
たしは、立派なポルトガールになって
いたと思います。

ポルトガールになるということ
帰国生の声

夏組 9月 出発 主要言語 ポルトガル語 定員 3名

〈年齢制限〉2000年8月15日〜2003年4月1日



52

アジア 《Asia》

33 香港（中華人民共和国）
Hong Kong

生活様式
1842年に英国の領土となりましたが、1997年に中国に返還
されました。広東語が最も広く使われています。また、英語を
流暢に話す人も少なくありません。平日は両親共に夜遅くまで
仕事をし、日曜日には家族の時間を大切にすると言われてい
ます。アパートメントでの暮らしが一般的です。

AFS香港
1982年に発足し、2016年は15か国からAFS生を受入れま
した。

教育制度
初等教育6年、中等教育3年が義務教育です。2009年に制
度が改定され、7年間だった中等教育が6年間になりました。
多くの学校が男女別学で、カトリック教会によって運営されて
います。

高校生活
学　　年： 9月～ 5月下旬又は7月中旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時～ 15時半。1時限は

35分（夏季）又は40分（冬季）で、1日8時限。
学校によっては土曜日に補習があります。

教　　科： 中国語、英語、数学、一般教養、社会、理科、美術、
体育など。

課外活動： 運動部、ディベート部、演劇部など、放課後の部
活動が活発です。

そ の 他： 校則を守ることが求められます。制服の着用が義
務付けられている学校がほとんどです。

配属の傾向
共働きの家族が多く人口密度が高い香港では、住居はあまり
広くありません。ホストブラザーやシスターと部屋を共有する
のが一般的です。
ほとんどの受入校では広東語で授業が行われます。AFS生は
通常、中等教育学校の4年生か6年生（日本の高校1年又は3
年相当）に配属されます。

g配属制限 h

g成績 h

g語学 h

ぜん息等と診断されたり通院中の方は留学先として希望
できません。体重過多、菜食主義者の配属も困難です。
家が狭いので女子の受入れを希望する家庭が増えていま
す。

応募時点から出発直前まで、学業成績が一定してクラスあ
るいは学年の上位であることが望まれます。

内定後に所定の英語レベルチェックの提出が義務づけら
れます。現地到着後、広東語講座の提供が予定されてい
ます。

派遣
強化国

日本に帰ってきて最初に経験したの
は、「逆カルチャーショック」でした。
街に日本語がたくさん書いてあり、道
が広く、建物も人も香港に比べて少な
く、ごみ箱も少なく…。帰国して改めて
見た「日本」というのは、私にこれま
での生活すべてを思い起こさせました。
同時に第二の故郷から離れた寂しさ、
ホストファミリーともう前のように一緒
に生活できない悲しさ、色んな感情が
入り混じって、嬉しいのか悲しいのか自
分でも判断しがたい、不思議な気分に
なりました。

また、「逆ホームシック」というのも
経験しました。一緒の部屋を共有して
いたホストシスターとは、服の趣味や
音楽の趣味が似ていて、一緒にお菓子
を作ったり、一緒に動画を撮ったりし
たのが本当に楽しかったし、嬉しかっ
たです。日本が大好きなホストブラザー
には広東語を教えてもらったり、私の
知らないアニメを一緒に観たり、私の
知らない「日本」を教えてもらったりし
て、毎日が楽しかったです。ホストマザー
にはたくさんの場所に連れて行っても
らって、ホストファザーとはランニング

に行ったり、毎晩夕食後に2人でドラゴ
ンフルーツを食べたり…ここには書き
きれないほどのたくさんの思い出が恋
しくて、今すぐにでも香港に帰ってまた
いつものようにあの家で生活したいで
す。
これからまた日本で普通の学生とし
て生活するにあたって、この思い出の
数々はどのように役立つか、正直わか
りません。しかし留学したことによって
得られた「何か」は私の人生のなかで
大きく役立つことになると信じていま
す。

逆カルチャーショック・逆ホームシック
帰国生の声

夏組 8月 出発 主要言語 中国語（広東語）・英語 定員 3名

〈年齢制限〉2002年3月1日〜2003年4月1日
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中南米 《South and Central America》

34 メキシコ合衆国
United Mexican States

生活様式
メキシコは歴史と文化と自然が多様な国で、国民は親しみや
すく、親切・寛容で、飾らない人々です。家族が社会生活の中
心で、親戚との交流も大切にします。親は愛情深く子供たち
を育て、子供たちは親や年長者を敬い、彼らの意見を尊重し
ます。男子の方が女子よりも自由を与えられる傾向があります。

AFSメキシコ
1976年から活動を始め、2016年は23か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
政府は教育普及のため国家予算の約1割を教育関係費に充
て、学校施設の増強や教師の養成に努めています。小学校の
6年間と中学校の3年間が義務教育で無償です。高校が3年
間、大学が5年間です。

高校生活
学　　年： 9月～ 6月。
授　　業： 月～金曜日の週5日制。通常7時～ 13時。1時限

60分、1日5時限。
教　　科： メキシコの歴史、倫理、心理学、数学、化学、地理、

生物、スペイン語、文学、外国語、メキシコの法律、
ギリシャ・ラテンの古典など。

課外活動： スポーツや工芸など。
そ の 他： 制服がある学校もあります。

配属の傾向
3割が都市部、6割が都市近郊、1割が地方に配属されます。
保守的な家庭に配属されることが多く、AFS生は通常、私立
校の10～ 12年（日本の高校1～ 3年相当）に編入されます。
ホストスクールの決定が現地到着後になる場合があります。

g査証 h

g配属制限 h

取得のため、大使館から本人と保護者（両親）へ出頭要
請があります。

菜食主義者や食事制限のある生徒の配属は困難です。

アミーゴの国メキシコでの留学生活
も残り半分となりました。大きな期待
と少しばかりの不安を抱えていたファミ
リーとの初対面の日や初の登校日のこ
とを思い出すと、時間が経つのがとて
も早く感じます。
メキシコでの生活を始めた頃、驚く

ことばかりでした。例えば、食べ物。
とにかく辛い。メキシコの人々は何に
でもチレやサルサをかけて食べます。
肉や野菜はもちろん、フルーツや飴に
まで。あまりに辛すぎて、最初の頃は
よくお腹をこわしました。でも、今は
自分から辛い物を好むようになり、友

達からよく驚かれます。
私の思うメキシコの人々のすばらしい

ところ、それは、人の繋がりを大切に
することです。特に家族。忙しくて時
間がなくても家族団らんの時間があり
ます。私の両親は毎日仕事が忙しくて
家に帰ってくるのが遅いけど、私たちが
帰宅すると必ず電話をしてくれます。「学
校どうだった？ご飯食べた？」と。本当
に温もりを感じます。
また、メキシコは大家族で、全員合

わせると20人程にもなり、お祝い事の
度に集まるととてもにぎやかです。私
の家族はもちろん、メキシコの人々は

パーティーが大好き。食事の後のダン
スパーティーは永遠に続きます。パパ
は私にメキシコの踊り「サルサ」を教え
てくれました。最初は難しくて、よく足
を踏んだり、下を向いたりしていたけど、
今ではリズミカルに踊ることができま
す。
明るくて、元気なメキシコの人々と過

ごす私の留学生活も、もう残り半年し
かないのだと思うととても寂しくなりま
すが、貴重な経験をさせてもらえている
ことに感謝し、メキシコの人々のように
人との繋がりを大切にし、充実した時
間にさせていきます。Viva Mexico!!

明るくて元気なメキシコの人々
帰国生の声

派遣
強化国 夏組 8月 出発 主要言語 スペイン語 定員 8名

〈年齢制限〉2000年11月1日〜2003年4月1日
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ヨーロッパ 《Europe》

35 ラトビア共和国
Republic of Latvia

生活様式
ラトビアはバルト3国の中央に位置し、800年以上の歴史を持
ち、貿易の要所として栄えて、これまで多くの人々や文化を快く
受入れてきました。3世代同居の家庭が多く、家庭の絆をとても
大切にしています。両親が共働きで、家事や育児は祖母が担当
しているという家庭が大半を占めます。ラトビアはいくつかのエ
スニックグループで構成されるため、気質は様々ですが、概して
親は子供のしつけに厳しく、家事の手伝いを進んで行い、外出
の際には行き先や時間をきちんと告げることを好みます。

AFSラトビア
1991年から活動をしています。国内には3つの支部があり、
2016年は11か国からAFS生を受入れました。

教育制度
義務教育は就学前教育2年に加えて、1年生から9年生までで、

9年生を卒業する際に試験があります。その後、6割は高等学
校（16～ 18歳：10～ 12年生）へ、3割が高等専門学校（16
～ 20歳：4年制）や専門学校（16 ～ 18歳：2～ 4年制）へ
進学します。

高校生活
学　　年： 9月～ 5月下旬
授　　業：月～金の週5日制。通常8時半～ 15時。1時限40

～ 45分。
教　　科：ラトビア語、英語、文学、地理、歴史、経済、代

数幾何、物理、生物、化学、美術、音楽、体育、
家庭科など

課外活動：学校では水泳、ダンス、バスケットボール、陸上な
どのスポーツが中心ですが、地域では音楽、工芸、
演劇などの活動もあります。

そ の 他：地域により、学校での主要言語がラトビア語又は
ロシア語になります（配属家庭の言語による）。

配属の傾向
都市部か郊外への配属で、地方での配属は少数です。ラトビ
ア語かロシア語を話す家庭に配属され、学校は10～ 12年（日
本の高校の1～ 3年相当）に編入されます。

g査証 h

g配属制限 h

 

g語学 h

審査に時間を要し、発給が出発直前になったり、出発日
が変更になる場合があります。

伝統的に肉料理をよく食べるため、菜食主義者の配属は
困難です。

現地到着後、ラトビア語講座の提供が予定されています。

夏組 8月 出発 主要言語 ラトビア語・ロシア語

AFSラトビアより
Laipni lūgti Latvijā!
（ようこそラトビアへ！）

定員 2名

〈年齢制限〉2000年9月1日〜2002年8月1日



55

ヨーロッパ 《Europe》

36 ロシア連邦
Russian Federation

生活様式
ロシアは3世代同居や大家庭が多く、家族の絆をとても大切
にしています。両親が共働きで、家事や育児は祖母が担当して
いるという家庭が大半を占めます。ロシアでは、比較的狭い
集合住宅に住む家族が多く、少なくとも家族の一人は喫煙者
である可能性が高いです。またプライバシーの概念が根付い
ていないため、プライバシーを尊重してもらうことは期待でき
ません。家族は子どもを大切に育て、外出の際には行き先や
時間をきちんと告げることを好みます。
週末は郊外の別荘に行ったり、離れたところに住む家族や友
人に会ったりして過ごします。

AFSロシア
1990年から活動をはじめ、2016年は24か国からAFS生を
受入れました。

教育制度
小中学校（6～ 15歳：1～ 9年生）は義務教育で、その後は
大学進学を前提とした高等学校に進むコースと専門学校に進
むコースがあります。高等学校は2年（16 ～ 18歳：10～ 11
年生）、大学は5年（18～ 23歳）です。

高校生活
学　　年： 9月～ 5月。
授　　業： 月～金の週5日制（一部の学校は土曜日も授業が

あります）。通常8時又は9時～15時。
教　　科： ロシア語、文学、数学、歴史、外国語、現代社会、

心理学、生物、物理、科学、天文学、体育などが
必修科目です。

課外活動： 音楽、ダンス、スポーツが中心です。
そ の 他： 近年、理科、外国語、芸術に特化した専門高校も

設立されました。
 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
大半が西部、中部の都市郊外、あるいは小さな町に配属され
ます。シベリアに配属される可能性もあります。モスクワやサン
クトペテルブルクなど大都市への配属はほとんどありません。

g配属制限 h

g予防接種 h

g語学h

喫煙者のいる受入家庭が大半であるため、禁煙家庭への
配属は困難です。菜食主義者の配属も困難です。

BCGなど指定の予防接種が必要です。

現地到着後、ロシア語講座の提供が予定されています。

「隣の国だけどあまり知らない国」と
いう印象をうける国「ロシア」を私は選
び派遣された。帰国した今、私は二つ
のエピソードを思い出した。
留学先では出発前に自分で思い描い

ていたものよりも、想像していなかっ
たことを体験した。「おそロシア」とい
う造語があるように、我々はロシアの
ことを怖い国として考えているだろう。
現実、ロシアの人は我々が思っている
よりもずっと親切で身内に対する大き
な愛を持つ国民だ。年越しやクリスマ
スなどの年間行事を家族で祝い楽しむ
ことで家族の絆を深めている。大きな
体格でありながら、語調が強いロシア

の人に日本人は「怖い」という先入観
を持ってしまうが、実は「お節介なほど
相手を思いやる国民」なのである。そ
の先入観は私も持っていたために、始
めのうちはファミリーとの間に距離が
できてしまったが、自分から積極的に
考えていること、感じていることを伝え、
お互いに理解し合うことで先入観を取
りはらい、共により良い関係を築くこ
とができた。
「ロシアの日常」と調べると、熊に乗っ
ている写真や、イクラとウォッカをむさ
ぼる男性などが表示されるが、ロシア
の人が日常的に好きなことは「散歩」
である。一足外に出ると、子供から大

人まで多くの人が散歩している。散歩
と言っても並大抵な距離ではなく、数
時間歩き続けるのも珍しくはない。た
だ歩き続けるのでなはい 。道端に咲い
ている花や、最近のこと、様々なこと
についてお互い喋りながら楽しく散歩
する。「無駄なお金を使わずに、楽しく
時を過ごす」と私の友人は言った。話
しながら親睦を深めるので、どれも良
い思い出になった。ロシアでは貴重な
体験や発見があった。困難にもぶつ
かったが、隣国にもかかわらず真新し
い未知の文化を経験できる頼もしい地
で自分は成長できて光栄でした。

隣国ロシアの未知なる文化に触れて
帰国生の声

派遣
強化国 夏組 8月 出発 主要言語 ロシア語 定員 10名

〈年齢制限〉2001年3月1日〜2003年4月1日
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ヨーロッパ 《Europe》

37 スイス連邦
Swiss Confederation

生活様式
緻密な仕事を得意とし、礼儀正しく、個人のプライバシーを重
んじるスイス人は時々よそよそしいと誤解されるようですが、
ドイツ語圏・フランス語圏・イタリア語圏・ロマンシュ語圏と四
つの文化を併せ持つ親しみやすい国です。

AFSスイス
1953年から活動を始め、2016年は46か国からAFS生を受
入れました。

教育制度
長年にわたり教育に大変力を入れています。義務教育は6歳
から15歳までの9年間又は10年間で、学校は初等、中等、
高等学校からなり、制度については各カントン（州）の責任に
委ねられています。

高校生活
学　　年： 8月下旬～7月上旬。
授　　業： 月～金曜日の週5日制。通常7時半～ 16時。
教　　科： 数学、理科、歴史、地理、英語、フランス語、ド

イツ語、体育、音楽、美術など。

課外活動： 学校にはないので、自主的に地域のクラブなどを探
してください。

そ の 他： スイスの学校のレベルは高いので、派遣生は積極的
に授業に参加し、学業に取り組むことが望まれます。

 支部で語学研修の機会があります（ドイツ語圏）。

配属の傾向
ひとり親の家族が多く、家事を積極的に手伝うことが期待さ
れます。配属先は主にドイツ語圏です。フランス語を一定期間
学んだことがあり、語学能力を証明することができる生徒は、
まれにフランス語圏に配属されることがあります（フランス語
圏への配属は、最低でも2年以上のフランス語学習歴が必要
です）。特定の配属言語圏を希望することはできません。配属
される言語圏が決まったら、すぐに言語の勉強を開始してくだ
さい。地方への配属がほとんどです。AFS生は通常ギムナジ
ウム又はカントンシューレの10年か11年（日本の高校1、2年
相当）に編入される場合が多いですが、年齢によっては9年（日
本の中学3年相当）に編入されることもあります。

g配属制限 h

g成績 h

g語学 h

乳製品と野菜のみしか食べない生徒の配属は困難です。
受入家庭の9割以上で室内ペットを飼っているため、動
物アレルギーのある生徒の配属は困難です。特定の教会
（モルモン教、エホバの証人）に通うことを希望する生徒、
体重過多の生徒の配属も困難です。

ホストスクールの受入条件として、過去3年間において全
ての科目の成績がトップクラスであることが求められま
す。選考試験の受験にあたっても、学業成績が上位1/4
以内であることが条件となります（P 60、65）。

出発までにオンライン語学講座の提供が予定されてお
り、指定レベルまでの修了が求められます。
出発までにゲーテ・インスティトゥート（ドイツ政府が設
立した公的な国際文化交流機関）のドイツ語検定試験が
示す「Ａ2レベル」相当以上のドイツ語力を有することが
求められます。未達の場合は、現地語学学校への通学が
必須となり、授業料（約15万円）をご負担いただきます
ので、ご理解の上応募ください。

「おかえりなさい！　スイスはどう
だった？」
長いようで短かった留学が終わり、

みんながそう声をかけてくれます。
この一年間の出来事は、私を大きく

変えてくれたような、しかし何も変わっ
ていないようで、まさに夢のような体
験でした。周りはみな日本人ばかりで、
一日中日本語を喋っているのは、奇妙
に思えてしまいます。
スイスでは、ドイツ語、フランス語、

イタリア語、ロマンシュ語の公用語が
聞こえるのはもちろん、さらにスペイ
ン語や英語、アラビア語など多種多様
な言語が日常の中に溶け込んでいたの
で、より一層それが際立っているのか

もしれません。
私はよく留学中の色々な出来事を家

族や友人、先生方に話すのですが、そ
こで気づいたことがあります。それは、
日本人にとってスイスはあまりゆかりの
ある国ではない、ということです。有
名なのといえば、国連の本部があるこ
と、チーズやチョコレートが美味しいこ
とくらいでしょう。
私はよく、「スイスでは何語を喋る

の？」と聞かれます。中には、スイス語
という独自の言語があると思っている
人もいるくらいです。公用語が四か国
語あって、その中に英語はないという
とみな一様に驚きます。そう、それが
普通なのかもしれません。私だって、

スイスで勉強するまでは何も知りませ
んでした。もちろん、人口や公用語など、
ある程度の知識は持ってから旅立ちま
した。しかし、スイスはそんな「知識」
では表現しきれない、素晴らしい国で
した。
空気が美味しいこと、日本人に似て

真面目で、それでいてヨーロッパ人のよ
うな気さくさをもつ素敵なスイスの
人々、食べたこともないような美味しい
チーズ、すべて、スイスに行ってみなけ
ればわからないことでした。
それを教えてくれたこの一年間、た

くさんの人々には感謝の気持ちでいっ
ぱいです。今まで支えてくださって、本
当にありがとうございました！

スイスは何語でしゃべるの？
帰国生の声

冬組 2月 出発 夏組 8月 出発 主要言語 ドイツ語・フランス語 定員 5名（冬組）・6名（夏組）

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2002年2月1日 （冬組）／2000年4月2日〜2002年8月15日 （夏組）



57

ヨーロッパ 《Europe》

38 ドイツ連邦共和国
Federal Republic of Germany

生活様式
自分の意見を率直に述べる国民です。活動的でスポーツを楽
しみます。家族の形態は様々で、父親が外で働き、母親が家
事を任されている家庭もあれば、両親共に仕事をもち、家事
を公平に分担する家庭もあります。子供は両親に自分の行動
についてきちんと事前に報告しなければなりません。

AFSドイツ
1947年に設立されました。2016年は51か国からAFS生を
受入れました。

教育制度
教育は各州の教育省に任されています。義務教育は6歳から
15歳までの9年間（一部の州は6歳から16歳までの10年間）。
小学校4年を終えた後、能力・志望に応じ大学進学コースのギ
ムナジウム（9年）、職業コースのレアルシューレかハウプト
シューレに進みます。上記コースを合わせたゲザムトシューレ
も少数あります。

高校生活
学　　年： 8月下旬～ 6月下旬。
授　　業： 週5日又は6日制。通常8時から13～ 16時。
教　　科： ドイツ語、英語、数学、物理、生物、科学、歴史、

社会、美術、音楽、地理、哲学、体育など。
課外活動： 学校ではほとんどありませんので、音楽やスポーツ

の活動をしたい人は自主的に行ってください。
そ の 他： 多くの生徒はかなりの時間を勉強に使います。授業

は一般に少人数制で、自分の意見や考えをもち、
発表することを重視しています。多くの学校で修学
旅行があります。

 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
ほとんどのAFS生が地方の中流家庭へ配属されます。都市へ
の配属はごく少数です。また、旧東ドイツに配属される可能性
もあります。通常、公立高校ギムナジウムかレアルシューレの
10年（日本の高校1年相当）に編入されますが、現地到着後、
生徒の語学力等をみながらホストスクールが決定されます。近
年社会情勢の変化等により、AFS生の配属先の確保が大変
厳しく、配属の決定に時間を要しており、出発日が複数回に
分かれます。出発時期による留学期間の延長はありません。
状況をご理解の上、ご応募ください。

g配属制限 h

g出発日 h

g語学 h

カトリック・プロテスタント以外の特定の教会に通うことが
必要な生徒や、野菜しか食べられない、肉しか食べられ
ないなど厳格な食事制限のある生徒の配属は困難です。

配属状況により出発日が複数回に分かれます。

ドイツ語AIレベルの語学力が必要です。

帰国してまだ3日しか経っていないの
に、夢だったのではないかと思うほど、ド
イツで過ごした約11か月間は、あっという
間でした。
私が住んでいたのは、バイエルン州で

一番大きな、ミュンヘンという街です。移
民や外国人観光客が多く、アジア人もたく
さんいたのであまり珍しがられることもな
く、周りの人達はすぐに私を受け入れてく
れました。
しかし言語の壁はやはり大きく、すごく

仲の良い友達というのはなかなかできませ
んでした。ドイツ語のテンポの速い会話を
聞き取るのは、ドイツ語歴半年の私には困
難で、最初はただただ知らない音を聞いて
いるような感じでした。

AFSのキャンプなどで、同じ時期に来
た他の国の留学生たちが、もうペラペラと
ドイツ語を使いこなしているのを見て落ち
込んだこともありました。
しかし、ホストファミリーや友達のサポー

トのおかげで、少しずつ会話を理解できる
ようになり、7月には公民の授業で日本の
政治や経済についてのプレゼンテーション
を行いました。日本とドイツでの歴史的な
つながりなども話し、みんなにより日本に
ついて興味を持ってもらうことができたと
思います。
そして、私がドイツにより馴染めるよう

になったきっかけは、9月のクラス替えです。
2月に来た私は、年相応の10年生のク

ラスに入っていました。9月からは11年生

に進級する予定だったのですが、11年生
は全ての授業が選択制で、卒業試験に向
けて授業もより難しくなると聞き、10年生
のクラスに留まることにしました。それま
での友達と会う機会は減ってしまいました
が、新しいクラスは全員が仲良く、他の留
学生もいてすぐに馴染めました。そしてす
ごく気の合う友達もできました。
留学生活後半は、オクトーバーフェスト

やクリスマスなど行事もたくさんで、本当に
充実した日々を送ることができました。
楽しかったこと、辛かったこと全て含め

て、改めて留学して良かったと今感じてい
ます。影で支えてくださった人達への感謝
の気持ちを忘れずに、これからの人生にこ
の経験を活かしていきたいです。

言葉の壁をこえて
帰国生の声

冬組 2-3月 出発 夏組 9-10月 出発 主要言語 ドイツ語 定員 冬組11名／夏組10名

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2002年4月1日 （冬組）／2000年4月2日〜2003年3月5日 （夏組）
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中南米 《South and Central America》

39 ブラジル連邦共和国
Federative Republic of Brazil

生活様式
熱帯雨林とサンバカーニバルで有名なブラジルの国民は明る
く陽気で親切、時間にあまりこだわらないところがあります。
気取りのない社会で、家族のつながりをとても大切にします。
典型的なブラジルの家庭では、父親は仕事中心、母親は仕事
と子育て、家事を両立させながら忙しくしています。親は子供
を大切にし、特に女子に対しては保守的です。

AFSブラジル
1956年から活動しています。2016年は28か国からAFS生
を受入れました。

教育制度
9・3・4制を実施しています。7歳から9年間の義務初等教育
の後、3年間の中等教育（高校）と4年間の高等教育（大学・
専門学校など）があります。中等学校卒業者の約半数が専門
学校に進学します。国公立学校は無償です。

高校生活
学　　年： 2月～ 12月。
授　　業： 月～金の週5日制。通常7時から12時。午後授業

の学校もあります。1時限50分、1日5時限。
教　　科： ポルトガル語、数学、生物、ブラジル文学、世界史、

化学、物理、外国語（英語、フランス語、スペイン語）、
体育、地理、公民など。

課外活動： 課外活動はありません。
そ の 他： 大半の学校で制服の着用が義務づけられています。

配属の傾向
AFS生はブラジルのほぼ全地域に配属され、大半が中流家庭
へ配属されます。受入校は、公立、私立のいずれの場合もあ
ります。AFS生は通常、10～ 12年（日本の高校1～ 3年相当）
に編入されます。

g配属制限 h

g語学 h

菜食主義や肉料理が食べられないなど食事制限のある生
徒の配属は困難です。
現在、医師から処方されている薬を服用している生徒の
配属は大変困難です。

出発までにオンライン語学講座の提供があり、指定レベ
ルまでの修了が求められます。

ブラジルの空港からホストファミリー
宅へ向かう車の中で「これがブラジル
か!!!」とあまりの活気とパワフルさに
驚いたのをよく覚えている。大音量で
音楽を流し走る車、道路でサッカーを
する子供たち、カーニバルでもないの
にサンバを踊る人々̶想像はしていた
し、テレビを通しては知っていたつもり
だったが、自分の目で見た「南米ブラ
ジル」の壮大さはまるでケタが違った。
正に「百聞は一見に如かず」を感じた
瞬間であった。たった数分の間にブラ
ジルという国にのみ込まれ、ここで1
学年間も過ごせるのかと考えただけで
ワクワクしていた。私が派遣されたセ

アラ州フォルタレーザはブラジル東北
部に位置する都会だった。ブラジルの
国土は日本の約23倍。それぞれの地
域に特色があり、まるで世界を凝縮し
たような国だった。AFSのオリエンテー
ションに行くのに12時間もかかり、大
きすぎるブラジルに唖然とした日々
だった。
私がこの留学でモットーにしたのは

「貪欲に過ごす」ことだった。この目で
余すことなくブラジルを見て、感じ、他
の留学生とはひと味違う1学年間にした
いと思った。日本での当たり前なんて
通用しなくて時には挫折することもあっ
た。ホストファミリーとうまくいかない

ときもあった。学校に行きたくなくなっ
たときもあった。それでも必死に、貪
欲にブラジルを受入れようと決めて日々
を過ごすことができたから、1学年間を
実りあるものにできたのだと思う。
この1学年間で私がブラジルから得

た一番大きいものは、間違いなく人と
の「繋がり」だと思う。本当にいろんな
人と出会い、繋がることができた。ブ
ラジルへの留学を決めていなければこ
んなに繋がりの多い人生にはならな
かったはず。このブラジルとの大きな
繋がりはきっと私の人生で一番の財産
になると思う。これからもずっとブラジ
ルとの繋がりを大切に生きていきたい。

大きな繋がり
帰国生の声

派遣
強化国 冬組 2月 出発 定員 冬組4名／夏組4名夏組 8月 出発 主要言語 ポルトガル語

〈年齢制限〉2000年4月2日〜2002年4月1日 （冬組）／2000年4月2日〜2003年4月1日 （夏組）



59



60

高
校
生

中
学
生

応募資格1

（注1） 精神科、心療内科、神経（内）科、小児科、臨床心理士に不登校や対人関係などのこころの問題でカウンセリング又は投薬治療
を受けている最中、又は治療終了後12か月が経過していない場合は、お申込みいただけません。

（注2） 中等教育学校の場合、「第1学年」は第4学年を、「第2学年」は第5学年を指します。

（注3） 前年度と今年度の欠席日数の合計は、保健室登校などで登校していても全授業に出席しない日数を含みます。なお、けがや病気が
完治し、留学生活に支障がない場合は考慮します。選考試験申込書に理由と現状を記入してください。場合によっては診断書の提出
を求めます。

（注4） 受入国によっては、教育事情により、別途さらなる年齢制限が設定されています。必ず「2018年派遣予定：国別募集一覧（P63-64）」
とあわせてご確認ください。

（注5） 受入国内定後、過去3年分の成績証明書の提出を求めます。

下記の6つの項目をすべて満たしていること
❶ 異文化体験に対する興味と意欲をもち、留学先での生活に心身ともに適
応できる資質のあること。カウンセリング又は投薬治療を受けていた場合、
2017年4月1日時点で治療終了後12か月が経過していること（注1）

❷ 2017年4月の時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学
校又は専修学校高等課程の第1、2学年に在学する人。かつ、前年度と今
年度の欠席日数の合計が目安として30日以内であること（注2）（注3）

❸ 2000年（平成12年）4月2日以降生まれであること（注4）

❹ 応募時点で学業成績が中程度以上であること、特に、スイス希望者は学
業成績が上位1/4以内であること（注5）

❺ 在学校の学校長から推薦されること

❻ 希望する国の配属制限に抵触しないこと

下記の6つの項目をすべて満たしていること
❶ 異文化体験に対する興味と意欲をもち、留学先での生活に心身ともに適
応できる資質のあること。カウンセリング又は投薬治療を受けていた場合、
2017年4月1日時点で治療終了後12か月が経過していること（注1）

❷ 2018年4月の時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学
校又は専修学校高等課程の第1学年に在学する予定で、2017年4月の時
点で中学校第3学年に在学する人。かつ、前年度と今年度の欠席日数の
合計が目安として30日以内であること（注2）（注3）

❸ 2002年（平成14年）4月2日から2003年（平成15年）4月1日までの生
まれであること（注4）

❹ 応募時点で学業成績が中程度以上であること、特に、スイス希望者は学
業成績が上位1/4以内であること（注5）

❺ 応募時点で在学校の学校長から推薦されること。かつ、高校進学後、進
学先の学校長の推薦書を提出すること

❻ 希望する国の配属制限に抵触しないこと

2018年の年間派遣プログラム参加のための応募資格です。
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プログラムの流れ2
応募から帰国後までのプログラムの流れです。
2018年の年間派遣プログラムは2017年4月17日から応募を受け付けます。

　第65期では、39か国・
地域から留学先を選べま
す。「国別情報」の留学体
験談を読んだり、留学説
明会に参加したりして、情
報を集めましょう。

留学の
情報を集める

1

　「国別情報」で配属制限と年
齢制限を確認してください。ま
た、一般選考C日程以降は募
集継続国のみが対象となりま
すので、WEBサイト又は電話
で、募集状況を確認してくださ
い。

応募する国を決める

2

　配属やサポートに必要な情
報確認のため、受入国が内定
した全てのお宅に AFS のボ
ランティアがお伺いします。

家庭訪問

14

　受入国内定後に質問用紙（本
人・保護者用）を提出するほか、
身上書・健康診断書・成績証明
書（過去 3年分）などの書類を英
文で作成します。この英文書類
で、受入国 AFS事務所が書類審
査を行います。

英文書類を
作成・提出する

13

　居住地によって会場が指定されますので、全日程
出席してください。オリエンテーションの日程は、学
校登校日を含むことがありますが、欠席の場合は内
定取消の対象となりますので注意してください。
　東京：2017年 8月 11～13日
　愛知：2017年 8月 11～13日
　大阪：2017年 8月 17～19日
（上記日程以降に受入国が内定した方は 11 月 23～
25日又は2018年3月17～19日予定。東京会場のみ）

第 1回
オリエンテーションに参加

12

　英文書類を受け取った受
入国が、成績や配属制限など
を確認し、書類審査を行いま
す。

受入国による書類審査

15

　当協会指定の旅行代理店
の案内に従って渡航手続きや
査証取得の準備に入ります。
　渡航手続きや査証取得の
準備の開始時期は受入国に
よって異なります。

渡航手続きが始まる

16 　居住地によって会場が指定されますので、全
日程出席してください。オリエンテーションの
日程は学校登校日を含むことがありますが、欠
席の場合は内定取消の対象となりますので注
意してください。
冬組対象　東京：2017年 11月 24～26日
　　　　　大阪：2017年 11月 18～20日
夏組対象　東京・愛知・大阪：2018年 6月

出発前オリエンテーション・
保護者オリエンテーションに参加

17

　選考手数料を支払っ
てください。いかなる事
由でも払い戻しはでき
ませんのでご注意くだ
さい。

選考手数料を振込む
　希望する選考方法と受付期間を確
認のうえ、東京の AFS日本協会まで
簡易書留で応募書類を郵送してくだ
さい。居住地域の公平性の観点から、
事務所への書類持ち込みは受け付け
ません。
※一般選考と公募制推薦では応募方
法・提出書類が異なりますのでよくご
確認の上、書類を郵送してください。

応募書類を郵送する
5

　選考日の約1週間前にAFS日本協会より受験票を送付いた
します。当日の詳細については、受験票に記載されています。

受験票を受け取る
6

　選考試験の結果は郵送でお知らせ
します。一般選考のみ、試験日の翌々
日にインターネットでも発表します。

結果発表・
受入国が内定する

9

指定された期限内にプログラム参加
費の支払いを完了してください。
・受入国内定後 2週間：
一次納入金（一律 30万円）
・受入国審査通過後 2週間：
二次納入金（残額）
※納入期日は各通知に記載されます。

プログラム参加費を支払う

10
　時間に遅れないよう余裕をもって会
場に到着しましょう。
※公募制推薦USA希望者はELTiS
のみの受験となります。

選考試験を
受ける

8

　受入国のルールを守りながら有意
義な異文化体験を！

プログラムに参加する

20

　当協会指定の旅行代理店による点
呼確認後、流れ解散となります。

帰国

21

　一般選考では、申請した希望国の変更を試験直前の水
曜日10時～金曜日17時までの期間限定で受け付けます。
申請はオンラインとなります。いかなる事由でも申請期間
外の変更は不可です。

希望国を変更する
7

　選考試験を通過し、受入国が内定し
た方が対象です。結果（内定）通知に
詳細書類を同封しますので、希望者は
案内に従って書類を揃えて申請してく
ださい。全額支給の奨学金の受給が
決定した方には、既納入金は返金され
ます。

奨学金を申請する
（原則一般選考のみ）

11

　AFS 生とホストファミリーの双方が
有意義な体験を送ることができるよう
に、受入国は慎重に組み合わせを考え
ていきます。配属は大変時間のかかる
作業ですので、決定時期には個人差
があり、お知らせが出発直前になる場
合がありますのでご了承ください。
国によってホストスクールの決定が現
地到着後になります。

ホストファミリー・
ホストスクールが決定する

18

　指定の国際空港に集合します。出発
日は、配属や査証発給の状況により出
発間際で変更になる場合があります。
　出発時期による留学期間の延長は
ありません。

出発

19

　留学体験を振り返りながら、日本の
日常生活への再適応や進路について
情報交換します。
冬組対象：2019年 3月
夏組対象：2019年 8～ 9月

帰国後
オリエンテーションに参加

22

▶P19-58 国別情報
▶WEBサイト
 留学説明会

　アメリカは「13」の英文書類
を提出する段階で、ある程度、
予防接種が完了している必要
があります。留学を考えた時
点で、その後の合否にかかわ
らず、必要な予防接種を受け
始めることを強く推奨します。

（アメリカ希望者のみ）
予防接種を受け始める

2’

▶P30 アメリカ 予防接種

▶P96-101 奨学金のご案内

▶P65　　　　 出発日の変更や
 プログラムの中止等

▶P19-58 国別情報
▶P63-64 国別募集一覧
▶WEBサイト 募集状況

▶P10 教育プログラムとしてのオリエンテーション
▶P67 内定取消について

▶P67 内定取消について ▶P19-58 国別情報

▶P71 選考手数料

　一般選考はオンラインで申
込みし、応募に必要な書類を
揃えます。在学校による推薦書
作成は、余裕をもってお願いし
てください。公募制推薦試験を
受験の方は書面手続きのみと
なります。

応募書類作成
3

▶P72 提出書類一覧
▶P73 一般選考の応募について
▶P78 公募制推薦試験の
 応募について ▶P65 希望国の変更について

▶P69 選考試験の種類
▶P72 提出書類一覧

▶P67 参加の取りやめについて
▶P68 留学費用について

4

公募USA希望者

一般選考

一般選考

一般選考
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　第65期では、39か国・
地域から留学先を選べま
す。「国別情報」の留学体
験談を読んだり、留学説
明会に参加したりして、情
報を集めましょう。

留学の
情報を集める

1

　「国別情報」で配属制限と年
齢制限を確認してください。ま
た、一般選考C日程以降は募
集継続国のみが対象となりま
すので、WEBサイト又は電話
で、募集状況を確認してくださ
い。

応募する国を決める

2

　配属やサポートに必要な情
報確認のため、受入国が内定
した全てのお宅に AFS のボ
ランティアがお伺いします。

家庭訪問

14

　受入国内定後に質問用紙（本
人・保護者用）を提出するほか、
身上書・健康診断書・成績証明
書（過去 3年分）などの書類を英
文で作成します。この英文書類
で、受入国 AFS事務所が書類審
査を行います。

英文書類を
作成・提出する

13

　居住地によって会場が指定されますので、全日程
出席してください。オリエンテーションの日程は、学
校登校日を含むことがありますが、欠席の場合は内
定取消の対象となりますので注意してください。
　東京：2017年 8月 11～13日
　愛知：2017年 8月 11～13日
　大阪：2017年 8月 17～19日
（上記日程以降に受入国が内定した方は 11 月 23～
25日又は2018年3月17～19日予定。東京会場のみ）

第 1回
オリエンテーションに参加

12

　英文書類を受け取った受
入国が、成績や配属制限など
を確認し、書類審査を行いま
す。

受入国による書類審査

15

　当協会指定の旅行代理店
の案内に従って渡航手続きや
査証取得の準備に入ります。
　渡航手続きや査証取得の
準備の開始時期は受入国に
よって異なります。

渡航手続きが始まる

16 　居住地によって会場が指定されますので、全
日程出席してください。オリエンテーションの
日程は学校登校日を含むことがありますが、欠
席の場合は内定取消の対象となりますので注
意してください。
冬組対象　東京：2017年 11月 24～26日
　　　　　大阪：2017年 11月 18～20日
夏組対象　東京・愛知・大阪：2018年 6月

出発前オリエンテーション・
保護者オリエンテーションに参加

17

　選考手数料を支払っ
てください。いかなる事
由でも払い戻しはでき
ませんのでご注意くだ
さい。

選考手数料を振込む
　希望する選考方法と受付期間を確
認のうえ、東京の AFS日本協会まで
簡易書留で応募書類を郵送してくだ
さい。居住地域の公平性の観点から、
事務所への書類持ち込みは受け付け
ません。
※一般選考と公募制推薦では応募方
法・提出書類が異なりますのでよくご
確認の上、書類を郵送してください。

応募書類を郵送する
5

　選考日の約1週間前にAFS日本協会より受験票を送付いた
します。当日の詳細については、受験票に記載されています。

受験票を受け取る
6

　選考試験の結果は郵送でお知らせ
します。一般選考のみ、試験日の翌々
日にインターネットでも発表します。

結果発表・
受入国が内定する

9

指定された期限内にプログラム参加
費の支払いを完了してください。
・受入国内定後 2週間：
一次納入金（一律 30万円）
・受入国審査通過後 2週間：
二次納入金（残額）
※納入期日は各通知に記載されます。

プログラム参加費を支払う

10
　時間に遅れないよう余裕をもって会
場に到着しましょう。
※公募制推薦USA希望者はELTiS
のみの受験となります。

選考試験を
受ける

8

　受入国のルールを守りながら有意
義な異文化体験を！

プログラムに参加する

20

　当協会指定の旅行代理店による点
呼確認後、流れ解散となります。

帰国

21

　一般選考では、申請した希望国の変更を試験直前の水
曜日10時～金曜日17時までの期間限定で受け付けます。
申請はオンラインとなります。いかなる事由でも申請期間
外の変更は不可です。

希望国を変更する
7

　選考試験を通過し、受入国が内定し
た方が対象です。結果（内定）通知に
詳細書類を同封しますので、希望者は
案内に従って書類を揃えて申請してく
ださい。全額支給の奨学金の受給が
決定した方には、既納入金は返金され
ます。

奨学金を申請する
（原則一般選考のみ）

11

　AFS 生とホストファミリーの双方が
有意義な体験を送ることができるよう
に、受入国は慎重に組み合わせを考え
ていきます。配属は大変時間のかかる
作業ですので、決定時期には個人差
があり、お知らせが出発直前になる場
合がありますのでご了承ください。
国によってホストスクールの決定が現
地到着後になります。

ホストファミリー・
ホストスクールが決定する

18

　指定の国際空港に集合します。出発
日は、配属や査証発給の状況により出
発間際で変更になる場合があります。
　出発時期による留学期間の延長は
ありません。

出発

19

　留学体験を振り返りながら、日本の
日常生活への再適応や進路について
情報交換します。
冬組対象：2019年 3月
夏組対象：2019年 8～ 9月

帰国後
オリエンテーションに参加

22

▶P19-58 国別情報
▶WEBサイト
 留学説明会

　アメリカは「13」の英文書類
を提出する段階で、ある程度、
予防接種が完了している必要
があります。留学を考えた時
点で、その後の合否にかかわ
らず、必要な予防接種を受け
始めることを強く推奨します。

（アメリカ希望者のみ）
予防接種を受け始める

2’

▶P30 アメリカ 予防接種

▶P96-101 奨学金のご案内

▶P65　　　　 出発日の変更や
 プログラムの中止等

▶P19-58 国別情報
▶P63-64 国別募集一覧
▶WEBサイト 募集状況

▶P10 教育プログラムとしてのオリエンテーション
▶P67 内定取消について

▶P67 内定取消について ▶P19-58 国別情報

▶P71 選考手数料

　一般選考はオンラインで申
込みし、応募に必要な書類を
揃えます。在学校による推薦書
作成は、余裕をもってお願いし
てください。公募制推薦試験を
受験の方は書面手続きのみと
なります。

応募書類作成
3

▶P72 提出書類一覧
▶P73 一般選考の応募について
▶P78 公募制推薦試験の
 応募について ▶P65 希望国の変更について

▶P69 選考試験の種類
▶P72 提出書類一覧

▶P67 参加の取りやめについて
▶P68 留学費用について

4

公募USA希望者

一般選考

一般選考

一般選考
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❶2018年派遣予定：国別募集一覧（定員は2017年2月時点での予定人数です。　
変更になる場合もありますのでご了承ください。）

留学先を選ぶ3
【重要】留学先ごとに制約、条件が異なります。P19-58の国別情報とあわせてよく読ん
でから応募してください。※中学生の方は冬組には応募できませんので注意してください。

留学先
定員

（予定）
出発 –帰国（予定） 年齢制限 留学先

対象となる選考方法（応募可能な期間） プログラム
参加費

国別情報
掲載ページ一般選考 A

（4/17～ 5/25）
一般選考 B

（4/17～ 6/29）
一般選考 C（注 1）

（7/19～ 9/14）
公募制推薦（注 2）

（4/17以降随時）

冬
組

（2～4月
出　発）

アルゼンチン（ウルグアイ） 10名 2月 -  1月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　4月　1日 アルゼンチン（ウルグアイ） ○ ○ × △ 120万円　 P20
オーストラリア 10名 2,3月 -12,1月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　4月　1日 オーストラリア ○ ○ × × 160万円　 P21
コスタリカ 15名 2月 -  1月 2000年　5月　1日 ～ 2002年　4月　1日 コスタリカ ○ ○ △ △ 120万円　 P22
スイス 5名 2月 -  1月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　2月　1日 スイス ○ ○ △ × 140万円　 P56
タイ 15名 4月 -  3月 2000年　5月 20日 ～ 2002年　4月　1日 タイ ○ ○ △ △ 120万円　 P23
チリ 10名 2月 -  1月 2000年　8月 20日 ～ 2002年　4月　1日 チリ ○ ○ △ △ 120万円　 P24
ドイツ 11名 2,3月 -  1月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　4月　1日 ドイツ ○ ○ × × 140万円　 P57
パナマ 3名 2月 -  1月 2000年 11月 30日 ～ 2002年　4月　1日 パナマ ○ ○ △ △ 120万円　 P25
パラグアイ 4名 2月 -  1月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　4月　1日 パラグアイ ○ ○ △ △ 120万円　 P26
ブラジル 4名 2月 -  1月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　4月　1日 ブラジル ○ ○ × △ 120万円　 P58
ホンジュラス 3名 2月 -  1月 2000年　8月 20日 ～ 2002年　2月 15日 ホンジュラス ○ ○ △ △ 120万円　 P27
マレーシア 10名 2月 -  1月 2000年　7月　1日 ～ 2002年　4月　1日 マレーシア ○ ○ × △ 120万円　 P28

冬組　計 100名

夏
組

（6～10月
出　発）

アイスランド 2名 8月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　8月　1日 アイスランド ○ ○ △ × 140万円　 P29
アメリカ 110名 8,9月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　4月　1日 アメリカ ○ ○ △ △ 160万円　 P30
イタリア 25名 9月 -  7月 2000年 12月　1日 ～ 2003年　4月　1日 イタリア ○ ○ △ × 140万円　 P31
インド 7名 6,7月 -  5月 2001年　1月　1日 ～ 2002年 12月 20日 インド ○ ○ △ △ 120万円　 P32
インドネシア 7名 8月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　8月 15日 インドネシア ○ ○ △ △ 120万円　 P33
エクアドル 5名 8月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　3月　1日 エクアドル ○ ○ △ △ 120万円　 P34
オーストリア 5名 8月 -  7月 2000年　9月 10日 ～ 2002年 10月　1日 オーストリア ○ ○ △ × 140万円　 P35
オランダ 3名 8,9月 -  7月 2000年 12月　1日 ～ 2003年　4月　1日 オランダ ○ ○ △ × 140万円　 P36
カナダ（英語圏1名・フランス語圏1名） 2名 8月 -  7月 2001年　3月 10日 ～ 2003年　4月　1日 カナダ（英語圏1名・フランス語圏1名） ○ △ △ × 140万円　 P37
スイス 6名 8月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　8月 15日 スイス ○ ○ △ × 140万円　 P56
スウェーデン 7名 8月 -  6月 2000年　8月　1日 ～ 2002年　3月 10日 スウェーデン ○ ○ △ × 140万円　 P38
スペイン 5名 9月 -  6月 2001年　3月 10日 ～ 2003年　4月　1日 スペイン ○ ○ △ × 140万円　 P39
スロバキア 1名 9月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　9月　1日 スロバキア ○ △ △ × 140万円　 P40
チェコ 7名 8月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　4月　1日 チェコ ○ ○ △ × 140万円　 P41
中国 3名 8月 -  6月 2001年　3月　1日 ～ 2003年　2月 15日 中国 ○ ○ △ △ 120万円　 P42
デンマーク 8名 8月 -  6月 2000年　8月 15日 ～ 2003年　1月　1日 デンマーク ○ ○ △ × 140万円　 P43
ドイツ 10名 9,10月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　3月　5日 ドイツ ○ ○ △ × 140万円　 P57
ノルウェー 9名 8月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　8月 15日 ノルウェー ○ ○ △ × 140万円　 P44
ハンガリー 10名 8月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　2月 15日 ハンガリー ○ ○ △ × 140万円　 P45
フィリピン 5名 7月 -  5月 2001年　1月　1日 ～ 2003年　1月　1日 フィリピン ○ ○ △ △ 120万円　 P46
フィンランド 13名 8月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2002年 12月 10日 フィンランド ○ ○ △ × 140万円　 P47
ブラジル 4名 8月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　4月　1日 ブラジル ○ ○ △ △ 120万円　 P58
フランス 18名 9月 -  7月 2000年 12月　5日 ～ 2002年　9月　1日 フランス ○ ○ △ × 140万円　 P48
ベルギー（オランダ語圏） 5名 8月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　4月　1日 ベルギー（オランダ語圏） ○ ○ △ × 140万円　 P49
ベルギー（フランス語圏） 3名 8月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　4月　1日 ベルギー（フランス語圏） ○ ○ △ × 140万円　 P49
ボリビア 5名 7月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　1月 20日 ボリビア ○ ○ △ △ 120万円　 P50
ポルトガル 3名 9月 -  6月 2000年　8月 15日 ～ 2003年　4月　1日 ポルトガル ○ ○ △ × 140万円　 P51
香港 3名 8月 -  6月 2002年　3月　1日 ～ 2003年　4月　1日 香港 ○ ○ △ △ 120万円　 P52
メキシコ 8名 8月 -  7月 2000年 11月　1日 ～ 2003年　4月　1日 メキシコ ○ ○ △ △ 120万円　 P53
ラトビア 2名 8月 -  7月 2000年　9月　1日 ～ 2002年　8月　1日 ラトビア ○ ○ △ × 140万円　 P54
ロシア 10名 8月 -  6月 2001年　3月　1日 ～ 2003年　4月　1日 ロシア ○ ○ △ △ 120万円　 P55

夏組　計 311名
総合　計 411名
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対象となる選考方法／○＝応募可　△＝定員に達していなければ応募可（募集状況は随時WEBサイトで発表します）　×＝応募不可
　　　　　　　　　　（注1）応募時点の募集状況を確認のうえご応募ください。また、秋以降は定員に達していない国を対象に追加募集を行います。
　　　　　　　　　　（注2）定員に達し次第受付を終了します。

留学先
定員
（予定）

出発 –帰国（予定） 年齢制限 留学先
対象となる選考方法（応募可能な期間） プログラム

参加費
国別情報
掲載ページ一般選考 A

（4/17～ 5/25）
一般選考 B

（4/17～ 6/29）
一般選考 C（注 1）

（7/19～ 9/14）
公募制推薦（注 2）

（4/17以降随時）

冬
組

（2～4月
出　発）

アルゼンチン（ウルグアイ） 10名 2月 -  1月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　4月　1日 アルゼンチン（ウルグアイ） ○ ○ × △ 120万円　 P20
オーストラリア 10名 2,3月 -12,1月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　4月　1日 オーストラリア ○ ○ × × 160万円　 P21
コスタリカ 15名 2月 -  1月 2000年　5月　1日 ～ 2002年　4月　1日 コスタリカ ○ ○ △ △ 120万円　 P22
スイス 5名 2月 -  1月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　2月　1日 スイス ○ ○ △ × 140万円　 P56
タイ 15名 4月 -  3月 2000年　5月 20日 ～ 2002年　4月　1日 タイ ○ ○ △ △ 120万円　 P23
チリ 10名 2月 -  1月 2000年　8月 20日 ～ 2002年　4月　1日 チリ ○ ○ △ △ 120万円　 P24
ドイツ 11名 2,3月 -  1月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　4月　1日 ドイツ ○ ○ × × 140万円　 P57
パナマ 3名 2月 -  1月 2000年 11月 30日 ～ 2002年　4月　1日 パナマ ○ ○ △ △ 120万円　 P25
パラグアイ 4名 2月 -  1月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　4月　1日 パラグアイ ○ ○ △ △ 120万円　 P26
ブラジル 4名 2月 -  1月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　4月　1日 ブラジル ○ ○ × △ 120万円　 P58
ホンジュラス 3名 2月 -  1月 2000年　8月 20日 ～ 2002年　2月 15日 ホンジュラス ○ ○ △ △ 120万円　 P27
マレーシア 10名 2月 -  1月 2000年　7月　1日 ～ 2002年　4月　1日 マレーシア ○ ○ × △ 120万円　 P28

冬組　計 100名

夏
組

（6～10月
出　発）

アイスランド 2名 8月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　8月　1日 アイスランド ○ ○ △ × 140万円　 P29
アメリカ 110名 8,9月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　4月　1日 アメリカ ○ ○ △ △ 160万円　 P30
イタリア 25名 9月 -  7月 2000年 12月　1日 ～ 2003年　4月　1日 イタリア ○ ○ △ × 140万円　 P31
インド 7名 6,7月 -  5月 2001年　1月　1日 ～ 2002年 12月 20日 インド ○ ○ △ △ 120万円　 P32
インドネシア 7名 8月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　8月 15日 インドネシア ○ ○ △ △ 120万円　 P33
エクアドル 5名 8月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　3月　1日 エクアドル ○ ○ △ △ 120万円　 P34
オーストリア 5名 8月 -  7月 2000年　9月 10日 ～ 2002年 10月　1日 オーストリア ○ ○ △ × 140万円　 P35
オランダ 3名 8,9月 -  7月 2000年 12月　1日 ～ 2003年　4月　1日 オランダ ○ ○ △ × 140万円　 P36
カナダ（英語圏1名・フランス語圏1名） 2名 8月 -  7月 2001年　3月 10日 ～ 2003年　4月　1日 カナダ（英語圏1名・フランス語圏1名） ○ △ △ × 140万円　 P37
スイス 6名 8月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　8月 15日 スイス ○ ○ △ × 140万円　 P56
スウェーデン 7名 8月 -  6月 2000年　8月　1日 ～ 2002年　3月 10日 スウェーデン ○ ○ △ × 140万円　 P38
スペイン 5名 9月 -  6月 2001年　3月 10日 ～ 2003年　4月　1日 スペイン ○ ○ △ × 140万円　 P39
スロバキア 1名 9月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　9月　1日 スロバキア ○ △ △ × 140万円　 P40
チェコ 7名 8月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　4月　1日 チェコ ○ ○ △ × 140万円　 P41
中国 3名 8月 -  6月 2001年　3月　1日 ～ 2003年　2月 15日 中国 ○ ○ △ △ 120万円　 P42
デンマーク 8名 8月 -  6月 2000年　8月 15日 ～ 2003年　1月　1日 デンマーク ○ ○ △ × 140万円　 P43
ドイツ 10名 9,10月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　3月　5日 ドイツ ○ ○ △ × 140万円　 P57
ノルウェー 9名 8月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2002年　8月 15日 ノルウェー ○ ○ △ × 140万円　 P44
ハンガリー 10名 8月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　2月 15日 ハンガリー ○ ○ △ × 140万円　 P45
フィリピン 5名 7月 -  5月 2001年　1月　1日 ～ 2003年　1月　1日 フィリピン ○ ○ △ △ 120万円　 P46
フィンランド 13名 8月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2002年 12月 10日 フィンランド ○ ○ △ × 140万円　 P47
ブラジル 4名 8月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　4月　1日 ブラジル ○ ○ △ △ 120万円　 P58
フランス 18名 9月 -  7月 2000年 12月　5日 ～ 2002年　9月　1日 フランス ○ ○ △ × 140万円　 P48
ベルギー（オランダ語圏） 5名 8月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　4月　1日 ベルギー（オランダ語圏） ○ ○ △ × 140万円　 P49
ベルギー（フランス語圏） 3名 8月 -  7月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　4月　1日 ベルギー（フランス語圏） ○ ○ △ × 140万円　 P49
ボリビア 5名 7月 -  6月 2000年　4月　2日 ～ 2003年　1月 20日 ボリビア ○ ○ △ △ 120万円　 P50
ポルトガル 3名 9月 -  6月 2000年　8月 15日 ～ 2003年　4月　1日 ポルトガル ○ ○ △ × 140万円　 P51
香港 3名 8月 -  6月 2002年　3月　1日 ～ 2003年　4月　1日 香港 ○ ○ △ △ 120万円　 P52
メキシコ 8名 8月 -  7月 2000年 11月　1日 ～ 2003年　4月　1日 メキシコ ○ ○ △ △ 120万円　 P53
ラトビア 2名 8月 -  7月 2000年　9月　1日 ～ 2002年　8月　1日 ラトビア ○ ○ △ × 140万円　 P54
ロシア 10名 8月 -  6月 2001年　3月　1日 ～ 2003年　4月　1日 ロシア ○ ○ △ △ 120万円　 P55

夏組　計 311名
総合　計 411名

一般選考A・B日程は基本的に全ての国が対象になりますが、定員が英語圏・フランス語圏各1名のカ
ナダ及びスロバキアについては、A日程選考が優先されます。A日程で内定者が出た場合、B日程の選
考対象国から外されますので、ご了承ください。
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■受入国の内定方法について
内定国は申告した希望留学先のなかでAFS選考試験の成
績に基づいて決められます。
第1希望国に内定しない場合は、全受験者の第1希望国へ
の配属終了後に定員に達していない国に対して第2希望国
への配属を行います。第2希望国で内定しない場合は、第
2希望国への配属終了後に定員に達していない国に対して
第3希望国への配属を行います。
申込書に順位を記載した国の数だけ、この作業が繰り返さ
れます。そのため、申込書に順位をつける希望国が多いほ
ど、内定の可能性が高くなります。選ぶ国の数に制限はあ
りませんが、希望しない国には順位をつけないようにして
ください。

例）
総合成績 応募者 第1希望国 第2希望国 第3希望国 第4希望国

1位 Aさん
カナダ

（英語圏）マレーシア アメリカ ボリビア

2位 Bさん
カナダ

（英語圏）

3位 Cさん
カナダ

（英語圏）ラトビア イタリア

4位 Dさん ラトビア インド

5位 Eさん ラトビア タイ ドイツ チリ
※選考が1回のみで、受験者を5名とした場合

AFS選考試験の総合成績順に基づき第1希望国から配
属しますので、まずAさんがカナダ（英語圏）に内定し
ます。Bさんは成績は第2位ですが、定員1名のカナダ（英
語圏）が既に埋まってしまっており、他に希望している
国がないので、不合格となります。
DさんとEさんは第1希望のラトビアに内定しますが、
定員2名のラトビアはここで配属が完了となりますので、
Cさんは第3希望のイタリアに内定することになります。
　
アメリカ以外の国については、同一校からの応募が複数の
場合は、内定人数に制約を設ける場合があります。

■希望国の変更について（一般選考のみ）
申込書に希望順位を書いた国は全て希望国と判断します。
一度受入国が内定すると、受験者の都合で変更することは
できませんので、希望しない国には順位をつけないように
してください。ただし、選考前であれば希望国の変更が可
能です。一般選考の場合、試験直前の水曜日10時～金曜
日17時までの期間のみ受け付けます。公募制推薦の場合
は応募後の希望国の変更はできません。希望国の変更は
オンラインでのみ申請が可能です。希望国選択ページにて
変更手続きを行ってください。

■再受験について
選考試験に通過しなかった場合でも、同年度の選考試験
に再チャレンジすることが可能です。1回目にどの選考を受
験したかによって条件が異なりますので、以下を確認してく
ださい。
□一般選考後の再受験
異なる日程の一般選考又は異なる選考方法を選んで再受験
してください。
□公募制推薦後の再受験
公募制推薦を再受験することはできません。異なる選考方
法を選んで再受験してください。

■制約条件に注意！
当協会の応募資格（P 60）に加え、国別に年齢制限、配属
制限、成績基準が定められています。国別情報（P19- 58）
や国別募集一覧（P 63- 64）をよく読んでから応募してくだ
さい。条件を満たしていない場合は、受入国での書類審
査を通過できませんので注意してください。
□年齢制限（P19- 58）
国の教育制度上の規定や査証の発給要件などにより、年
齢制限が定められています。
□配属制限（P19- 58）
ペットによるアレルギーや食事制限がある場合は、配属先
を見つけることが困難な国が増えています。P19- 58の国
別情報をよく読んでから応募してください。
□成績基準
原則として学業成績がクラスあるいは学年で上位2分の1
に入っていることがAFSの国際基準になっています。国に
よっては、これより条件が厳しかったり（スイス4分の1以
内）、また、この条件を満たしていなくても受入れを考慮す
る場合があります。ただし、AFS国際基準よりも成績が下
である場合は、受入国の審査を通過するとは限りません。
在学校からの推薦書や学業誓約書などの書類提出を追加
で求める場合もあります。
□英語力
AFSでは2018年派遣の一般選考試験にELTiS（P70）を採
用します。アメリカへの留学にはELTiSで8割以上の正答率
が求められます。また、どの国でも最初のオリエンテーション
は英語で実施されますので、最低限の英会話力が必要です。

■出発日の変更（遅延）やプログラムの中止等（重要）
配属作業の遅れや査証・政情不安等の問題で、出発間際
に出発日の変更やプログラムの中止又は他国への振替をお
知らせする場合があります。出発日が変更になっても、留
学期間の延長はありません。
過去に出発日の変更をお知らせした国：
アメリカ、アルゼンチン、インドネシア、オーストラリア、オランダ、
カナダ、スペイン、ドイツ、スウェーデン

過去にプログラムの中止をお知らせした国：
ベネズエラ（他国への振替を実施しました）

❷希望留学先を決めるにあたって
AFSの留学プログラムは「異文化理解と相互交流」を第一の目的としたプログラムです。応募者の皆さんが世界中のさまざま
な国に関心を寄せてくださることを期待しています。希望する国があれば、派遣生としての制約事項にふれない限り、できる
だけ多くの国に順位をつけてください。
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❸AFS派遣強化国
AFSの派遣国の中には、なかなか訪れる機会がなかった
り、日本に入る情報が少なかったり、中高生の皆さんには
まだあまり馴染みのない国も含まれているかもしれません。
しかし、感受性の豊かな若い時期に、このような国で現地
の高校生として生活を送ることは、グローバルな視野をもつ
「地球市民」となるために、大変有意義で貴重な経験にな
るとAFSは考えています。

■受入人数の変更
受入事情の変化により、書類審査通過後に内定国の変更
をお願いする場合があります。
過去に内定国の変更をお願いした国：
アイスランド、スペイン、ドイツ、オーストリア

■在学校に持ち帰る書類は各自で（重要）
AFSプログラムは単位修得を目的としたものではありませ
んので、ホストスクールに関する基本情報の提供は行いま
すが、単位認定（P 8）の条件を満たす配属先やサポートを
保証することはできません。ホストスクールの証明書が帰
国後の単位認定資料として必要な場合は、ホストスクール

に通学を開始したら直接交渉し、またホストスクールが定
める証明書発行の要件を満たすよう努力してください。な
お、ホストスクールによっては希望する書類を発行できな
い場合もあります（出席証明書は発行できるが成績書は発
行できない等）。また、帰国後に証明書を希望しても取得
はほぼ不可能です。
受入国との教育制度の違いや語学習得レベルによっては日
本の中学校相当の学年に配属される場合があります。また、
ファミリーチェンジの結果スクールチェンジとなったり、受
入国の社会状況や教育環境の違いにより、ストライキなど
で休校になったりする場合（例：フランス、ボリビア、チリ、
エクアドル）もあります。

アルゼンチン
（ウルグアイ）

ブラジル

パラグアイ

パナマ

ホンジュラス

メキシコ

香港

フィリピン

マレーシア

インドネシア

タイ

インド

ロシア

コスタリカ

ボリビア

エクアドル

チリ

中国

【派遣強化国】

第65期では以下に記載した国と地域を「AFS派遣強化国」
に定めています。皆さんのチャレンジを歓迎します。

Facebook、　 twitterでもレポート、イベント、メディア掲載、その他最新情報をお知らせしています。

様々な分野で活躍している帰国生の声を掲載中！

▼「AFS　活躍する帰国生」で検索

留学中や帰国直後のレポート記事を掲載中！

▼「AFS　年間留学体験談」で検索

「留学しようと思った理由は？」

「留学してどんなことを学んだ？」

youtube.com/AFSJPN
AFS Japan 公式チャンネル

体験者の生の声を聞こう！AFS WAVE

■ 再生リスト

・「海外留学経験者の声」
　各国に留学した先輩の声、これから出発する高校生の声を集めました。
・「わたしの国に来てね！」
　日本に留学した、各国留学生からのメッセージです。

留学体験談

帰国生インタビュー一覧
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❹参加の取りやめについて
受入国内定後、プログラムへの参加を取りやめる場合は、一次納入金振込期限（受入国内定後2週間）までに必ずお電話に
てご連絡ください。折り返し、参加取りやめ届の書式をお送りいたします。書類の記入・返送をもって手続きが完了します。
巻末の参加規程に則り、取りやめの時期により以下の辞退金が発生します。プログラム参加費の支払期日後、出国予定日以前
に参加生がプログラムへの参加を取りやめた場合、AFS日本協会は、その理由のいかんを問わず、参加生とその保護者が支
払ったプログラム参加費から、参加取りやめの時期に応じて下記の（a）、（b）又は（c）の金額を差し引いた上、残りの金額を
参加生とその保護者に払い戻します。

（a）出国予定日の前日から起算して60日前までの場合、30万円
（b）出国予定日の前日から起算して59日前から31日前までの場合、45万円
（c）出国予定日の前日から起算して30日前以降の場合、70万円

参加の取りやめについては「参加規程」P105-106に掲載していますので、あわせてご確認ください。

❺内定取消について
受入国が内定してから日本を出発するまでの間に次のような事態が生じた場合には、内定を取り消すことがあります。内定取
消はAFSから「内定取消通知」の書類を発送したときに効力を生じます。内定取消となった場合は、同年度の選考試験の再
受験はできません。なお、下記への該当性の有無は、当協会の判断によります。

　1） 当協会及び留学内定国が定めている学業成績及び心身の健康状態などの基準を満たしていないとき
　2） 犯罪に関わり、あるいは重大な交通事故を引き起こしたとき
　3） 自己又は他人を傷つけ、あるいは危険にさらしうる言動をしたとき（ソーシャルメディアへの投稿などによる場合を含む）
　4） 在学校の学校長から推薦を取り消されたとき（原因が参加生本人にあるかどうかを問いません）
　5） 在学校から他の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に転校し、転校先の学校長から留学が承認されなかった
とき

　6） 日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に在学しなくなったとき。ただし、在学校での留学手続きのため
出発直前に退学手続きを取る場合を除く

　7） 当協会に提出した書類の情報が正しく記載されていなかったとき
　8） 当協会に提出すべき書類の提出あるいは報告を怠ったとき
　9） 当協会で定められたオリエンテーションの全日程を終了しなかったとき
10） オリエンテーションなど当協会の催しにおいて、AFS生として適切ではない行動又は態度が見られたとき
11） 受入国のAFS事務所が受入れを拒否したとき。ただし、他の希望国に配属された場合は除く
12） 中学3 年生受験者が高校進学後、進学先の学校長から推薦を得られなかったとき
13） プログラム参加費の支払期日を過ぎても支払いがなされないとき、及び出発予定日の前日までに参加費全額の支払いが

完了しないとき
14） AFSの方針、ルール、諸手続きに従わないとき
15） 時期、態様のいかんを問わず、AFSの名誉あるいはその社会的評価を傷つけ、AFS生としての品位を汚し、AFS又は

AFS職員に対する暴言、威嚇あるいは侮辱を行うなど、不適切な行為を行ったとき
16） 以上のほか、AFS生として適性を欠くと認めるべき事由があるとき

なお、7） 8） 13） 14） 15）は保護者についても該当性判断の対象となります。内定取消になった場合の返金規定は下記の通
りです。「参加規程」はP105-106に掲載していますので、併せてご確認ください。

* 上記1）及び11）で内定取消となった場合は、参加規程第3 項①によりお支払いいただいたプログラム参加費全額を返金し
ます。

* 上記5）及び 12）で学校長の承認又は推薦が得られなかった原因が参加生本人にない場合は、お支払いいただいたプログ
ラム参加費からオリエンテーション参加費及び銀行振込手数料を差し引いた残り全額を返金します。その場合は、学校の
方針として承認又は推薦できない事由を明記した学校長名の文書を当協会までお送りください。

* 上記2）3）4）6）7）8）9）10）13）14）15）16）で内定取消となった場合は、取消しの時期に応じ参加規程第2項に従っ
てプログラム参加費を返金します。ただし、4）で推薦取消の原因が参加生本人にない場合は、参加規程第3 項③に従います。

推薦書作成後、当該生徒が転校・長期休学、あるいは退学した場合、及び上記に該当する事態が生じた場合には速やかに当
協会までご連絡ください。
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❶プログラム参加費
派遣強化国

（アジア・中南米・ロシア）
欧州圏（派遣強化国を除く）・

カナダ
英語圏

（アメリカ・オーストラリア）

120万円 140万円 160万円
❷参加費に含まれるもの

日本から受入国までの往復航空運賃（現地国内線を含む）

AFSが加入する団体保険（P9）

出発前・滞在中・帰国後オリエンテーション参加費

ホストスクール通学交通費

出発前・滞在中のサポート経費、連絡諸経費

AFS が企画する参加必須の行事やカウンセリングに関わる経費

プログラム運営・管理費

AFS国際本部経費（P12）

※役務提供が日本国内で行われる業務（派遣国経費）には消費税が含まれます。

❸参加費に含まれないもの
ホームステイ滞在費用（交換留学においてはホストファミリーはすべて善意のボランティアであり、留学生を
家族の一員として受入れ、日常の食事・生活費を負担します）

ホストスクールの授業料（交換留学生として特別待遇で受入れますが例外もあります）

空港税、燃油サーチャージ及び出国手続き諸費用（当協会指定の旅行代理店による） ※1 40,000円～80,000円程度

査証申請料・取得関連費用（指定された大使館までの交通費、指定病院での健康診断作成費用）など ※1 20,000円～ 150,000円程度

予防接種など、受入国からの連絡により必要となる諸費用 3,000円～ 100,000円程度

オリエンテーション会場と自宅間の移動・前泊の費用

当協会が指定する集合・解散場所（成田又は羽田空港を予定）と自宅間の移動・前泊の費用

海外旅行傷害保険、加入費用（任意加入） ※2 130,000円～250,000円程度

留学中の歯科治療費、眼鏡（コンタクトレンズ）代金、直近の既往症及び現症の傷害・疾病継続治療費、
健康診断料、視力検査料、予防接種代金、予防薬代金、美容外科費用など保険でカバーされない費用

留学中の小遣い（受入国により持参指定金額が異なります） 800～ 2,500米ドル程度／年

受入国AFS主催の任意参加旅行費用（受入国により異なります）

受入国AFSが出発前に指定する学校費用
（教科書代、検定試験受験料、制服代、スクールチェンジに伴う学校費用などが必要となる場合があります）

維持会費（当協会の維持会に、奨学金の受給者も含め全員ご入会いただきます） 入会金 5,000円、初年度 5,000円
※ 1　出国手続き及び査証申請は、当協会指定の旅行代理店が手配します。申請方法・申請料などは受入国や為替の変動によって異なります。また、燃油サーチャージ

は出発時期や留学先により大きく異なります。空港税は日本と受入国の利用空港でかかります。
※ 2　任意保険にはなるべくご加入いただくことをお勧めいたします。査証取得のため任意保険加入が必須の国もあります（2016年参考情報：イタリア・スペイン・

ハンガリー・フランス・ポルトガル）。
※受入国や配属先、為替の変動などにより異なります。

❹参加費の支払時期
指定された期限内にプログラム参加費の支払いを完了してください。納入期日は各通知に記載されます。
・一次納入金（一律30万円）：受入国内定後2週間　・二次納入金（残額）：受入国審査通過後2週間

AFS加入保険料など6%
国際本部経費

参加費の内訳

6%

国際航空運賃

 20%

派遣国経費

 31% 受入国経費

 37%

留学費用について4
2018年の年間派遣プログラムの参加費と、参加費に含まれない諸費用についてご説明します。
奨学金については「奨学金のご案内」（P96-101）をご覧ください。
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❶選考試験の種類
選考試験の方法は以下の2種類です。どちらの選考もAFSで決められた基準を満たしているかどうかを確認するためのもの
です。受験の条件・対象国・実施時期を確認のうえ、いずれかの試験を受けてください。秋以降、定員に達していない国に
ついては追加募集を行います。

一般選考 公募制推薦

特徴 広く一般の中高生を対象とした選考で、毎年大半の方が A又は

B日程で受験します。試験科目は多いですが、受験条件はなく、

希望できる国が多いことが特徴です。また、受入国内定後、奨学

金申請ができます。原則、オンラインでの申込が必要です。

前年までの指定校推薦に代わり、65期から新設しました。在学

校での面接を通じた推薦書と自己 PRによって AFS生としての

資質を満たす応募者が対象です。希望できる国は限られますが、

書類受付期間中は随時応募できます。

選考日程カレンダー

2017年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月以降

一般選考

A日程 6/11

B日程 7/16

C日程 10/1

公募制推薦

追加募集

…出願期間　日付…試験日

秋以降、定員に達していない国については追加募集を行います。詳細はAFS日本協会WEBサイトで確認するか、電話でお
問い合わせください。
公募制推薦の募集状況についても、Webサイトもしくはお電話にてご確認ください。

2018年の年間派遣プログラムの選考試験と応募方法です。プログラムの流れ（P61-62）
を確認して、応募書類を簡易書留で郵送してください。

応募資格（P 60）以外の受験条件：特になし

対象国と書類受付期間（消印有効・持ち込み不可）：

● A日程／ 2017年4月17日（月）～ 5月25日（木）
　派遣予定の全ての国

●B日程／ 2017年4月17日（月）～ 6月29日（木）
　派遣予定の全ての国　注）

● C日程／ 2017年7月19日（水）～ 9月14日（木） 
　募集継続国
＊募集継続国はAFS日本協会WEBサイトで確認するか、電話でお問い合せください。

試験日 ： A日程／ 2017年  6月11日（日）
  B日程／ 2017年  7月16日（日）
  C日程／ 2017年10月　1日（日）

試験内容 ： 筆記【英語：80分】【一般教養：30分】
＊英語試験はELTiS（P 70）です。
＊一般教養試験は学校で勉強する内容及び時事問題を出題します。

  個人面接【日本語：15分程度】
＊面接員2名。「異文化の中で、何事に対しても自分で考え行動するこ
とができるか」「受入れ家庭にうまく溶け込むことができるか」「知的
好奇心を持っているか」という観点で評価します。

午前中（9：00頃試験開始）筆記試験、昼食をはさんで午後よ
り個人面接の実施となります。試験日は終日予定をあけるよう
にしてください。

試
（予定）
験会場 ： A日程／ 帯広・旭川・札幌・北見・盛岡・仙台・ 

新潟・東京・岡谷・福井・静岡・名古屋・
大阪・鳥取・出雲・岡山・広島・山口・福岡・
熊本・大分・宮崎

  B日程／ 帯広・旭川・札幌・仙台・新潟・東京・ 
小松・沼津・名古屋・大阪・鳥取・松江・ 
岡山・広島・山口・福岡・佐賀・長崎・ 
熊本・大分・宮崎・鹿児島

  C日程／ 帯広・札幌・仙台・新潟・東京・名古屋・
金沢・大阪・鳥取・松江・岡山・広島・福岡・
熊本・大分・宮崎

希望国変更 ： 選考試験直前の水曜日10時～金曜日17時まで　 
　　　　　　　　　　　　　　（オンライン申請）

結果発表 ： 郵送で通知。試験終了3日後に応募者ならびに在
学校長あてに結果通知を発送します。また、試験
の翌々日から3日間は本人に限り結果発表専用
WEBサイトでも結果を確認できます。

注）一般選考A・B日程は基本的に全ての国が対象になりますが、定員が英語圏・フラン
ス語圏各1名のカナダ及びスロバキアについては、A日程選考が優先されます。A日
程で内定者が出た場合、B日程の選考対象国から外されますので、ご了承ください。

一般選考

応募と選考5
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応募資格（P 60）以外の受験条件：
◆異文化体験に対する強い熱意があり、趣味・特技などで自分をアピールすることのできる人
◆ アメリカを希望する場合は、実用英語技能検定2級、GTEC for Students L&R&W675、TOEIC®Listening&Reading550
またはTOEIC Bridge®150以上の資格を保有していること。
◆ 派遣強化国を希望する場合は、実用英語技能検定準2級、GTEC for students L&R&W485、TOEIC® Listening&Reading 400
またはTOEIC Bridge®134以上の資格を保有していること。

＊ L&R&W：Listening&Reading&Writing
＊ GTEC for studentsは指定スコアに達している限り難易度のタイプは問いません。

推薦枠：1校につき3名まで。ただし、同一の派遣強化国への応募は1校につき1名まで。

試験内容：
在学校からの推薦書、ならびにその他の提出書類（P 72参照）をもとにした書類選考。
アメリカを希望している場合は、別途AFSが実施するELTiSを受験して、アメリカの受入基準（8割以上の正答率）に到達すること。
1回で基準に達しない場合、選考実施期間中に複数回受験（再受験）が可能。

結果発表：
出願書類受領後1週間から10日後に、学校長と応募者宛にそれぞれ結果通知を発送。ただし、アメリカ希望で書類審査に合格の場
合は、ELTiSで基準に達した後の通知となります。

その他：
奨学金の申請を予定している方は、原則一般選考を受験してください。

書類受付期間（消印有効・持ち込み不可）：
2017年4月17日（月）以降随時　
＊ 先着順に受付し、選考を実施。推薦枠（非公開）が定員となり次第、募集を締め切
ります。募集状況はホームページをご確認ください。

対象国：アメリカ及び派遣強化国（P 66）

公募制推薦

公募制推薦応募者対象　アメリカ希望者のELTiS受験について
　
公募制推薦への応募の前後で受験が可能です。

＊テスト制作会社の方針で模擬試験に使用することができないため、一般選考を受験する方の参考受験はできません。

◎実施会場
東京、名古屋、大阪会場にて月1～ 2回実施。（日程は下記申込フォームでご確認ください。）
一般選考の日程・会場（全国）でも実施します。
一般選考の日程以外で上記会場以外の受験可能な会場・日時については都度お問い合わせください。

◎受験方法
希望受験日の5（一般選考の日程で受験する場合は10）営業日（土日祝日を除く）前までに下記フォームでお申し込みください。
https://goo.gl/6gUxcu

◎受験料
初回受験料は公募制推薦試験の選考手数料（21,600円）に含まれます。基準未達のため再受験する場合は、別途、1回につき4,000
円のELTiS受験料が必要です。いずれの場合も、希望受験日の5（一般選考の日程で受験する場合は10）営業日（土日祝日を除く）
前までにお振込みください（振込情報はP 71参照）。

◎結果通知
各受験日の1週間から10日後に、メール（申込時にご登録いただくアドレス宛）にてスコアをお知らせします。

ELTiS（The English Language Test for International Students）は、アメリカの高校の授業を受
けるために必要な「聴き取り能力」や「読解能力」があるかどうかをチェックする、英語力判定テストです。
SLEPに替わる新たな英語レベルチェックテストとして2013年にCSIET（The Council on Standards for 
International Educational Travel）が採用しました。文法・語法や長文・会話の理解に加え、計算や統計
などを含む一般教養問題を英語で解答するという要素が加わっているのが特徴です。
全米の高校が交換留学生の受入れにあたり、今後、ELTiSのスコア提示を求めることになります。AFSでア
メリカ留学するにはELTiSで8割以上の正答率が求められます。

ELTiS 内容
リスニング　24問（三者択一のマークシート）　約30分
Part 1: Follow Classroom Directions
Part 2: Comprehend Mathematical Language
Part 3: Understand Classroom Dialogue
Part 4: Listen and Respond to Academic Lectures

リーディング　26問（四者択一のマークシート）　約50分
Part 1: Demonstrate Vocabulary Knowledge
Part 2: Read a Graph
Part 3: Read and Respond to Academic Texts

ELTiS について
http://www.afs.or.jp/goabroad/year_programs/eltis/　（「AFS　ELTiS」で検索）
参考問題や受験ガイド、説明会情報などを掲載していますのでぜひご覧ください。

E
エルティス

LTiSとは
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対　象 特　典

ホストファミリー

ホストスクール

AFS年間・短期・セメスタープログラムの受入れに 4週間
以上ご協力をいただいた、又は 4週間以上受入れ予定の
家庭の子弟。

応募者の試験点数
の総得点に

10%加点 両方に該当する場合
応募者の試験点数
の総得点に

10%加点
以下の期間中に AFS年間・短期・セメスタープログラムの
受入校としてご協力をいただいた学校に在籍する生徒
2016年3月1日～2017年5月31日
＊ショートタームエクスチェンジ（異地域交換）は除く。
＊優遇制度対象校は P103-104に太字で表記されている学校です。

応募者の試験点数
の総得点に

5%加点

❷優遇制度（一般選考試験のみ）
AFS日本協会では、今までに AFS留学生の受入れにご協力いただいた方々、またこれから受入れを予定されている方への
優遇制度を設けています。
同じ家庭内、もしくは同じ学校内で留学生と過ごした経験は、これから AFS生として海外で暮らす際の素地となり、応募資
格にも掲げている「留学先での生活に心身ともに適応できる資質」の一端を担うものだと、AFSは考えています。
また、交換留学制度が成り立つためには、海外からの留学生を日本でも積極的に受入れることが必要です。留学したときに
ホストファミリー側の気持ちをよりよく理解できるようになるという意味でも、ぜひホストファミリーを体験することをお
勧めします。
以下の対象となる方は、応募の際に必ず申込書の「AFS留学生の受入れについて」の欄に記入をしてください。申告のない
場合は対象者であっても優遇措置が受けられません。

❸選考手数料
挟み込みの払込み用紙又は郵便局・銀行備え付けの用紙をご使用のうえ、払込み手続きをしてください。

　選考手数料： 21,600円

・郵便振込の場合 

口座番号：00130-5-610767
加入者名：AFSプログラム口座

振込時、通信欄に応募者氏名・学校名・学年・希望選考試験・希望受験会場を
ご記入ください。

・銀行振込の場合 

ゆうちょ銀行 〇
ゼロ

一
イチ

九
キュウ

店 当座
口座番号：0610767
加入者名：AFSプログラム口座

ゆうちょ銀行から：
振込時、通信欄に応募者氏名・学校名・学年・希望選考試験・希望受験会場を
ご記入ください。
ゆうちょ銀行以外の金融機関から：
振込後、別途メールで振込日・応募者氏名・学校名・学年・希望選考試験・希望
受験会場をお知らせください。メールアドレス：info@afs.or.jp

＊ATM、インターネットバンキング等でお振込みされる場合は、応募者本人の氏名を依頼人・振込人としてください。
　インターネットバンキングで振込される場合は、振込完了画面のコピーを払込受領書の代わりにご提出ください。難しい場合は画面の画像を添付
の上、メールで必要事項（応募者氏名・学校名・学年・希望選考試験・希望受験会場）を記載し送付してください。

　メールアドレス：info@afs.or.jp
＊選考手数料はいかなる事由でも払い戻しません。
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〒105-0001
東京都港区虎ノ門 1-22-14　ミツヤ虎ノ門ビル 7F
公益財団法人 AFS日本協会

年間派遣 係
TEL: 03-6206-1913（月～金　9:00～ 17:00）

応募書類送付先
応募書類に関する
お問い合わせ先

・居住地域の公平性の観点から、持ち込みは受付けません。 
必ず簡易書留で郵送してください。

・締切日にかかわらず、余裕をもってご応募ください。

キリトリ ※切り取ってご利用ください。

❹提出書類一覧
一般選考 公募制推薦 注意事項・備考

原則オンラインで申込 選考試験申込書（P80）

〈一般選考〉
・オンラインで申込してください（P 73 応募のステップ）

〈公募制推薦〉
・ 黒ボールペンで記入もれのないように記入してください。
・控えとしてコピーをお手元に保管してください。

確認・同意書
オンライン申込完了画面で印刷 確認・同意書（P94）

〈一般選考〉
・オンライン申込完了後、画面に表示される書面を印刷の
上、ご署名いただき、お送りください。

〈公募制推薦〉
・P 94の書式に黒ボールペンで記入ください。
・控えとしてコピーをお手元に保管ください。

選考手数料の払込み受領書 ・コピー（1部）をお送りください。

推薦書〈一般選考用〉
（P76）

推薦書〈公募制推薦用〉
（P92）

・選考方法によって推薦書が異なりますのでご注意くださ
い。
・「推薦書作成について（お願い）」と「推薦書」をハサミ
で切り取り、2枚一組にして在学校に作成をお願いして
ください。

・作成していただいた推薦書（厳封）は、応募者本人が他
の提出書類と一緒に当協会にお送りください。

・高校1年生で応募する方で在学校が前年度の欠席日数
を把握していない場合は、中学3年次の通知表を持参し
て推薦書の作成を依頼してください。

・中学3年生で応募する方は、申込時に在学校の推薦書
を提出していただくほか、翌年4月以降に進学先の高等
学校からの推薦書を改めて提出していただきます。

英語能力の証明書 ・コピー（1部）をお送りください。（P 70）

2年分の通知表
（全ページ）

・応募時の学年と前学年の2年分必要です。応募時の学
年の成績がでていない場合は、前々学年と前学年のも
のを提出してください。
・コピー（各1部）をお送りください。

自己PR書
①（P82）、②（P84,86） 自己PR書①、②ともに提出必須です。
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2018年 AFS年間派遣プログラム（第65期）

《一般選考試験》

【応募のステップ】

1. http://www.afs.or.jp/applyでアカウント作成ページにアクセス。

2. オンラインでの指示に従い、一般選考試験申込に必要な情報を登録。

3. オンライン申込の最終項目でダウンロードできる「確認・同意書」をプリン
トアウト。応募者本人・保護者が署名し、推薦書（P76）、受験料払込受領
書のコピーを同封の上、各日程の書類受付期間内に下記まで郵送。  
選考日の約1週間前にAFS日本協会より受験票を送付。

＊内定後は、オンライン上で英文書類を作成いただくので、当協会ではオンライン申
込を導入しています。オンライン上の手続きができない環境の方は個別にご相談くだ
さい。

　郵送先：〒105-0001
　　　　　東京都港区虎ノ門1-22-14　ミツヤ虎ノ門ビル7F
　　　　　公益財団法人 AFS日本協会
　　　　　年間派遣 係

応募書式：推薦書（一般選考用）
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関係中学校・中等教育学校・
高等学校・高等専門学校・専修学校高等課程
学校長、担当教諭　各位

公益財団法人AFS日本協会

〈一般選考用〉推薦書作成について（お願い）
公務ご多用とは存じますが、貴校生徒の当協会プログラムへの応募にあたり、下記をご参照のうえ、推薦書を作成していただ
きたく、お願い申しあげます。

記

AFS の目的
AFSは国際的なボランティア団体であり、営利を目的としない民間の組織です。より公平で平和な世界の実現に必要な知識・
能力・理解力を多くの人々が身につけるため、さまざまな異文化と接する機会を提供することを目的としています。

AFS 年間派遣プログラム
若者を外国に派遣し、留学先での異文化体験を通して国際理解を深めることができる教育的機会を提供します。留学期間は一
学年間とし、AFS留学生は派遣された国でボランティアの受入家庭に家族の一員として滞在し、現地の高校に通学します。出
発時期は留学先により異なりますので、『プログラム案内』又は当協会WEBサイト（http://www.afs.or.jp/）にてご確認くだ
さい。

推薦書作成上の留意事項
１. 学校長印について
応募者が持参する「推薦書」に必要事項をご記入のうえ、学校長印をご捺印ください。

２. 学業成績及び欠席日数
「推薦書」の成績順位を必ずご記入ください。記入にあたっては貴校の同学年の全生徒の中での順位又は同学年の学科・
コース別などの生徒の中での順位を勘案し、ご記入ください。入学時まもない場合は、入試の成績又は入学後に実施
した試験の結果をご考慮ください。成績順位が内定後に提出された成績証明書と著しく乖離している場合は、内定取
消となる場合がありますのでご注意ください。
また、応募者の前年度（高校 2年生は高校 1年生、高校 1年生は中学 3年生、中学 3年生は中学 2年生）及び今年度（記
入日現在）の欠席日数をご記入ください。高校進学等により前年度の欠席日数が不明な場合には、応募者に通知表を持参
させて記入してください。それでも不明な場合は空欄で構いませんが、その理由を必ずご記入ください。

３. 特記事項
AFS の留学生は親元を離れ、未知の文化・未知の人間関係の中で、多くのことを自分で判断し、行動しなければならない
一年を過ごします。このような体験に臨む若者にふさわしいかどうかという観点から、本人の意欲・資質などについて、
お気づきの点があればご記入ください。

４. 提出方法
ご記入いただいた推薦書は厳封のうえ、応募者本人にお渡しください。本人が申込書などその他書類と一緒に当協会に
提出します。

裏面もご参照ください。
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応募資格
高校生
下記の 6つの項目をすべて満たしていること
１）異文化体験に対する興味と意欲をもち、留学先での生活に心身ともに適応できる資質のあること。カウンセリング又は投薬治療を

受けていた場合、2017 年 4月 1日時点で治療終了後 12か月が経過していること（注 1）
２）2017 年 4月の時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程の第 1、2学年に在学する人。か

つ、前年度と今年度の欠席日数の合計が目安として 30日以内であること（注 2）（注 3）
３）2000 年（平成 12年）4月 2日以降生まれであること（注 4）
４）応募時点で学業成績が中程度以上であること、特に、スイス希望者は学業成績が上位 1/4 以内であること（注 5）
５）在学校の学校長から推薦されること
６）希望する国の配属制限に抵触しないこと

中学生
下記の 6つの項目をすべて満たしていること
１）異文化体験に対する興味と意欲をもち、留学先での生活に心身ともに適応できる資質のあること。カウンセリング又は投薬治療を

受けていた場合、2017 年 4月 1日時点で治療終了後 12か月が経過していること（注 1）
２）2018 年 4 月の時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程の第 1学年に在学する予定で、

2017 年 4月の時点で中学校第 3学年に在学する人。かつ、前年度と今年度の欠席日数の合計が目安として 30日以内であること（注
2）（注 3）

３）2002 年（平成 14年）4月 2日から 2003 年（平成 15年）4月 1日までの生まれであること（注 4）
４）応募時点で学業成績が中程度以上であること、特に、スイス希望者は学業成績が上位 1/4 以内であること（注 5）
５）応募時点で在学校の学校長から推薦されること。かつ、高校進学後、進学先の学校長の推薦書を提出すること
６）希望する国の配属制限に抵触しないこと

（注 1）精神科、心療内科、神経（内）科、小児科、臨床心理士に不登校や対人関係などのこころの問題でカウンセリング又は投薬治療
を受けている最中、又は治療終了後 12か月が経過していない場合は、お申込みいただけません。

（注 2）中等教育学校の場合、「第１学年」は第４学年を、「第２学年」は第５学年を指します。
（注 3）前年度と今年度の欠席日数の合計は、保健室登校などで登校していても全授業に出席しない日数を含みます。なお、けがや病気

が完治し、留学生活に支障がない場合は考慮します。選考試験申込書に理由と現状を記入してください。場合によっては診断書
の提出を求めます。

（注 4）受入国によっては、教育事情により、別途さらなる年齢制限が設定される場合もあります。必ず「2018 年派遣予定国別募集一
覧（P63-64）」とあわせてご覧ください。

（注 5）受入国内定後、過去 3年分の成績証明書の提出を求めます。

内定の取消
受入国が内定してから日本を出発するまでの間に次のような事態が生じた場合には、内定を取り消すことがあります。内定取消はAFS
から「内定取消通知」の書類を発送したときに効力を生じます。内定取消となった場合は、同年度の選考試験の再受験はできません。
なお、下記への該当性の有無は、当協会の判断によります。
１）	当協会及び留学内定国が定めている学業成績及び心身の健康状態などの基準を満たしていないとき
２）	 犯罪に関わり、あるいは重大な交通事故を引き起こしたとき
３）	 自己又は他人を傷つけ、あるいは危険にさらしうる言動をしたとき（ソーシャルメディアへの投稿などによる場合を含む）
４）	 在学校の学校長から推薦を取り消されたとき（原因が参加生本人にあるかどうかを問いません）
５）	 在学校から他の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に転校し、転校先の学校長から留学が承認されなかったとき
６）	 日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に在学しなくなったとき。ただし、在学校での留学手続きのため出発直前に退

学手続きを取る場合を除く
７）	 当協会に提出した書類の情報が正しく記載されていなかったとき
８）	 当協会に提出すべき書類の提出あるいは報告を怠ったとき
９）	 当協会で定められたオリエンテーションの全日程を終了しなかったとき
10）	オリエンテーションなど当協会の催しにおいて、AFS生として適切ではない行動又は態度が見られたとき
11）	受入国のAFS事務所が受入れを拒否したとき。ただし、他の希望国に配属された場合は除く
12）	中学3 年生受験者が高校進学後、進学先の学校長から推薦を得られなかったとき
13）	プログラム参加費の支払期日を過ぎても支払いがなされないとき、及び出発予定日の前日までに参加費全額の支払いが完了しないとき
14）	AFSの方針、ルール、諸手続きに従わないとき
15）	時期、態様のいかんを問わず、AFSの名誉あるいはその社会的評価を傷つけ、AFS生としての品位を汚し、AFS又はAFS職員に対す

る暴言、威嚇あるいは侮辱を行うなど、不適切な行為を行ったとき
16）	以上のほか、AFS生として適性を欠くと認めるべき事由があるとき

なお、7） 8） 13） 14） 15）は保護者についても該当性判断の対象となります。内定取消になった場合の返金規定は下記の通りです。「参
加規程」は P105-106 に掲載していますので、併せてご確認ください。

* 上記 1）及び 11）で内定取消となった場合は、参加規程第 3 項①によりお支払いいただいたプログラム参加費全額を返金します。
* 上記 5）及び 12）で学校長の承認又は推薦が得られなかった原因が参加生本人にない場合は、お支払いいただいたプログラム参加費
からオリエンテーション参加費及び銀行振込手数料を差し引いた残り全額を返金します。その場合は、学校の方針として承認又は推薦
できない事由を明記した学校長名の文書を当協会までお送りください。
* 上記 2）3）4）6）7）8）9）10）13）14）15）16）で内定取消となった場合は、取消しの時期に応じ参加規程第 2項に従ってプロ
グラム参加費を返金します。ただし、4）で推薦取消の原因が参加生本人にない場合は、参加規程第 3 項③に従います。

推薦書作成後、当該生徒が転校・長期休学、あるいは退学した場合、及び上記に該当する事態が生じた場合には速やかに当協会までご
連絡ください。

【本件に関するお問い合わせ先】
プログラム本部  派遣担当

TEL : 03-6206-1913   FAX : 03-3507-4300
業務時間：月〜金　9:00 〜 17:00
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年　　月　　日

公益財団法人 AFS日本協会　御中

学 校 名：
所 在 地：
学校長名：
電話番号：
ＦＡＸ番号：

推薦書〈一般選考用〉
本校は学校教育法の定める学校で、本校在学中の下記の者は『AFS年間派遣プログラム 2018 年派遣プ
ログラム案内』に示された応募資格のすべてを満たす者として、本校在学中の下記の者を推薦いたします。
選考試験を通過し、受入国が内定した場合には、AFS 日本協会が定めるオリエンテーションへの出席
を許可いたします。

記

生徒氏名：

生年月日：
（西暦）

　　　　年　　 月　　 日生まれ　性別：男・女

学科 /学年：	 科　　　　　　年

成績順位：以下の該当欄にひとつだけ○をつけてください。
貴校の同学年の全生徒の中での順位、又は同学年の学科・コース別などの生徒の中での順位を勘案し、ご記入ください。

原則として学業成績がクラスあるいは学年で上位2分の1に入っていることがAFSの国際基準になっています。国によっ
ては、これより条件が厳しかったり（スイスは上位 4分の 1以内）、また、この条件を満たしていなくても受入れを考慮
してくれたりする場合があります。ただし、AFS 国際基準よりも成績が下である場合は、必ずしも受入国審査を通るとは
限りません。在学校からの推薦書など書類提出を追加で求められることもあります。
学業成績が後日提出される成績証明書と大きく異なる場合、内定取消になることがあります。

前年度の欠席日数：	 　　　日（出席すべき日数　　　日　不明な場合の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今年度の欠席日数：	 　　　日（出席すべき日数　　　日）／　　　月　　　日 記入

上記合計欠席日数が 10日以上の場合の理由：

特記事項：

記入者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上

上位４分の１以内 上位４分の２以内 上位４分の３以内 上位４分の３未満

学校長
印

〈
一
般
選
考
用
〉
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2018年 AFS年間派遣プログラム（第65期）

《公募制推薦試験》

【応募のステップ】

1. 応募に必要な書類・資格証明等をそろえる。（P72 提出書類一覧）

2. 書類に不備がないか確認の上、書類受付期間内に下記まで郵送。

　郵送先：〒105-0001
　　　　　東京都港区虎ノ門1-22-14　ミツヤ虎ノ門ビル7F
　　　　　公益財団法人 AFS日本協会
　　　　　年間派遣 係

応募書式：
1. 2018年 AFS年間派遣プログラム（第65期）申込書〈公募制推薦用〉
2. 自己PR書①
3. 自己PR書②
4. 推薦書（公募制推薦用）
5. 2018年 年間派遣プログラム 確認・同意書（公募制推薦用）
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2018年　AFS年間派遣プログラム（第65期）申込書〈公募制推薦試験〉

NAME

在学校名　＊正式名称で記入してください。

在学校 在学校

現住所 〒

（ローマ字で記入。パスポートを持っている場合は同じ表記にしてください）

ふりがな

記入日　　　　　　年　　　　月　　　　日

ふりがな

ふりがな

性  別

男 ・ 女 （西暦）氏名
TEL （　　　　 ）　　　　　ー
FAX （　　　　 ）　　　　　ー
携帯TEL（ 本 人 ）：
携帯TEL（保護者）：

※過去３か月以内に撮影し

た縦４５mm × 横３５ｍｍ

（パスポートサイズ）の無背景

顔カラー写真を貼付。表情の

明るい写真を用いてくださ

い。裏面に氏名を記入。

希望留学先
留学を希望する国の左の空欄に、希望順位を数字で記入してください。（★＝派遣強化国）
一度受入国が内定すると、受験者の都合で変更することはできませんので、希望しない国には順位をつけないようにしてください。
選ぶ国の数に制限はありません。

希望順位記入にあたって、以下の項目を確認の上、チェックマークを入れてください。
　□P63-64（国別募集一覧）で年齢制限を確認した
　□P19-58（国別情報）で配属制限を確認した
　□WEBサイトまたは電話で募集状況を確認した
　□番号に重複・欠落がないことを確認した
　□希望国には冬組・夏組に関係なく順位をつけた（中学生は夏組のみ）

アルゼンチン（ウルグアイ）★
コスタリカ ★
タイ ★
チリ ★
パナマ ★
パラグアイ ★
ブラジル（冬組）★
ホンジュラス ★
マレーシア ★

インド ★
インドネシア ★
エクアドル ★
中国 ★
フィリピン ★
ブラジル（夏組）★
ボリビア ★
香港 ★
メキシコ ★
ロシア ★
アメリカ

2018年　冬組　（選考対象：高校生のみ）

【アメリカ希望者のみ】ELTiS受験状況　　※アメリカ希望者はELTiS受験が必須です （P70 参照）

2018年　夏組　（選考対象：中学生・高校生）

□受験予定　　　（受験予定月：　　月）
□現在受験中　　（初回受験月：　　月）キ

リ
ト
リ

〈
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過去にF-1またはJ-1ビザを取得した方はアメリカを希望できません。

配属制限について

提出物チェック（P72 提出書類一覧）
下記提出書類について全て同封の上、書類受付期間内にご応募ください。

上記の通り申し込みをいたします。 上記の通り申し込みに同意いたします。

（ ）

動物アレルギーのため室内ペットと同居できない方は、チェックしてください。
アメリカではほとんどのホストファミリーが動物を飼っているので、
留学先として希望できません。

前年度と今年度の欠席日数の合計が30日以内であることが応募条件です。
けがや病気が完治し、留学生活に支障のない場合は考慮しますので、以下に欠席理由と現状
を記入してください。病気の場合は応募資格①（P60）を満たしていることが条件です。

□前年度と今年度に
　合計30日以上欠席した

□過去に左記ビザを取得し、
　アメリカに渡航した

□ペットと同居できない

制 限 内 容 チェック欄

提 出 書 類チェック欄

　（理由を左欄に記入のこと）

□

□

□

□

□

□

□

2018年　AFS年間派遣プログラム申込書〈公募制推薦試験用〉（本紙）

2018年　年間派遣プログラム　確認・同意書〈公募制推薦用〉

選考手数料払込受領書のコピー

推薦書〈公募制推薦用〉

英語能力の証明書

2年分の通知表のコピー（全ページ）

自己PR書①、②

AFS留学生の受け入れについて ※交換留学は、ホストファミリーが不可欠の制度です。積極的なご協力をお願いします。

期　　間：　　　　年　　　　　月　　～　　　　　年　　　　　月

※該当するものに□をしてください　　　　　

海外からのAFS留学生を家庭に　
□受け入れたい（申込済）　□受け入れたい（申込希望）
□受け入れられない　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

AFSホストファミリーの希望

AFSホストファミリーの経験

〈
公
募
制
推
薦
用
〉
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3.

自己PR書①
〈書式指定・手書き〉

1. なぜ高校留学をしたいと考えているか、AFSプログラムに関心を持った理由
2. 学力・語学力、学業以外の活動実績、特技、保有資格についての具体的なPRポイント
3. プログラムを通じて吸収したいこと・期待すること及び、現地で出会った人にしてあげたいこと
4. 英語力以外に保有している資格やPRポイントをわかっている第三者の推薦文等があれば、証明書のコ
ピー、推薦書原本を同封してください。

氏名： 学校名：

1.

2.

3.
〈吸収したいこと・期待すること〉 〈現地で出会った人にしてあげたいこと〉

キ
リ
ト
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自己PR書②
〈自由書式（1枚目）〉

あなたの人柄や長所、特技が伝わるように、さらに積極的に自己PRをしてください。
手書きもしくはワードやエクセルでの作成、写真貼付などA4用紙2枚までであれば書式は問いません。

例）スポーツ、部活動、芸術作品、授業発表の写真、受賞の記録など

事務局記入欄：

キ
リ
ト
リ
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自己PR書②
〈自由書式（2枚目）〉

事務局記入欄：

キ
リ
ト
リ
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関係中学校・中等教育学校
高等学校・高等専門学校・専修学校高等課程
学校長、担当教諭　各位

公益財団法人AFS日本協会

〈公募制推薦〉推薦書作成について（お願い）
当協会では、異文化体験に対する強い興味と意欲をもち、学校からの推薦と自己 PRによってAFS 生としての資質を満た
す応募者を対象に「公募制推薦」を実施します。
公務ご多用とは存じますが、貴校生徒の当協会プログラムへの応募にあたり、下記をご参照のうえ、推薦書を作成してい
ただきたく、お願い申しあげます。

記

AFS の目的
AFS は国際的なボランティア団体であり、営利を目的としない民間の組織です。より公平で平和な世界の実現に必要な知識・
能力・理解力を多くの人々が身につけるため、さまざまな異文化と接する機会を提供することを目的としています。

AFS 年間派遣プログラム
若者を外国に派遣し、留学先での異文化体験を通して国際理解を深めることができる教育的機会を提供します。留学期間は一
学年間とし、AFS 留学生は派遣された国でボランティアの受入家庭に家族の一員として滞在し、現地の高校に通学します。出
発時期は留学先により異なりますので、『プログラム案内』又は当協会WEB サイト（http://www.afs.or.jp/）にてご確認くだ
さい。

公募推薦の要項
○書類受付期間：2017 年 4 月 17 日（月）以降随時
※先着順に受付し、選考を実施。推薦枠が定員となり次第、募集を締め切ります。募集状況はホームページをご確認
ください。

○対象国：アメリカならびに派遣強化国
（アルゼンチン、コスタリカ、タイ、チリ、パナマ、パラグアイ、ブラジル、ホンジュラス、マレーシア、インド、イ
ンドネシア、エクアドル、中国、フィリピン、ボリビア、香港、メキシコ、ロシア）

○応募資格以外の受験条件：
アメリカを希望する場合は、実用英語技能検定 2級、GTEC for Students L&R&W675、TOEIC®Listening&Reading550
またはTOEIC Bridge®150以上の資格を保有していること。
派遣強化国を希望する場合は、実用英語技能検定準 2級、GTEC for L&R&W485、TOEIC®Listening&Reading400
または TOEIC Bridge®134 以上の資格を保有していること。

○推薦枠：
1 校につき 3名まで。ただし、派遣強化国は同一国への応募は 1校につき 1名まで。

○試験内容：
在学校からの推薦書、ならびにその他の提出書類（申込書一式、自己 PR文、過去 2年分の通知表）をもとにした書類
選考。アメリカを希望している場合は、別途AFS が実施する ELTiS を受験して、アメリカの受入基準に到達すること。
1回で基準に達しない場合、選考実施期間中に複数回受験（再受験）が可能。
ELTiS 再受験料：4,000 円

○結果発表：
出願書類受領後 1週間から 10日後に、学校長と応募者宛にそれぞれ結果通知を発送。
※アメリカ希望で書類審査に合格の場合は、AFS が実施する ELTiS で基準に達した後の通知となります。

裏面もご参照ください。
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公募制推薦推薦方法
異文化体験に対する強い興味と意欲をもち、応募資格および受験条件を満たしている貴校の志願者に対して校内で面接を行い、
所定の推薦書をご作成ください。複数応募の場合は推薦書をコピーしてご使用ください。

推薦書作成上の留意点
１. 校内面接について
AFS の留学生は、親元を離れ、未知の文化、未知の人間関係のなかで、多くのことを自分で判断し、行動しなければ
ならない 1年を過ごします。よって、応募資格にありますように、異文化体験に対する興味と意欲を持ち、留学先で
の生活に適応できる資質があるかどうかをご確認ください。
生徒に求められる資質としては次のようなものがあります。面接のご参考にしてください。
①自己認識および自主性
・自分の長所、短所を知っているか
・自主性があるか
・自分なりの考えを持ち、かつそれを表現できるか
②挑戦意欲と柔軟性
・様々な教育環境から学べるか
・新しい事に挑戦できるか。失敗しても再度挑戦できるか
・新しい状況の中でも自分なりの役割を見出し、果たしていけるか
・異なった社会構造、価値観に対して理解を示し、適応できそうか
・客観的な見方ができるか。妥協できるか
③他者との関係
・問題が生じた時も、自分の殻に閉じ込もることなく、他者と自分の感情を分かち合えるか
・理解を深めるために、他者に助言を求め、受け入れられるか
・他者に対する思いやりを持っているか

受入国内定後の辞退は不可であることを生徒にお伝えください。

２. 成績について
成績順位のご記入にあたっては貴校の同学年の全生徒の中での順位又は同学年の学科・コース別などの生徒の中での
順位を勘案し、ご記入ください。入学時まもない場合は、入試の成績又は入学後に実施した試験の結果をご考慮くだ
さい。
成績順位が内定後に提出された成績証明書と著しく乖離している場合は、内定取消となる場合がありますのでご注意
ください。

３. 出席日数について
応募者の前年度（高校 2年生は高校 1年生、高校 1年生は中学 3年生、中学 3年生は中学 2年生）及び今年度（記入
日現在）の欠席日数をご記入ください。高校進学等により前年度の欠席日数が不明な場合には、応募者に通知表を持
参させて記入してください。それでも不明な場合は空欄で構いませんが、その理由を必ずご記入ください。

提出方法
ご記入いただいた推薦書は厳封のうえ、応募者本人にお渡しください。本人が申込書などその他書類と一緒に当協会に提出し
ます。

キ
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応募資格
高校生
下記の 6つの項目をすべて満たしていること
１）異文化体験に対する興味と意欲をもち、留学先での生活に心身ともに適応できる資質のあること。カウンセリング又は投薬治療を

受けていた場合、2017 年 4月 1日時点で治療終了後 12か月が経過していること（注 1）
２）2017 年 4月の時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程の第 1、2学年に在学する人。か

つ、前年度と今年度の欠席日数の合計が目安として 30日以内であること（注 2）（注 3）
３）2000 年（平成 12年）4月 2日以降生まれであること（注 4）
４）応募時点で学業成績が中程度以上であること、特に、スイス希望者は学業成績が上位 1/4 以内であること（注 5）
５）在学校の学校長から推薦されること
６）希望する国の配属制限に抵触しないこと

中学生
下記の 6つの項目をすべて満たしていること
１）異文化体験に対する興味と意欲をもち、留学先での生活に心身ともに適応できる資質のあること。カウンセリング又は投薬治療を

受けていた場合、2017 年 4月 1日時点で治療終了後 12か月が経過していること（注 1）
２）2018 年 4 月の時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程の第 1学年に在学する予定で、

2017 年 4月の時点で中学校第 3学年に在学する人。かつ、前年度と今年度の欠席日数の合計が目安として 30日以内であること（注
2）（注 3）

３）2002 年（平成 14年）4月 2日から 2003 年（平成 15年）4月 1日までの生まれであること（注 4）
４）応募時点で学業成績が中程度以上であること、特に、スイス希望者は学業成績が上位 1/4 以内であること（注 5）
５）応募時点で在学校の学校長から推薦されること。かつ、高校進学後、進学先の学校長の推薦書を提出すること
６）希望する国の配属制限に抵触しないこと

（注 1）精神科、心療内科、神経（内）科、小児科、臨床心理士に不登校や対人関係などのこころの問題でカウンセリング又は投薬治療
を受けている最中、又は治療終了後 12か月が経過していない場合は、お申込みいただけません。

（注 2）中等教育学校の場合、「第１学年」は第４学年を、「第２学年」は第５学年を指します。
（注 3）前年度と今年度の欠席日数の合計は、保健室登校などで登校していても全授業に出席しない日数を含みます。なお、けがや病気

が完治し、留学生活に支障がない場合は考慮します。選考試験申込書に理由と現状を記入してください。場合によっては診断書
の提出を求めます。

（注 4）受入国によっては、教育事情により、別途さらなる年齢制限が設定される場合もあります。必ず「2018 年派遣予定国別募集一
覧（P63-64）」とあわせてご覧ください。

（注 5）受入国内定後、過去 3年分の成績証明書の提出を求めます。

内定の取消
受入国が内定してから日本を出発するまでの間に次のような事態が生じた場合には、内定を取り消すことがあります。内定取消はAFS
から「内定取消通知」の書類を発送したときに効力を生じます。内定取消となった場合は、同年度の選考試験の再受験はできません。
なお、下記への該当性の有無は、当協会の判断によります。
１）	当協会及び留学内定国が定めている学業成績及び心身の健康状態などの基準を満たしていないとき
２）	 犯罪に関わり、あるいは重大な交通事故を引き起こしたとき
３）	 自己又は他人を傷つけ、あるいは危険にさらしうる言動をしたとき（ソーシャルメディアへの投稿などによる場合を含む）
４）	 在学校の学校長から推薦を取り消されたとき（原因が参加生本人にあるかどうかを問いません）
５）	 在学校から他の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に転校し、転校先の学校長から留学が承認されなかったとき
６）	 日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に在学しなくなったとき。ただし、在学校での留学手続きのため出発直前に退

学手続きを取る場合を除く
７）	 当協会に提出した書類の情報が正しく記載されていなかったとき
８）	 当協会に提出すべき書類の提出あるいは報告を怠ったとき
９）	 当協会で定められたオリエンテーションの全日程を終了しなかったとき
10）	オリエンテーションなど当協会の催しにおいて、AFS生として適切ではない行動又は態度が見られたとき
11）	受入国のAFS事務所が受入れを拒否したとき。ただし、他の希望国に配属された場合は除く
12）	中学3 年生受験者が高校進学後、進学先の学校長から推薦を得られなかったとき
13）	プログラム参加費の支払期日を過ぎても支払いがなされないとき、及び出発予定日の前日までに参加費全額の支払いが完了しないとき
14）	AFSの方針、ルール、諸手続きに従わないとき
15）	時期、態様のいかんを問わず、AFSの名誉あるいはその社会的評価を傷つけ、AFS生としての品位を汚し、AFS又はAFS職員に対す

る暴言、威嚇あるいは侮辱を行うなど、不適切な行為を行ったとき
16）	以上のほか、AFS生として適性を欠くと認めるべき事由があるとき

なお、7） 8） 13） 14） 15）は保護者についても該当性判断の対象となります。内定取消になった場合の返金規定は下記の通りです。「参
加規程」は P105-106 に掲載していますので、併せてご確認ください。

* 上記 1）及び 11）で内定取消となった場合は、参加規程第 3 項①によりお支払いいただいたプログラム参加費全額を返金します。
* 上記 5）及び 12）で学校長の承認又は推薦が得られなかった原因が参加生本人にない場合は、お支払いいただいたプログラム参加費
からオリエンテーション参加費及び銀行振込手数料を差し引いた残り全額を返金します。その場合は、学校の方針として承認又は推薦
できない事由を明記した学校長名の文書を当協会までお送りください。
* 上記 2）3）4）6）7）8）9）10）13）14）15）16）で内定取消となった場合は、取消しの時期に応じ参加規程第 2項に従ってプロ
グラム参加費を返金します。ただし、4）で推薦取消の原因が参加生本人にない場合は、参加規程第 3 項③に従います。

推薦書作成後、当該生徒が転校・長期休学、あるいは退学した場合、及び上記に該当する事態が生じた場合には速やかに当協会までご
連絡ください。

【本件に関するお問い合わせ先】
プログラム本部  派遣担当

TEL : 03-6206-1913   FAX : 03-3507-4300
業務時間：月〜金　9:00 〜 17:00

キ
リ
ト
リ



91



92

年　　月　　日

公益財団法人 AFS日本協会　御中

学 校 名：
所 在 地：
学校長名：
電話番号：　　　　　　　　　ＦＡＸ番号：

推薦書〈公募制推薦用〉
本校は学校教育法の定める学校で、本校在学中の下記の者を交換留学生としての資質を満たす者とし
て推薦いたします。選考試験を通過し、受入国が内定した場合には、AFS日本協会が定めるオリエンテー
ションへの出席を許可いたします。

記

生徒氏名：　　　　　　　　　　　　生年月日：
（西暦）

　　　　年　　 月　　 日生まれ　性別：男・女

学科 /学年：	 科　　　　　　年

1.　人物
　　候補生の性格（長所・短所）、家族、同年輩および世代の違う人々とどのように関わっているか具体的に記述してく
ださい。

2.　学業・学校生活
　　得意・不得意科目を克服するために努力しているか、課外活動・生徒会活動・学級活動等の様子および役割等を具
体的に記述してください。

3.　参加生としての意欲・素質、留学に関する家族の理解

4.　成績順位
貴校の同学年の全生徒の中での順位、又は同学年の学科・コース別などの生徒の中での順位を勘案し、以下の該当欄に一つ
だけ○をつけてください。

原則として学業成績がクラスあるいは学年で上位2分の1に入っていることがAFSの国際基準になっています。国によっ
ては、これより条件が厳しかったり、また、この条件を満たしていなくても受入れを考慮してくれたりする場合があり
ます。ただし、AFS 国際基準よりも成績が下である場合は、必ずしも受入国審査を通るとは限りません。在学校からの
推薦書など書類提出を追加で求められることもあります。学業成績が後日提出される成績証明書と大きく異なる場合、
内定取消になることがあります。

5.　出席日数
前年度の欠席日数：	 　　　日（出席すべき日数　　　日　不明な場合の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今年度の欠席日数：	 　　　日（出席すべき日数　　　日）／　　　月　　　日 記入

上記合計欠席日数が 10日以上の場合の理由：

記入者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上

上位４分の３未満

学校長
印

上位４分の１以内 上位４分の２以内 上位４分の３以内
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公益財団法人AFS 日本協会　御中

2018 年  年間派遣プログラム

確認・同意書〈公募制推薦用〉
年間派遣プログラムの応募にあたり、下記を確認・同意していることを確認し、□に を入れてください。

保護者 本人 確認・同意事項 参考ページ

□ □ 「2018 年派遣年間プログラム案内（第 65期生）」を読み、内容を理解しました。 全頁

□ □ AFS は交換留学プログラムであり、私費（卒業）留学や語学留学プログラムではな
いことを理解しています。 P7

□ □ AFS のプログラムは、無償のボランティア（支部、学校、家庭）の活動によって支
えられていることを理解しています。 P10

□ □
AFS のプログラムに参加するにあたり、AFS の理念をよく理解し、参加生自らがす
すんで学び、異文化を受入れる努力をします。また、AFS 日本協会のさまざまな活
動（支部活動や留学生の受入など）にも積極的に関与するよう努力します。

P8〜16,
P110

□ □ 留学期間中、保護者は緊急時に備え、AFS 日本協会と常に連絡が取れる体制を整え
ておかなければならないことを理解しています。 P13

□ □ 「2018 年派遣年間プログラム」の応募資格のすべての項目を満たしていることを確
認しました。特に応募資格④の学業成績については、応募後も維持するよう努めます。 P60

□ □ 留学準備は、出発前から参加生本人が積極的に取り組みます。 P61〜62

□ □
単位認定（留学扱い又は、休学扱い）の条件を満たす配属先／サポートは保証され
ないこと、単位認定に必要な書類は留学先の高校から自分で入手し在学校と調整し
なければならないことを理解しています。

P8,P66

□ □ 「内定取消について」を読み、記載された事項に該当する場合、内定が取り消される
ことがあることを理解しました。 P67

□ □ 配属先（受入地域・ホストスクール（配属学年を含む）・ホストファミリー）は希望
できないことを理解しています。 P7,P105

□ □ 受入国内定後は、奨学金受給の確定時期にかかわらず決められた日程、会場のオリ
エンテーションに全日程参加します。

P10〜11,
P61,P105

□ □ 受入国内定後は、奨学金受給の確定時期にかかわらず決められた日程、会場のオリ
エンテーションに全日程参加します。

P10〜11,
P61,P105

□ □ 派遣国によっては出発時期が複数になることを理解します。留学期間については受
入国のガイドラインに従います。 P65,108

□ □ 「年間派遣プログラム参加規程」を読み、内容を理解しました。 P105〜106

□ □
プログラム参加費の支払期日後にプログラムへの参加を取りやめた場合は、「年間派
遣プログラム参加規程」に則り、プログラム参加費の一部を公益財団法人AFS 日本
協会に納める必要があることを理解しています。

P67,P105

過去にF-1またはJ-1ビザを取得した方はアメリカを希望できません。

配属制限について

提出物チェック（P72 提出書類一覧）
下記提出書類について全て同封の上、書類受付期間内にご応募ください。

上記の通り申し込みをいたします。 上記の通り申し込みに同意いたします。

（ ）

動物アレルギーのため室内ペットと同居できない方は、チェックしてください。
アメリカではほとんどのホストファミリーが動物を飼っているので、
留学先として希望できません。

前年度と今年度の欠席日数の合計が30日以内であることが応募条件です。
けがや病気が完治し、留学生活に支障のない場合は考慮しますので、以下に欠席理由と現状
を記入してください。病気の場合は応募資格①（P60）を満たしていることが条件です。

□前年度と今年度に
　合計30日以上欠席した

□過去に左記ビザを取得し、
　アメリカに渡航した

□ペットと同居できない

制 限 内 容 チェック欄

提 出 書 類チェック欄

　（理由を左欄に記入のこと）

□

□

□

□

□

□

□

2018年　AFS年間派遣プログラム申込書〈公募制推薦試験用〉（本紙）

2018年　年間派遣プログラム　確認・同意書〈公募制推薦用〉

選考手数料払込受領書のコピー

推薦書〈公募制推薦用〉

英語能力の証明書

2年分の通知表のコピー（全ページ）

自己PR書①、②

AFS留学生の受け入れについて ※交換留学は、ホストファミリーが不可欠の制度です。積極的なご協力をお願いします。

期　　間：　　　　年　　　　　月　　～　　　　　年　　　　　月

※該当するものに□をしてください　　　　　

海外からのAFS留学生を家庭に　
□受け入れたい（申込済）　□受け入れたい（申込希望）
□受け入れられない　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

AFSホストファミリーの希望

AFSホストファミリーの経験
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2018年  年間派遣プログラム

奨学金のご案内

2018年間派遣プログラム（第 65期）では、AFS日本協会の選考試験（P69）を通過し、受入国が内定し
た方を対象に、奨学金の申請を受け付けます。本冊子では各奨学金の概要についてご案内しますが、申込手
続きや必要書類などの詳細は、選考試験通過者にお知らせします。

奨学金申請期間：2017年 6月～ 7月
（一部を除く。詳細は選考試験通過者にお知らせします。）
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■ AFSどさんこ奨学金

趣旨
北海道を愛し応援する個人と企業の支援により設立された奨学金。AFS年間派遣プログラムを通じ
て北海道の高校生を海外に派遣することにより、青少年の国際相互理解と国際友好を促進し、未来の
北海道と日本を担う人材を育成することを目的とする

対象 AFS選考試験を一般選考 A又は B日程で受験し（P69）、AFS年間派遣プログラム第 65期の受入
国が内定している、北海道内の高等学校・高等専門学校・専修学校高等課程及び中学校在学者

募集人数 1～ 2名

支給内容 AFSプログラム参加費の一部として 50万円を支給。50万円を超える参加費及びそれ以外の経費（選
考手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
① AFS年間派遣プログラム第 65期の受入国が内定していること
②学業、人物ともに優秀であること
③国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
④健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること

選考方法 AFS選考試験の結果と奨学金申請書類に基づき AFS日本協会が受給者を決定する

選考結果通知時期 2017年 9月予定（AFS日本協会より本人宛に通知）

その他

●奨学生の義務
①留学中・帰国後の計 2回、留学体験レポートを AFS日本協会に提出する
②留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画する

● 他奨学金との併願可。但し、みちのく応援奨学金、オデッセイ IT奨学金、ボランティア奨学金、
との併給不可

支給法人・団体 公益財団法人 AFS日本協会

問い合わせ先 公益財団法人 AFS日本協会　TEL：03-6206-1911

■ みちのく応援奨学金
趣旨

東日本大震災と福島原発事故により大きな被害を受けた地域の中・長期的な復興を支援するため、地
域と世界をつなぎつつ地域の未来を担う人材を育成することと、被災地の高校生に異文化体験の機会
を提供することにより夢を与えることを目的とする

対象

東日本大震災及び福島原発事故発生当時に被災地（※）に居住又は在学していた AFS年間派遣プログ
ラム第 65期内定生。AFS選考試験で一般選考 A又は B日程（P69）を受験した者に限る

※被災地
青森県・岩手県・宮城県・福島県の全域、及び茨城県・千葉県の以下の自治体
茨城：水戸市・日立市・土浦市・石岡市・龍ヶ崎市・下妻市・常総市・常陸太田市・高萩市・北茨城市・
笠間市・取手市・牛久市・つくば市・ひたちなか市・鹿嶋市・潮来市・常陸大宮市・かすみがうら市・
桜川市・神栖市・行方市・鉾田市・つくばみらい市・小美玉市・東茨城郡茨城町・東茨城郡大洗町・
東茨城郡城里町・那珂郡東海村・久慈郡大子町・稲敷郡阿見町・稲敷郡美浦村・稲敷郡河内町・那珂市・
筑西市・稲敷市・北相馬郡利根町
千葉：旭市・香取市・山武市・山武郡九十九里町・千葉市美浜区・習志野市・我孫子市・浦安市
（奨学金設立の 2011年 5月 9日時点で災害救助法が適用されていた自治体）

募集人数 1名

支給内容

AFSプログラム参加費（派遣強化国（アジア・中南米・ロシア）120万円、欧州圏（派遣強化国を除く）・
カナダ 140万円、英語圏（オーストラリア・アメリカ）160万円）及び 20万円の留学準備金を支給。
それ以外の経費はすべて個人負担
※留学準備金は、プログラム参加費に含まれない諸費用（P68）などに充てる費用

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
① AFS年間派遣プログラム第 65期の受入国が内定していること
②学業、人物ともに優秀であること
③ AFS日本協会が経済的必要度が高いと判断する者
④国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
⑤健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること

選考方法 AFS選考試験の結果と奨学金申請書類に基づき AFS日本協会が受給者を決定する
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選考結果通知時期 2017年 9月予定（AFS日本協会より本人宛に通知）

その他

●奨学生の義務
①交流会など当協会が企画するイベントに出席すること
②留学中・帰国後の計 2回、留学体験レポートを AFS日本協会に提出する
③留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画する
●一次納入金の支払
本奨学金申請予定者はプログラム参加費の一次納入金支払時期（P68）が通常と異なる（詳細は奨
学金申請者に通知）
● 他奨学金との併願可。但し、AFSどさんこ奨学金、オデッセイ IT奨学金、ボランティア奨学金と
の併給不可

支給法人・団体 公益財団法人 AFS日本協会

問い合わせ先 公益財団法人 AFS日本協会　TEL：03-6206-1911

■ （公財）新潟市国際交流協会　高校生留学奨学金
趣旨

次代を担う高校生に、海外で 1年間ホームステイをしながら地元の高校に通い、家族やクラスメイト、
地域の人々との交流を通じて政治、経済、文化、教育など様々な分野で国際相互理解を深めてもらう
ことを目的とする

対象
保護者が新潟市内に住所を有している、又は新潟市内の高等学校・高等専門学校・専修学校高等課程
及び中学校に在学している AFS年間派遣プログラム第 65期内定生。AFS選考試験で一般選考 A又
は B日程（P69）を受験した者に限る

募集人数 2名予定

支給内容 AFSプログラム参加費の一部を支給。支給額を超える参加費及びそれ以外の経費（選考手数料、パ
スポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
①AFS年間派遣プログラム第 65期の受入国が内定していること
②国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
③健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること
④外国において、中学校以上の教育（日本人学校を含む）を 1年以上受けたことがないこと

選考方法 AFS選考試験の結果と奨学金申請書類に基づき（公財）新潟市国際交流協会が受給者を決定する

選考結果通知時期 2017年秋予定（（公財）新潟市国際交流協会より本人宛に通知）

その他

●奨学生の義務
①奨学生証授与式・帰国報告会の出席
② AFS新潟支部の行事参加などを通じて広報活動に参画する
③案内された協会の事業において、無理のない範囲で協会の活動に協力すること（年 2～ 3回）

●他奨学金との併願可、併給可

支給法人・団体 公益財団法人新潟市国際交流協会

問い合わせ先

●奨学金申請に関するお問い合わせ先
公益財団法人 AFS日本協会　TEL：03-6206-1911

●奨学金内容に関するお問い合わせ先
公益財団法人新潟市国際交流協会　TEL：025-225-2727
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■ （公財）田口福寿会奨学金
趣旨

1985年に田口福寿会の支援により設立された奨学金。岐阜県の青少年を海外に派遣することにより、
国際相互理解と友好を促進し、未来の岐阜県と日本を担う人材を育成することを目的とする

対象
AFS選考試験を一般選考 A・B日程又は公募制推薦で 8月末までに受験し（P69-70）、AFS年間派
遣プログラム第 65期の受入国が内定している、岐阜県在住（寮滞在は除く）かつ県下の高等学校・
高等専門学校・専修学校高等課程及び中学校在学者

募集人数 10名以内

支給内容 AFSプログラム参加費の一部として 50万円を各国出発前に支給。50万円を超える参加費及びそれ
以外の経費（選考手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
① AFS年間派遣プログラム第 65期の受入国が内定していること
②学業、人物ともに優秀であること
③国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
④健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること

選考方法
奨学金申請者を対象に、岐阜県教育委員会の参画を得て奨学金面接選考を 10月上旬に実施。AFSの
選考結果と奨学金面接選考結果の総合評価に基づき、岐阜県教育委員会が田口福寿会に推薦し、受給
者を決定する

選考結果通知時期 2017年秋予定（AFS日本協会より本人宛に通知）

その他
●奨学生の義務
帰国後、留学体験レポートを田口福寿会に提出する

●他奨学金との併願可、併給可

支給法人・団体 公益財団法人田口福寿会

問い合わせ先 公益財団法人 AFS日本協会　TEL：03-6206-1911

■ オデッセイ IT奨学金

趣旨

株式会社 オデッセイ コミュニケーションズは、コンピューターやインターネットを使いこなすための
知識とスキルを測る IT資格の試験の実施・運営を事業としている。本奨学金は、株式会社 オデッセ
イ コミュニケーションズの社会貢献活動の一環として、AFS年間派遣プログラムを通じて海外の高
校に日本の高校生を派遣することにより、青少年の国際相互理解と国際友好を促進し、ITスキルと国
際コミュニケーション能力を併せ持つ人材の育成と、社会のリーダーの育成を図ることを目的とする

対象 AFS選考試験を一般選考 A、B又は C日程で受験し（P69）、AFS年間派遣プログラム第 65期の受
入国が内定している、日本全国の高等学校・高等専門学校・専修学校高等課程及び中学校在学者

募集人数 1名

支給内容 AFSプログラム参加費の一部として 50万円を支給。50万円を超える参加費及びそれ以外の経費（選
考手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
① AFS年間派遣プログラム第 65期の受入国が内定していること
②（株）オデッセイ コミュニケーションズが実施する IT資格のうち、マイクロソフト オフィス ス
ペシャリスト（MOS）、マイクロソフト テクノロジー アソシエイト（MTA）、IC3（アイシースリー）、
VBAエキスパート、アドビ認定アソシエイト（ACA）のいずれかの資格を取得、又は、IT分野に
おける国家資格（注 1：その他の欄に記載）の取得のいずれかによって ITスキルを証明できる書類
を提出できること

③学業、人物ともに優秀であり、奨学金申請時に過去 3年間の成績証明書又は通知表のコピーを提出
できること

④経済的必要度が高く、保護者の給与等の年間収入金額の合計額が 400万円以下であること
⑤国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
⑥健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること

選考方法 AFS選考試験の結果と奨学金申請書類に基づき（株）オデッセイ コミュニケーションズが受給者を
決定する

選考結果通知時期 2017年 11月予定（AFS日本協会より本人宛に通知）



100

その他

●奨学生の義務
①出発前に（株）オデッセイ コミュニケーションズを表敬訪問し、帰国後は将来に亘って近況を報
告する。
②留学中・帰国後の計 2回、留学体験レポートを AFS日本協会に提出する
③留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画する
●「IT分野における国家資格」（注 1）とは、下記の国家試験に合格していることを指す

ITパスポート試験、情報セキュリティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験、
ITストラテジスト試験、システムアーキテクト試験、プロジェクトマネージャ試験、ネットワーク
スペシャリスト試験、データベーススペシャリスト試験、エンベデッドシステムスペシャリスト試
験、情報セキュリティスペシャリスト試験、ITサービスマネージャ試験、システム監査技術者試験
各試験制度に関する詳細情報は、独立行政法人 情報処理推進機構（IPA）公式サイトの掲載内容を
確認のこと［出典：独立行政法人 情報処理推進機構 公式サイト より抜粋］

● 他奨学金との併願可。但し、AFSどさんこ奨学金、みちのく応援奨学金、ボランティア奨学金と
の併給不可

支給法人・団体 （株）オデッセイ コミュニケーションズ

問い合わせ先

●奨学金に関する問い合わせ先
公益財団法人 AFS日本協会　TEL：03-6206-1911
●（株）オデッセイ コミュニケーションズが実施する「IT資格」に関する問い合わせ先
株式会社 オデッセイ コミュニケーションズ　カスタマーサービス
TEL：03-5293-1881（受付時間：平日 10時～ 18時）Email：mail@odyssey-com.co.jp

■ ボランティア奨学金
趣旨 経済的必要度の高い AFS留学生を助成することを目的とする

対象 AFS選考試験を一般選考 A又は B日程で受験し（P69）、AFS年間派遣プログラム第 65期の受入
国が内定している、日本全国の高等学校・高等専門学校・専修学校高等課程及び中学校在学者

募集人数 5名

支給内容 AFSプログラム参加費の一部として 50万円を支給。50万円を超える参加費及びそれ以外の経費（選
考手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
① AFS年間派遣プログラム第 65期の受入国が内定していること
②成績優秀かつ経済的必要度が高いこと
③国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
④健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること
⑤保護者の給与等の年間収入金額の合計額が 800万円以下であること

選考方法 AFS選考試験の結果と奨学金申請書類に基づき AFS日本協会が受給者を決定する

選考結果通知時期 2017年 9月予定（AFS日本協会より本人宛に通知）

その他

●奨学生の義務
①留学中・帰国後の計 2回、留学体験レポートを AFS日本協会に提出する
②留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画する
● 他奨学金との併願可。但し、AFSどさんこ奨学金、みちのく応援奨学金、オデッセイ IT奨学金と
の併給不可

支給法人・団体 公益財団法人 AFS日本協会

問い合わせ先 公益財団法人 AFS日本協会　TEL：03-6206-1911
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下記の奨学金の応募については、各奨学金支給法人・団体に直接お問い合わせください。締切日は各奨学金によって異なります。

支給法人・団体／奨学金名 支給額 対象者 人数 問い合わせ先

埼玉県／
「埼玉発世界行き」奨学金＊

上限 60万円支給
（世帯所得及び留学期
間により調整あり）

応募及び出発の時点で埼玉県内の高
等学校（特別支援学校の高等部、専
修学校の高等課程を含む）に在籍す
る者等

50名
埼玉県県民生活部国際課
グローバル人材育成担当
TEL：048-830-2711

横浜市＊ 40万円 横浜市に在住又は横浜市内の高校に
在籍する高校生（※その他条件あり） 12名 横浜市国際局政策総務課

TEL：045-671-3826

（公財）長岡市米百俵財団

派遣強化国（アジア・
中南米・ロシア）120
万円、欧州圏（派遣
強化国を除く）・カナ
ダ 140万円、英語圏
（オーストラリア・ア
メリカ）160万円

長岡市内に引き続き 1年以上居住す
る世帯の子弟であり、申込時に新潟
県内の高校・高専 1・2学年に在学
する者、又は中学校 3学年に在学し、
翌年県内の高校・高専に進学する見
込みの者

3名予定

公益財団法人　長岡市米百俵財団
〒 940-0084
新潟県長岡市幸町 2丁目 1番 1号
TEL：0258-39-2238

小松市 一部支給 小松市在住の高校・高専生 若干名

小松市国際都市推進課
〒 923-8650
小松市小馬出町 91
TEL：0761-24-8039

広島県

30万円支給 広島県立学校に在学する者
広島県教育委員会事務局教育部
学びの変革推進課（学びの変革推進担当）
TEL：082-513-4892

50万円貸与 広島県内の高校に在学する者
広島県教育委員会事務局教育部
学びの変革推進課（学びの変革推進担当）
TEL：082-513-4892

（公財）福岡市教育振興会＊ 上限 50万円
迄支給

保護者が福岡市在住で、当会が指定
する県下の高校・高専生 10名程度 公益財団法人　福岡市教育振興会

TEL：092-721-1709

佐賀県＊ 100万円を上限
に貸与

佐賀県が行う海外留学奨学金の対象
となる者

佐賀県教育庁教育総務課総務調整担当
TEL：0952-25-7148

佐賀県＊ 50万円支給 佐賀県が行う海外留学助成金の対象
となる者

佐賀県教育庁教育振興課
グローバル人材育成担当
TEL：0952-25-7411

イトーヨーカドー
スカラシップ

派遣強化国（アジア・
中南米・ロシア）120
万円、欧州圏（派遣
強化国を除く）・カナ
ダ 140万円、英語圏
（オーストラリア・ア
メリカ）160万円

セブン＆アイ HLDGS.各社の正社
員、パートナー社員（1年以上勤務）
の子弟

10名

公益財団法人　伊藤謝恩育英財団内
　米国伊藤財団
TEL：03-3512-5800
E-mai l： iy -scholarship@ito-
foundation.or.jp

小川奨学財団奨学金

派遣強化国（アジア・
中南米・ロシア）120
万円、欧州圏（派遣
強化国を除く）・カナ
ダ 140万円、英語圏
（オーストラリア・ア
メリカ）160万円

大宮化成株式会社及び関係先会社の
役員及び社員の子弟で、中学 3年～
高校 2年に在学する男女

若干名

小川奨学財団
〒 103-0014
東京都中央区日本橋蛎殻町 2-14-8
TEL：03-3662-3275

ソニーグループ
国際教育基金

派遣強化国（アジア・
中南米・ロシア）120
万円、欧州圏（派遣
強化国を除く）・カナ
ダ 140万円、英語圏
（オーストラリア・ア
メリカ）160万円

ソニーグループ社員の子弟で、海外
年間派遣内定者 若干名

ソニーグループ国際教育基金事務局
〒 140-0001
東京都品川区北品川 4-2-1
御殿山アネックス 2号館
（公益財団法人　ソニー教育財団内）
TEL：03-3442-1005

津和野町国際交流協会留学
支援金＊ 15万円 島根県立津和野高等学校に

在学する者 2名
津和野町国際交流協会
（事務局：津和野町役場つわの暮らし推
進課）TEL：0856-74-0092

＊前年度実績

・情報に追加、変更がある場合は、AFS日本協会WEBサイトにてお知らせします。
・AFS日本協会の維持会費は、奨学金の受給者にもお支払いいただきます（P68）。
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〔北海道〕	 北海道旅客鉄道（株）
	 （株）ほくていホールディングス
〔新潟県〕	 国際ソロプチミスト新潟–西
	 笹菊薬品（株）
〔群馬県〕	 上毛電鉄
	 （株）ベイシア
〔東京都〕	 アフラック
	 （株）ATOMIC'S
	 アメリカン・エキスプレス・インターナ

ショナル, Inc.
	 AFS友の会
	 小田急電鉄（株）
	 （株）オデッセイ コミュニケーションズ
	 （財）片山哲記念財団
	 キリン（株）
	 （株）クリーンテック
	 京王電鉄（株）
	 京成電鉄（株）
	 サッポロホールディングス（株）
	 CCI国際綿花評議会
	 （株）JTBコーポレートセールス
	 （株）ジンテック
	 スウェーデンハウス（株）
	 SPUTNIK Int’l Japan
	 東京空港交通（株）
	 東京地下鉄（株）
	 東武鉄道（株）
	 日本アムウェイ
	 （社）日本繊維倶楽部
	 日本たばこ産業（株）
	 東日本旅客鉄道（株）
	 Marching J

	 三菱商事（株）
	 （株）明治
	 （株）モノレール・エージェンシー
	 （株）ユーエムイー
	 （有）ランゲージハウス
	 ロイヤルホールディングス（株）
〔神奈川県〕	 国際ソロプチミスト鎌倉
	 相模鉄道（株）
〔千葉県〕	 ホテル日航成田
〔長野県〕	 長野電鉄（株）
〔富山県〕	 ホクセイ金属（株）
	 ホクセイプロダクツ（株）
〔静岡県〕	 小糸製作所労働組合
	 （財）静岡県勤労者信用基金協会
	 静岡県労働金庫
	 しずおか信用金庫
	 鈴与（株）
	 全労済静岡県本部
	 （株）大和電機製作所
〔大阪府〕	 パナソニック（株）
〔岡山県〕	 （株）アクシス
〔広島県〕	 広島電鉄（株）
	 （株）広電ストア
〔福岡県〕	 九州旅客鉄道（株）
	 福岡市交通局
	 福岡城西ロータリークラブ
〔アメリカ〕	 Japan Society
〔インドネシア〕	 AFSインドネシア
〔オーストラリア〕	Japan Australia LNG (MIMI)
	 Pty. Ltd.
〔香港〕	 JF Asset Management Ltd.

ご支援ありがとうございます
以下に記載する法人から、毎年一定額以上をご寄付又はご協力いただいているか、

もしくは過去５年間に大口のご寄付をいただきました。

奨学金（P96-101記載）にご協力いただいている諸団体にもお礼申しあげます。

都道府県別　五十音順
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■過去数年間の AFS年間・短期プログラム派遣生の出身校及びホストスクール。
■優遇制度対象校は、太文字の学校です。

2016 年 4月 1日～ 2017年 5月 31日までの間、AFS年間・短期プログラムの（ショートタームエクスチェンジ／異地域交換は除く）
ホストスクールとしてご協力いただいている学校です。これらの学校に在籍している応募者は、第 65 期の優遇制度の対象になります。
詳細は、「優遇制度（P71）」を参照してください。

派遣・受入校、優遇制度対象校

■北海道 ＞ 札幌新川／札幌国際情報／札幌藻岩／札幌稲雲／札幌手稲／札幌丘珠／七飯／函館ラ・サール／苫小牧東 
登別明日中等教育学校／苫小牧工業高等専門学校／札幌大通／札幌日本大学／札幌平岸／札幌山の手／北星学園女子 
札幌聖心女子学院／札幌南／札幌西／札幌光星／岩見沢東／立命館慶祥／旭川東／旭川藤女子／旭川北 
旭川工業高等専門学校／旭川東栄／旭川南／旭川農業／旭川大学／旭川永嶺／音更／帯広北／帯広大谷／帯広南商業 
帯広柏葉／鹿追／根室／北見北斗／北見藤女子／網走南ヶ丘／遠軽／斜里／開成中等教育学校

■青森県 ＞ 三本木／八戸聖ウルスラ学院／木ノ下中学校
■岩手県 ＞ 盛岡白百合学園／盛岡市立／岩手／盛岡第三／盛岡第四／盛岡第一／一関第一／釜石／不来方／葛巻
■宮城県 ＞ 五橋中学校／宮城第一／尚絅学院／聖ドミニコ学院／仙台第二／増田中学校／仙台高等専門学校 名取キャンパス／角田 

東北学院榴ヶ岡／泉／高森中学校／仙台白百合学園／富谷／仙台／宮城学院／仙台育英学園／仙台第三／仙台二華 
聖ウルスラ学院英智／仙台東／仙台第一

■秋田県 ＞ 秋田／秋田北／御所野学院／秋田南
■山形県 ＞ 山形西／山形東／九里学園／米沢中央／米沢工業
■福島県 ＞ 福島／桜の聖母学院／郡山ザベリオ学園／あさか開成／郡山女子大学附属／安積／郡山第三中学校／会津学鳳 

会津若松ザベリオ学園／翔洋学園／磐城／湯本
■茨城県 ＞ 土浦第二／土浦日本大学中等教育学校／土浦日本大学／牛久栄進／牛久／伊奈／竜ヶ崎第一／取手松陽 

江戸川学園取手／東部中学校／竹園／並木中等教育学校／茗溪学園／下館第二／水戸第一／水戸第二／茨城／水城 
水戸葵陵／水戸桜ノ牧／太田第一／清真学園／神栖／波崎柳川／つくば国際大学東風／明秀学園日立／日立第二 
茨城キリスト教学園

■栃木県 ＞ 宇都宮文星女子／宇都宮中央女子／宇都宮女子／作新学院／宇都宮短期大学附属／宇都宮南／宇都宮東／宇都宮北 
今市／鹿沼東／足利／佐野日本大学／佐野／石橋／矢板東／栃木翔南

■群馬県 ＞ 中央中等教育学校／高崎女子／東京農業大学第二／富岡／明和県央／高崎北／前橋西／前橋／前橋女子／前橋育英 
四ツ葉学園中等教育学校／伊勢崎／太田市立商業／桐生女子／渋川女子／前橋南／共愛学園

■埼玉県 ＞ 浦和西／浦和第一女子／浦和／大宮光陵／川口北／南稜／浦和明の星女子／栄東／浦和学院／浦和北／開智／草加南 
越谷北／越谷南／叡明／不動岡／川越女子／山村国際／城西大学付属川越／川越市立城南中学校／西武学園文理 
和光国際／立教新座／慶應義塾志木／大妻嵐山／聖望学園／自由の森学園／国際学院／早稲田大学本庄高等学院／大宮

■千葉県 ＞ 植草学園大学附属／稲毛／幕張総合／昭和学院秀英／渋谷教育学園幕張／千葉東／市立千葉／千葉女子／松戸国際 
聖徳大学附属女子／専修大学松戸／市川学園市川／国府台／国府台女子学院／津田沼／東邦大学付属東邦／八千代松陰 
芝浦工業大学柏／柏中学校／流通経済大学付属柏／柏の葉／東葛飾／麗澤／成田国際／佐原／成東

■東京都 ＞ 日比谷／大島海洋国際／共立女子／東洋／正則学園／九段中等教育学校　富士見校舎／九段中等教育学校／三輪田学園 
二松学舎大学附属／女子学院／麹町学園女子／白百合学園／大妻／雙葉／芝／麻布／広尾学園／東洋英和女学院 
山脇学園／明治学院／聖心女子学院／三田／慶應義塾女子／普連土学園／上野／白鴎／筑波大学附属 
日本大学豊山／獨協／お茶の水女子大学附属／京華／跡見学園／小石川中等教育学校／駒込／工芸／桜蔭 
文京学院大学女子／順天／王子総合／聖学院／東京成徳大学／飛鳥／女子聖学院／星美学園／開成／江北／立志舎 
日本大学第一／深川／かえつ有明／科学技術／品川女子学院／攻玉社／青稜／香蘭女学校／文教大学付属 
大森第三中学校／立正大学附属立正／つばさ総合／田園調布／國學院／青山／渋谷教育学園渋谷／実践女子学園 
東京女学館／青山学院／東海大学付属望星／関東国際／富士見丘／トキワ松学園／八雲学園 
桜修館中等教育学校／都立国際／筑波大学附属駒場／東京学芸大学附属／世田谷学園／昭和女子大学附属昭和 
駒場学園／東京農業大学第一／恵泉女学園／鴎友学園女子／聖ドミニコ学園／成城学園／東京都市大学付属 
東京学芸大学附属世田谷中学校／東京都市大学等々力／玉川聖学院／田園調布雙葉／駒澤大学／新宿／戸山 
新宿山吹／早稲田／学習院女子／成城／大妻中野／東亜学園／明治大学付属中野／富士／宝仙学園 
東京大学教育学部附属中等教育学校／鷺宮／光塩女子学院中等科／文化学園大学杉並／杉並学院／佼成学園／豊多摩 
女子美術大学付属／日本大学第二／日本大学鶴ヶ丘／杉並総合／都立西／國學院大學久我山／立教女学院／海城／保善 
淑徳巣鴨／本郷／巣鴨／豊島岡女子学園／立教池袋／学習院／川村／千早／北園／日本大学豊山女子／芝浦工業大学 
淑徳／城北学園／富士見／早稲田大学高等学院／東京学芸大学附属国際中等教育学校／吉祥女子／都立武蔵／聖徳学園 
成蹊／明星学園／法政大学／三鷹中等教育学校／神代／明治大学付属明治／桐朋女子／晃華学園／国際基督教大学 
中央大学附属／早稲田実業学校／国立／桐朋／錦城／小平／田無／明治学院東村山／立川国際中等教育学校 
立川／南平／日野台／東京純心女子／松が谷／八王子学園　八王子／東京工業高等専門学校／桜美林／和光学園 和光 
啓明学園／東海大学菅生／狛江／保谷／武蔵野女子学院／自由学園／大妻多摩／東大和南／拓殖大学第一

■神奈川県 ＞ 法政大学第二／洗足学園／カリタス女子／多摩／日本女子大学附属／桐光学園／横浜平沼／浅野／神奈川総合 
神奈川学園／横浜翠嵐／捜真女学校／港北／新羽／慶應義塾／日本大学／荏田／サレジオ学院／川和 
中央大学附属横浜／元石川／市ヶ尾／桐蔭学園／神奈川大学附属／横浜翠陵／森村学園／聖ヨゼフ学園 
横浜サイエンスフロンティア／東／法政大学女子／みなと総合／横浜吉田中学校／横浜立野／横浜緑ヶ丘／横浜雙葉 
フェリス女学院／横浜共立学園／聖光学院／関東学院／横浜商業／横浜国際／南／横浜創学館／金沢総合／横須賀 
横須賀学院／横須賀総合／桜丘／光陵／大和西／聖セシリア女子／厚木／公文国際学園／舞岡／横浜緑園総合 
横浜桜陽／柏陽／山手学院／横浜栄／岩瀬中学校／大船／鎌倉学園／栄光学園／清泉女学院／鎌倉女子大学 
鎌倉女学院／七里ガ浜／鎌倉／聖和学院／逗子／逗子開成／藤沢清流／湘南／湘南白百合学園／聖園女学院／湘南学園 
座間総合／麻布大学附属／弥栄／相模原中等教育学校／神奈川総合産業／上鶴間／慶應義塾湘南藤沢 
アレセイア湘南／鶴嶺／平塚中等教育学校／伊志田／自修館中等教育学校

■新潟県 ＞ 長岡／帝京長岡／長岡大手／長岡農業／長岡向陵／長岡工業高等専門学校／直江津中等教育学校／上越／関根学園 
高田／高田北城／柏崎／小千谷／久比岐／国際情報／新潟明訓／高志中等教育学校／新潟江南／新潟南／東京学館新潟 
新潟清心女子／敬和学園／新潟青陵／新潟中央／新潟／新潟商業／新潟第一／新潟大学教育学部附属新潟中学校／佐渡 
立巻／新津南／新津／新発田中央／新発田
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■富山県 ＞ 呉羽／富山国際大学付属／魚津／富山高等専門学校（本郷キャンパス）
■石川県 ＞ 金沢西／星稜／北陸学院／金沢伏見／金沢大学人間社会学域学校教育学類附属／金沢泉丘／金沢二水／金沢／小松工業 

小松市立／小松明峰／小松
■福井県 ＞ 仁愛女子／藤島／北陸／丸岡／勝山／大野／三国／嶺南学園敦賀気比／武生東／鯖江／丹南／羽水／足羽／金津／美方
■山梨県 ＞ 駿台甲府／甲府南／山梨英和／都留／富士河口湖／吉田／富士学苑／甲陵／北杜／市川／甲府西／笛吹
■長野県 ＞ 松川／長野西／長野日本大学／長野工業高等専門学校／長野吉田／須坂園芸／中野西／佐久長聖／上田西／上田東 

上田／篠ノ井／軽井沢／飯山／松本筑摩／松本県ヶ丘／松本深志／東海大学付属第三／長野県諏訪清陵 
長野県諏訪二葉／下諏訪向陽／長野県岡谷南／長野県飯田／飯田女子／飯田風越／伊那弥生ヶ丘／伊那北／塩尻志学館 
高松学園　伊那西／豊科／伊奈弥生ヶ丘

■岐阜県 ＞ 鶯谷／加納／岐阜総合学園／岐阜東／富田／岐阜／岐阜第一／岐阜農林／岐阜工業高等専門学校／聖マリア女学院 
関／白川村立白川中学校／岐阜城北／長良／岐山／岐阜北／大垣商業／大垣北／大垣東／大垣南／各務原／飛騨高山 
斐太／多治見北／岐阜各務野／中京／麗澤瑞浪／恵那

■静岡県 ＞ 加藤学園暁秀／沼津西／不二聖心女子学院／沼津工業高等専門学校／三島北／三島南／御殿場／吉原／静岡市立 
静岡学園／静岡城北／常葉学園橘／静岡中央／常葉学園／静岡／清流館／清水東／清水桜が丘／清水南／藤枝東 
藤枝西／藤枝明誠／島田商業／金谷／浜松湖南／浜松北／浜松海の星／聖隷クリストファー／浜北西／袋井 
常葉学園菊川

■愛知県 ＞ 豊橋／豊橋東／桜丘／小坂井／新城東／成章／時習館／豊橋西／豊橋南／御津／国府／蒲郡／海陽中等教育学校 
愛知産業大学三河／岡崎商業／人間環境大学岡崎学園／岡崎北／光ヶ丘女子／岡崎西／西尾／安城東／碧南／刈谷北 
刈谷／名古屋西／名城大学附属／中村／桜台／大同大学大同／名古屋南／鳴海／明和／金城学院／愛知商業／旭丘 
名古屋／北／菊里／椙山女学園／愛知／名古屋経済大学市邨／名古屋大学教育学部附属／愛知淑徳／名東／東邦／千種 
向陽／南山女子部／南山男子部／瑞陵／愛知みずほ大学瑞穂／昭和／天白／中部大学第一／豊田／南山国際／星城 
阿久比／武豊／豊田北／豊田西／豊田工業高等専門学校／知立東／大府東／大府／半田／東海商業／横須賀／丹羽 
長久手／西春／尾北／滝／犬山南／小牧／春日井／春日丘／聖霊／美和／一宮商業／木曽川／杏和／津島

■三重県 ＞ 川越／メリノール女子学院／津／セントヨゼフ女子学園／名張西
■滋賀県 ＞ 四日市／比叡山／国際情報／米原／彦根東／近江兄弟社／立命館守山／光泉／滋賀学園／水口／八幡中学校
■京都府 ＞ 京都産業大学附属／洛南／同志社女子／平安女学院／紫野／山城／西京／日吉ヶ丘／大谷／同志社／同志社国際 

京都聖母学院／京都橘／京都教育大学附属／京都外大西／花園／京都学園／嵯峨野／西舞鶴
■大阪府 ＞ 東淀川／北野／関西大学北陽／大阪成蹊女子／大阪市立東／旭／開明／大阪女学院／大手前／明星／府立夕陽丘 

四天王寺／大阪夕陽丘学園／明浄学院／住吉／大谷／関西外語専門学校国際高等課程／市岡／好文学園女子／梅花 
桜塚／箕面／関西学院千里国際／聖母被昇天学院／池田北／池田／大阪教育大学附属／園芸／能勢／関西大学第一 
山田／千里／大阪薫英女学院／春日丘／関西大倉／茨木／大冠／槻の木／高槻／芥川／高槻北／三島／同志社香里 
枚方／香里丘／太成学院大学／布施／樟蔭／花園／松原／富田林／清教学園／狭山／帝塚山学院泉ヶ丘／賢明学院 
清風南海中学校／佐野／初芝立命館／登美丘／交野市立第四中学校

■兵庫県 ＞ 神戸山手女子／葺合／神戸国際／啓明学院／舞子／親和女子／神戸海星女子学院／甲南女子／灘 
芦屋国際中等教育学校／国際／甲南／仁川学院／関西学院／神戸女学院／小林聖心女子学院／雲雀丘学園／川西緑台 
三田学園／姫路工業／三木／社／小野／北条

■奈良県 ＞ 奈良／奈良女子大学附属中等教育学校／登美ヶ丘／奈良北／東大寺学園／平城／山辺／畝傍／高取国際／西大和学園 
法隆寺国際／郡山／奈良工業高等専門学校

■和歌山県 ＞ 桐蔭／和歌山信愛／近畿大学附属和歌山／星林／海南／耐久／日高／南部／神島／田辺／橋本／那賀／笠田
■鳥取県 ＞ 鳥取西／鳥取敬愛／鳥取東／八頭／倉吉東／米子／米子南／米子東／米子北／米子北斗／境／青谷／湯梨浜 

鳥取中央育英
■島根県 ＞ 隠岐島前／開星／松江東／飯南／松江南／平田／出雲農林／大田／江津／浜田／横田／吉賀／津和野
■岡山県 ＞ 岡山工業／明誠学院／就実／岡山／岡山城東／岡山操山／岡山朝日／岡山東商業／津山工業高等専門学校／岡山白陵 

倉敷鷲羽／玉島／岡山県高梁日新／岡山県共生／金光学園／おかやま山陽
■広島県 ＞ 福山誠之館／福山／福山暁の星女子／尾道東／尾道北／尾道／御調／因島／三原／忠海／基町／広島女学院／舟入 

祇園北／ AICJ／沼田／美鈴が丘／広島なぎさ／広島城北／広島県瀬戸内／広島商業／広島観音／ノートルダム清心 
広島井口／鈴峯女子／広島学院／広島皆実／広島大学附属／進徳女子／比治山女子／安芸府中／広島国際学院／呉 
呉港／呉工業高等専門学校／賀茂／近畿大学附属広島／広島／賀茂北 
武田

■山口県 ＞ 聖光／光／華陵／山口県桜ケ丘／防府商工／山口中央／野田学園／慶進／宇部／サビエル
■徳島県 ＞ 徳島商業／徳島市立／鳴門／名西
■香川県 ＞ 高松／高松第一／香川誠陵
■愛媛県 ＞ 松山東／愛媛大学附属／済美平成中等教育学校
■高知県 ＞ 高知南／土佐／土佐塾／高知学芸／土佐町立土佐町中学校
■福岡県 ＞ 九州国際大学付属／福岡中央／筑紫女学園／福岡雙葉／上智福岡／福岡大学附属大濠／福岡大学附属若葉／福岡女学院 

福岡海星女子学院／柏陵／宗像／東福岡／中村学園女子／修猷館／西南学院／筑紫丘／筑紫中央／筑紫／太宰府 
福岡女子／福岡西陵／中村学園三陽／福岡舞鶴／糸島／嘉穂／久留米／柳川／八女農業／八女学院 
西日本短期大学附属／輝翔館中等教育学校／山門／明光学園／大牟田市立田隈中学校／三池／久留米大学附設 
久留米信愛女学院

■佐賀県 ＞ 佐賀西／龍谷／佐賀北／鳥栖／東明館／神埼／武雄／有田工業／小城／早稲田佐賀中学校／伊万里／三養基／致遠館
■長崎県 ＞ 長崎東／海星／諫早商業／鎮西学院／大村／聖和女子学院／佐世保商業／波佐見
■熊本県 ＞ 済々黌／熊本北／熊本マリスト学園／東稜／熊本工業／熊本学園大学付属／熊本／真和／荒尾／北稜／玉名／玉名女子 

八代／宇土
■大分県 ＞ 大分／大分上野丘／大分豊府／大分豊府中学校／岩田／大分舞鶴／大分雄城台／大分西／大分東明／中津南／杵築 

別府鶴見丘／別府翔青／佐伯豊南／日本文理大学附属／佐伯鶴城
■宮崎県 ＞ 宮崎商業／宮崎大宮／宮崎日本大学／宮崎北／鵬翔／宮崎南／日向／都城農業／都城商業／都城泉ヶ丘／都城西 

小林／小林秀峰／日南学園／都農／都城東／日南振徳
■鹿児島県 ＞ 鹿児島／県立甲南／鹿児島情報／鹿屋中央／鳳凰／出水中央／伊集院／国分／志布志／古仁屋中学校
■沖縄県 ＞ 開邦／興南／沖縄尚学
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参加規程（2017年2月10日現在）

重要

　AFS Intercultural Programs, Inc.は、米国ニューヨーク州ニューヨーク市に本部を置く非営
利法人です。公益財団法人AFS日本協会は、内閣総理大臣により認定された非営利法人です（以下、
AFS Intercultural Programs, Inc.、公益財団法人 AFS日本協会、並びに両者の関係団体を併
せて、「AFS」と総称します。）。AFSは、さまざまな異文化体験学習プログラム（以下、「AFSプ
ログラム」といいます。）を通じて、参加生、家庭、ボランティア、そして地域の人々に対し、多
様な文化で構成されている一方で相互依存の度合いを増しつつある世界において、有意義な貢献
をするために必要な技能、態度、知識を得ることができるような機会を提供しています。
　AFSプログラムは、各国の独立した AFS組織が運営を担っています。AFSは、各国 AFS組織
を通してホストスクール、ホストファミリー（ホームステイの場合）への配属、オリエンテ－ショ
ンの手配を行います。また、一般の業者を通して往復の交通手段の手配をし、緊急事態が生じた場
合には、医療及び特別の移送の手配を行います。
　日本では、公益財団法人 AFS日本協会（以下、「AFS日本協会」といいます。）が AFSプログ
ラムを運営しています。
　以下に記載された AFS年間派遣プログラム参加規程は、AFSが参加生及びその保護者の協力
を得て AFSプログラムを運営していくための条件を定めたものです。
　参加生及び保護者は、本参加規程の末尾の署名をもって、本参加規程を遵守することに同意しま
す。

年間派遣プログラム参加費に関する規定
１． 　参加生とその保護者は本規程に定める条件のもとに、「AFS年間派遣プログラム参加費説

明書」（別紙）に定める年間派遣プログラム参加費全額を、以下のとおり、AFS日本協会に
支払います。

 　参加生とその保護者は、日本国内の選考試験の合格通知を受け取った後、別途 AFS日本
協会が指定した方法で指定した期日までに、第一次納入金として、プログラム参加費のうち
30万円を AFS日本協会に支払います。プログラム参加費の（30万円を除いた）残額は、第
二次納入金として、「受入国による書類審査通過のお知らせ」を受け取った後、別途 AFS日
本協会が指定した方法で指定した期日までに、AFS日本協会に支払います。プログラム参加
費が指定された期日までに支払われなければ、参加生のプログラムへの参加が取り消される
ことがあります。

 　なお、AFS日本協会は、本規程第 2項及び第 3項の場合を除き、支払われたプログラム
参加費の払い戻しは行いません。また、出国予定日の前日までにプログラム参加費が支払わ
れていない場合は、事情のいかんを問わず、参加生のプログラムへの参加は取り消しとなり
ます。

2. 　プログラム参加費の支払期日後、出国予定日以前に参加生がプログラムへの参加を取りや
めた場合、AFS日本協会は、その理由のいかんを問わず、参加生とその保護者が支払ったプ
ログラム参加費から、参加取りやめの通知が AFSに届いた時点に応じて、下記の（a）、（b）
又は（c）の金額を差し引いた上、残りの金額を参加生とその保護者に払い戻します。

 　（a）出国予定日の前日から起算して 60日前までの場合、30万円
 　（b）出国予定日の前日から起算して 59日前から 31日前までの場合、45万円
 　（c）出国予定日の前日から起算して 30日前以降の場合、70万円
 払戻金の振込手数料は上記（a）、（b）又は（c）いずれの場合も、参加を取りやめた参加生

とその保護者の負担となります。
 参加取りやめの通知が AFSに届いた時点において、プログラム参加費の支払いが上記（a）、
（b）又は（c）に記載された金額に満たない場合、参加生とその保護者は、参加取りやめの
通知が AFSに届いた時点に応じて、上記（a）、（b）又は（c）に記載された金額に満つるま
で残金を支払います。上記（a）、（b）又は（c）に記載された金額を上回るプログラム参加
費が支払われている場合は、AFS日本協会は、上記（a）、（b）又は（c）に記載された金額
を差し引いた上、残りの金額を参加生と保護者に払い戻します。

3. 　参加生が次のいずれかに該当する場合には、AFS日本協会は、参加生とその保護者が支払っ
たプログラム参加費全額を、参加生とその保護者に払い戻します。

 　①  受入国 AFSによる書類審査を通過しなかった場合
 　②  受入国 AFSによる書類審査を通過した者であって、下記（a）、（b）、（c）のいずれか

に該当する場合
 　　（a）自然災害、戦争、受入国 AFSの崩壊などのため、出国予定日当日又はそれ以前に

AFSがプログラムを中止した場合
 　　（b）最終的にホストファミリーやホストスクールへの配属ができず出発が不可能となっ

た場合
 　　（c）受入国から査証が発給されずプログラムに参加できなくなった場合
 　③  在学校の学校長より推薦が得られないか、取り消された場合で、その原因が参加生本人

にない場合
4. 　AFSは、プログラムの準備段階で実際に発生した経費及び予想される経費に基づきプログ

ラム参加費を定めています。予測できない理由で経費が増加した場合、AFSはプログラム参
加費を増額することができます。その場合、参加生とその保護者には増額の理由が通知され
ます。

安全とサポートに関する規定
5. 　AFSは積極的な体験学習を推進するよう努めていますが、すべての参加生の生活を厳しく

監視することができないという意味において、参加生の健康と安全を保障することはできま
せん。参加生は、受入国滞在中は受入国 AFSの旅行に関するガイドラインを守らなければ
なりません。参加生の個別旅行については最終的な日程を決める前に、受入国 AFS事務所
ないしは地域担当者の承認を得なければなりません。

 　参加生と保護者は、プログラム参加期間中参加生がこれまでに経験のない、あるいは本国
では経験することのないスポーツや諸活動に取り組むことがあり得ることを理解し、本参加
規程の署名をもってそのようなスポーツや活動に参加するための書面による許可を与えます。
参加生と保護者は、受入国が内定した時点で、「受入国での諸活動への参加及び免責に関す
る同意書」に署名を求められます。また、参加生と保護者は、参加生が特定の活動やホスト
スクールが行うスポーツ行事に参加するため、参加生の行事への参加と行事関係者の免責に
同意する文書への署名を求められる場合があります。

6. 　長年にわたる経験から AFSは、家族や親類、友人たちの訪問が参加生の受入地域での活
動やホームステイ体験を阻害する可能性があることを学んできました。したがって、AFSは、

プログラム中の家族や親類、友人たちの訪問を制限しています。家族や親類、友人たちが参
加生を訪問するにあたっては、あらかじめ受入国 AFS事務所の承諾を得なくてはなりません。
また、訪問の時期や期間については、受入国の規則に従います。場合によっては家族や親類、
友人たちの訪問が必ずしも許可されないこともあります。なお、訪問中に、ホストファミリー
に滞在するなど負担をかけるようなことをしてはなりません。

7. 　参加生は、プログラム参加中、その地域の法律に則った免許を必要とする自動車やその他
の乗り物を運転してはいけませんし、また、免許を取得するためのいかなる行動も起こして
はいけません。この規定を守らなかった場合、プログラムは中止となり、参加生は早期帰国
となります。

8. 　参加生は、出発前、受入国滞在中及び帰国後を通じて AFSが実施するオリエンテーション
などの各種の活動に関して、AFSから求められた義務を果たし課題をこなさなければなりま
せん。年間又はセメスタ－プログラムの参加生は、ホストスクールの授業に出席し、その学
校のガイドラインに沿って定められた課程を修める責任があります。退学処分を受けた場合
を含め、こうした責任や義務を怠ったり、それらに違反したりした場合は、プログラムが中
止され早期帰国となります。

9. 　参加生の書類審査及び配属に関する最終決定は受入国 AFSが行います。ホストファミリー
やホストスクール並びに受入地域への配属（以下、「プレースメント」といいます。）の決定、
及び受入国内で AFSが必要と判断した場合のプレースメントの変更に関しては AFSがすべ
ての権限を持ちます。AFSは、プログラム参加中に参加生を複数の家庭に配属する場合があ
ります。参加生は、人種・信条・肌の色にかかわらず決定されたプレースメントを承諾しな
ければなりません。参加生とその保護者が AFSの決定したプレースメントを拒否した場合、
AFSは法的義務を負わないので、別のプレースメントを提供しません。なお、受入国による
書類審査を通過した場合でも、最終的にホストファミリーやホストスクールへの配属ができ
ないため出発が不可能となることや、受入国の査証が発給されないため AFSプログラムに
参加できないことがあります（これらの場合のプログラム参加費の返還については、第 3項
を参照してください。）。

 　AFSは、AFSの定めたガイドラインに従ってホストファミリーを選びます。プログラムを
通じて参加生とホストファミリーは、AFSのボランティアや職員からサポートを受けること
ができます。AFSは、サポートの一つとして、ホストファミリーに対するオリエンテーショ
ンを行い、ホストファミリーとしての十分な理解を求めます。ただし、この AFSによるサポー
トは、日常生活を常に監督することは不可能であり、また不適切でもあるので、ホストファミ
リーが理解し実行しているホストとしての役割を果たすための態度や方法が適切であるかと
いうことを、AFSがホストファミリーそれぞれの日常生活に立ち入って監督や指導すること
までは含んでいません。また、この AFSによるサポートは、ホストファミリーに対して AFS
及びそのプログラムへの理解を求めるオリエンテーションは行うものの、いかなる目的のた
めにもホストファミリーが AFSを代表したり代理人として行動したりすることを認めるもの
ではありません。

 　したがって、AFSは、ホストファミリーの家族の故意又は過失が原因であると主張される
損害や損傷に対する賠償請求に関してはいかなる法的責任も義務も負いません。

10． 　プログラムを通じて参加生は、AFSボランティアや職員からサポートを受けることができ
ます。この AFSによるサポートは、経験と研究に基づき適切と思われる助言や援助が中心と
なりますが、参加生がホストファミリーとの日常生活を営む中で参加生としての役割を果た
すための態度や方法が適切であるかということを監督することまでは含んでいません。また、
この AFSによるサポートは、参加生に対して AFS及びそのプログラムへの理解を求めるオ
リエンテーションは行うものの、いかなる目的のためにも参加生が AFSを代表したり代理人
として行動したりすることを認めるものではありません。

 　したがって、AFSは、プログラム参加中の参加生本人の故意又は過失が原因であると主張
される損害や損傷に対する賠償請求に関してはいかなる法的責任も義務も負いません。また、
プログラム参加中に参加生が被った損害や損傷に対する損害賠償にかかわることは、すべて
参加生及びその保護者の責任となります。AFSは、要請があれば、弁護士を紹介するなどの
法的援助を行いますが、そうした参加生本人の故意又は過失に基づく損害賠償請求から参加
生を守る義務を負うものではなく、そのような弁護を行い、参加生を擁護することはありま
せん。

11． 　麻薬の使用に関する法律は多くの国で厳しいものになっており、長期間の投獄か、死刑が
科せられています。AFSの参加生は受入国と受入地域の法律に従わなければなりませんし、
参加生が違法薬物にかかわったり、いかなるものであれ、違法行為にかかわったりした場合、
AFSもその参加生が国籍や市民権を持つ本国政府も参加生を逮捕や処罰から保護することは
できません。そうした犯罪やその他の法的事柄に関して法的手続きを取る場合の費用につい
ては、参加生及びその保護者の負担となります。医療目的以外で麻薬の使用にかかわった場
合は、早期帰国になります。

 　参加生はアルコール飲料の購入や消費については、受入国や受入地域の法律に従わなくて
はなりません。加えて、AFSは参加生が飲酒に関しては責任感ある態度をもって受入国や受
入地域の慣習やしきたりを尊重することを求めています。プログラム期間中は、一気飲みに
類するものを含め、アルコール飲料の乱用は許されません。アルコール飲料を乱用したり、
短時間に多量の飲酒をしたりすることは、自他を危険にさらすことになります。例えば、短
時間に多量に飲酒をすると急性アルコール中毒を起こし、死に至ることがあります。酔っ払っ
て、不適切な行為を行うこともあります。そのようなことを他の人に勧めたりすると刑事事
件になる場合もあります。そのような飲酒にまつわる言動は、AFSプログラム参加中は許さ
れず、参加生は早期帰国となります。アルコールの使用に関して逮捕されたり、ホストスクー
ルから停学処分を受けたりした場合も早期帰国となります。

12. 　進行中のプログラムの中止
（a） 　参加生が受入国への移動中又は滞在中に参加生が危険にさらされるような状況が受入国側

にあると AFSが判断した場合、AFSはいつでもプログラムを取り消したり、一時中止した
りすることができます。参加生あるいは保護者がある特定の受入国の状況について心配があ
る場合には、AFSに連絡を取り、AFSは入手している情報を提供するか、外交にかかわる
地域の官庁への照会を勧めます。AFSが危険になり得ると判断する事態がプログラム期間中
に受入国で生じた場合、AFSは参加生を帰国させることがあります。

（b） 　参加生が本参加規程の各規定を守らなかった場合、参加生又は保護者が参加生にかかわる
重大な事柄を正しく報告していなかったり開示していなかったりしたことが判明した場合、又
は参加生や AFSのためにならないような言動が参加生にあったと AFSが判断した場合、
AFSはその参加生のプログラム参加を取り消し、本国に早期帰国させることができます。例：
参加生が自動車やエンジン付きの乗り物を運転した場合（第 7項参照）、早期帰国となります。

年間派遣プログラム参加規程

確認・同意書に署名する前に必ずお読みください。なお、参加規程には受入国内定後に改めて署名していただきます。
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また、アルコ－ルを乱用したり、医療目的以外に麻薬を使用したり、あるいは、かかわった
りした場合（第 11項参照）も早期帰国となります。

 　参加生が自動車やエンジン付きの乗り物を運転したことや、医療目的以外に麻薬を使用し
たり、あるいは、かかわったりしたことや、その他の自他を危険にさらすような言動があり、
それらについての情報がソーシャルメディア（例として、ユーチューブなどの動画投稿サイト、
ツイッターなどの簡易投稿サイト、mixiや Facebookなどのソーシャル・ネットワーキング・
サービス、ブログなど）や他の公開サイトで得られた場合も早期帰国の対象になり得ます。
受入国の旅行に関する方針やその他、参加生の安全を守るための方針を守らなかった場合も
早期帰国の対象になり得ます。

（c） 　保護者の同意のあるなしにかかわらず、プログラムを完了しないと参加生が決断した場合、
参加生のプログラムへの参加は中止され、引き続き受入国に滞在することはできません。また、
出国するために国際空港へ向かうまでの国内運賃も含めてプログラムの残りの期間における
プログラム関連のサポートを受けることができません。ただし、参加生には、出国する国際
空港までの受入国の国内旅行の運賃を除き、即時帰国のための航空券が AFSから支給され
ますが、帰国日時を変更したり延期したりすることは許されません。

（d） 　参加生のプログラムへの継続的参加に実質的に支障がでるような身体的、医学的、心理的
な問題が生じる、又はすでに参加生にそのような問題が生じている、とAFSが判断したとき、
又は参加生が本国で治療を続けた方がよいと医療専門家が判断したとき、AFSは参加生のプ
ログラムへの参加を中止させ、早期帰国させることができます。

 　プログラムの応募書類とともに提出する健康診断書は真実を記したもので、一切間違いや
記入漏れがあってはなりません。もし応募書類提出後、出発前に何らかの重大な健康上の出
来事（処方薬の種類や量の変更や身体面や精神面での治療の開始又は終了を含みますが、そ
れらに限りません。）が生じた場合には、AFSに直ちに文書で報告しなければなりません。
AFSは参加生の AFSプログラムへの参加が適切かどうかを決定し、AFSプログラムへの参
加が参加生や AFSにとって最善ではないと AFSが判断した場合には、AFSはプログラム
への参加を取り消したり、出発を延期したりすることができます。健康診断書の間違いや記
入漏れは参加生のプレースメントの実施や継続を困難にし、プログラム参加の出発前の中止
や、早期帰国の原因となり得ます。

 　以上の例で説明したような事態が生じた場合には、プログラム参加費は返還されません。
また、早期帰国の決定に関連し AFSは国際線航空券の復路部分を回収し、これに替えて有
効期限を限定した本国までの片道航空券を参加生に支給することがあります。

旅行に関する規定
13. 　参加生は AFSの単一のプログラムに参加し、AFSによってあらかじめ定められた旅行期

間を除き、そのプログラム期間中受入地域に滞在しなければなりません。滞在途中で受入国
を離れたり、帰国したり、滞在中に一時帰国したりすることは許されていません。参加生は
受入国内のプログラム終了後、本国に帰国します。

14. 　本国内の自宅と出国国際空港との間並びに帰国国際空港と自宅との間の旅行手続き及びそ
れにかかわる一切の費用は、参加生とその保護者の負担となります。

 　出入国管理法の規定あるいはその他受入国固有の事由に拠り、プログラムが終了もしくは
中止した参加生は、受入国にとどまることができないことが多々あります。そのため、プログ
ラムが終了又は中止次第、参加生はあらかじめ決められた旅程に沿って受入国を離れなけれ
ばなりません。このような規定のある国に滞在する参加生は、プログラムが終了又は中止次第、
速やかに帰国します。

15. 　参加生は、AFS及び AFSの指定代理店が決定した出発日及び帰国日、旅行手続き、交通
機関、日程に従わなければなりません。この日程や手続きに従わない場合は、参加生のプロ
グラムへの参加が取り消されたり、オリエンテーションなどのプログラムに関連するサポート
を受けられないことがあります。

16. 　参加生が書類を提出しなかったり、不備のまま提出したり、適切な旅行条件を満たさなかっ
たり、責任を果たさなかったりしたために生じた、あるいは参加生の不適切な行動により生
じた、余分な旅費や経費は、参加生とその保護者が AFSに弁済しなければなりません。

17. 　参加生とその保護者は旅行に関する以下の条件に同意します。
 責任について
 　AFSは、利用する交通機関（陸上交通機関、水上交通機関並びに航空機）の選択にあたっ

ては、その交通機関が受入地域で広く信頼されている水準にあるものを選ぶよう最大限の努
力をします。

 　AFSは、参加生に代わり交通機関の手配を行いますが、旅行又は交通機関により生じた物
的損害、人的損害及び損失については、AFSに故意又は重大な過失がない限り、原則として
責任を負いません。

 変更とキャンセルについて
 　旅行の日時、日程、利用交通機関は変更することがあります。この場合、AFSは、日程変

更により生ずる不都合ないし損害については、AFSに故意又は重大な過失がない限り、原則
として責任を負いません。

 AFSに責任のない事由による追加費用について
 　AFSに責任のない事由（天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関の旅行サービスの中止、

官公署の命令等の不可抗力を含みます。）により、航空運賃、交通費、宿泊食費などの追加費
用が発生した場合、その費用は参加生と保護者の負担となります。

 個人の荷物と所有物について
 　AFSは、個人の荷物や所有物の損失や損害について責任を負いません。また、参加生が自

分の所有物の損害や損失に関し交通機関に対し請求できる範囲は限られており、その範囲は
航空券の条件、あるいは参加生に対して航空会社や輸送業者が発行する輸送約款に定めると
おりです。

 　荷物料金（受託手荷物手数料や超過料金など）やその他、航空券代に含まれていない付随
的な費用は、参加生の負担になります。

医療に関する規定
18. 　AFSは、二次的旅行医療保険に加入しています。この保険は、１件あたり 1,000,000米ド

ルを上限として、参加生に発生し支払われた医療費すべてを補償するものです。ただし、参
加生が出国するための集合場所に到着した時点から、第 12項 (c)によりAFSプログラムを
早期終了した時、又は本国に帰国した時のどちらか早い時点までに治療が行われる場合に限
ります。この旅行医療保険は、参加生が帰国した後の医療費については、そのような費用が
AFSプログラム参加中に生じた事情に起因するかどうかにかかわらず、補償しません（ただ
し、「医療パンフレット」で詳述されている場合はこの限りではありません。）。参加生とその
保護者は、AFSが加入しているのは二次的な保険であるため、参加生が契約している一次的
保険契約会社に対し、AFSが求償することがあることを理解しています。

 　補償の具体的な条件については、「医療パンフレット」を参照してください。

 　参加生とその保護者は、参加生が公的な健康保険及び傷害保険の制度に加入していない場
合には、個人的に健康保険及び傷害保険に加入するよう、AFSが参加生に対し強く勧めてい
ることを理解しています。

19. 　AFSは、以下に関する費用については、それらの医療などがいつ行われ、費用がいつ発生
したかにかかわりなく、その費用を一切負担しません。すなわち、参加生が出国するための
集合場所に到着した時点から遡って 18ヵ月の間に治療を求めたか、治療が行われた症状（以
下、「直近の既往症及び現症」といいます。）、予防薬、予防接種、歯科治療、眼鏡、コンタク
トレンズ、通常の視力検査、美容整形手術や緊要ではない手術など。参加生が上記医療など
を必要とした場合には、保護者は参加生又はホストファミリーから、医療を行うこととその
費用を支払うことへの許可を求める連絡を直接受け、必要な金額を参加生又はホストファミ
リーに直接送金しなければなりません。

 　直近の既往症及び現症の治療に必要な器具、医薬品の手配・輸送・管理などは、すべて参
加生の責任で行わなければなりません。AFSは、上記器具、医薬品の輸送に関する費用など
の直近の既往症及び現症に関する費用を一切負担しません。直近の既往症及び現症に起因し
て早期帰国をしなければならない場合、参加生と付添者の航空運賃や付添者の宿泊食費や日
当を始めとする必要諸経費など関連諸経費は、保護者が負担します。直近の既往症及び現症
に関する医療措置や治療に関しては、AFSには説明責任はありません。上記に関連する費用
が発生し、これを AFSあるいは AFSが依頼した第三者が立て替えて支払った場合は、参加
生とその保護者がその費用全額を AFS又はその第三者に対し、返済します。

20. 　医療行為を受けるかどうかの最終的な決定は保護者が行います。ただし、AFS医療費プラ
ンは、参加生が出国するための集合場所に到着した時点から、本国に帰国するまで、又は
AFSプログラムを早期終了した日のどちらか早い時点までの間に主治医の勧めに基づいて
行った医療行為の医療費だけが弁済の対象になります（第 12項 d参照）。参加生と保護者は、
医療行為に関して以下の条件を承諾します。

 （a） 　医療機関の選択にあたっては、その受入地域で広く信頼されている水準にあるものを選
ぶよう最大限の努力をします。一部の国ではその国の守秘義務や医療手続きに関する法律
のために、AFSが参加生の治療に関する医療記録や文書を入手できないことがあります。

 （b） 　医療にかかわる緊急事態が生じた場合、もし時間の余裕があれば、AFSは、AFS日本
協会を通じて保護者に連絡を取り、手術やその他必要な処置の許可を要請します。ただし、
参加生と保護者は、AFSに対し、保護者に連絡を取る時間的余裕がなく、その状況にも
ないと AFSが判断した場合、AFSが保護者に代わり、医師の勧めに従い、その監督の
もとで行われる医療処置、レントゲン検査、麻酔、輸血、その他内科的又は外科的診断、
治療、入院に同意することを認めます。

  　  加えて、一刻を争うような緊急事態が発生した場合には、医療従事者が参加生の命を救
うために必要と判断した場合、保護者や AFSに連絡がある前に、レントゲン検査、輸血、
手術などの医療処置が取られることを認めます。

 （c） 主治医が医療上の理由により国外退去を勧めた場合など参加生がいったん受入国を離れ
他の施設に移った場合には、AFS医療費プランの対象から外れます。

 （d） 　参加生と保護者は、緊急治療にかかわる措置に関して、AFSに対し、一切責任を求め
ません。

個人情報保護
21. 　AFSは、個人情報を重要なものと認識し、その取り扱いについては細心の注意を払います。

参加生及びその保護者は、以下に掲げる AFSにおける情報セキュリティー・個人情報保護
に関する基本方針に同意します。

 個人情報の保護・管理
 　AFSは、参加生とその家族から提供された個人情報の保護を重視し、その取り扱いについ

ては細心の注意を払います。個人情報はコンピュータ、ファイルキャビネットなどで厳重に
管理し、安全な方法で保管します。電子化した個人データは漏洩、滅失、破棄・毀損などの
防止のために、厳重に管理された国内及び海外の複数のデータセンター内のコンピュータに
安全な方法で転送し、保管します。

 個人情報の利用について
 　参加生の応募時点以降、AFSが取得する参加生及びその家族などに関する個人情報は、

参加生の選考、旅行手続き、プレースメント、研修、サポート、評価・改善など、AFSプロ
グラムの実施に必要な範囲内でのみ保管し、AFS役職員、顧問、ボランティアが必要な場合
に限り利用します。

 個人情報の第三者への提供について
 　AFSは、以下の場合を除き、参加生とその家族に関する個人情報を第三者に提供しません。
 　（1） あらかじめ参加生と保護者の同意を得ている場合。
 　（2） AFSプログラム運営のため、AFSが適切な監督を行う業務委託先に提供する場合。
 　（3）  参加生の生命、身体又は財産の保護に必要な場合で、参加生及びその保護者の同意を

得ることが困難な場合。
 　（4）司法機関、行政機関などから法令に基づき提供を命じられた場合。
 サポートに関する情報の保管・利用について
 　AFSは、プログラム参加期間を通して、参加生やその他複数の AFS関係者にかかわる個

人情報を適切に保管します。また、AFSは、参加生のサポートに関する情報を記録し、機密
情報として保管します。これらの情報は AFSに帰属し、AFSプログラムの実施に著しい支
障を及ぼす恐れがあるため、法律により義務づけられる場合を除き、開示しません。

22. 　本参加規程は、別途参加生及び保護者が提出した AFSプログラム参加応募書類、「受入国
での諸活動への参加及び免責に関する同意書」、「医療パンフレット」とともに、当事者間の
完全な合意をあらわすものです。

23. 　参加生と保護者は、プログラム参加応募書類には事実を正確に記載したことを確認し、また、
何らかの変化が生じた場合は、直ちに AFSに報告することを約束します。

24. 　本参加規程に関連して、特別の事情により発生した損害賠償の請求については、AFSは一
切、責任を負いません。ただし、AFS（その職員・ボランティアを含む）に故意又は重大な
過失がある場合はこの限りではありません。

25. 　本参加規程に記載されている規定のいずれかが効力を失ったり、強制力を失ったりしても、
本参加規程に記載されている残りの規定の有効性には何の影響も及ぼしません。

26. 　本参加規程の内容及びそれに関連する事項についての争訟は、日本法を準拠法とし、東京
地方裁判所を第一審管轄裁判所とします。

AFS Intercultural Programs, Inc.と公益財団法人 AFS日本協会が締結したパートナーシップ
協定第 19条及び第 23条に基づき、公益財団法人 AFS日本協会理事・事務局長は、本参加規程
において AFS Intercultural Programs, Inc.と公益財団法人 AFS日本協会の両者を代表するこ
とが正式に承認されています

（2017年 2月改訂）
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よくある
質問

Q&A

どの国へ留学しても、言葉については最初の数か月は相当の努力が必要です。現地生活へ
の適応が進めば、相手の話がほぼ理解でき、自分の話したいことも伝えることができるよう
になるでしょう。語学に対する吸収力の高い高校時代こそ、さまざまな言語を身につける絶
好の機会といえます。留学前に語学教材・情報を各AFS生に送って事前学習を支援したり、
支部や学校で語学研修の機会を設けたりしている受入国もあります。

いったん内定した後に留学先を変更することはできません。申込書の希望留学先の欄に順位を
つけた国が希望国と判断されますので、希望しない国がある場合は順位をつけないようにしてく
ださい。ただし、選考前であれば変更が可能な場合があります。詳しくはP65を参照してください。

例えば成績が受入国の基準に達していない場合や、健康状態などの基準が満たされていな
いと判断された場合などです。AFS年間派遣プログラムは、日本の学校への不適応や、精
神的な治癒を目的としたい方には適していません。異文化のなかで過ごすことは、参加する
高校生にとって精神的にもかなり負担がかかる点を十分ご理解ください。

AFSの年間派遣プログラムは、異文化での生活体験を通して異なる文化的背景を持つ人間
同士が理解を深めることを目的とした「交換留学」です。与えらえた環境で努力し、自ら考
え行動する力を身につけることが、この制度の特徴のひとつです。そのため、選考時に国の
希望を出すことはできますが、地域、学校、家庭を指定することはできません。受入国では
治安や生活環境を最優先で考慮したうえ、AFS生と家庭・学校とのマッチングを行います。

ホストファミリーはすべて善意のボランティアであり、留学生を家族の一員として受入れ、日
常の食事・生活費を負担します。
交換留学では、留学生を受入れるホストファミリーや学校、地域の人々も異文化と接する機
会を得るという意味で、自主的な参加者であると考えられています。留学生は家族の一員とし
て責任を果たし、地域社会での善き市民として行動することを期待されますので、感謝と協調
の心を忘れずに過ごすことを心がけましょう。私費留学との違いはP7を参照してください。

どの選考もAFSの決められた基準に達しているかどうかを確認するもので、有利・不利とい
うことはありません。

アメリカ留学を実現するには8割の正答率が必要ですので、アメリカ希望の人は、対策を始めてく
ださい。対策本は市販されていませんが、無料の受験ガイドや参考問題は紹介されています（P70）。
その他、実用英検（2級レベル）やTOEFL ITP対策問題集などで勉強するとよいでしょう。

まずは本冊子の国別情報（P19-58）及び国別募集一覧（P63-64）をよく読んで制約条件
を確認してください。体験談はAFS日本協会WEBサイト（www.afs.or.jp）で紹介してお
り、You Tubeの公式チャンネル（youtube.com/AFSJPN）では帰国生の生の声を聞く
こともできます。留学説明会も各地で開催しています。帰国生から直接話を聞いたり、不安
や疑問を解消したりするよい機会ですので、ぜひご出席ください。

留学先の国について
英語圏以外の国への留学は言葉が通じるかどうかとても不安です。1Q

A

受入国内定後、希望する国を変更できますか？2Q

A

受入国による書類審査に通過しない事例としてどのようなものがありますか？3Q

A

地域や学校を指定することはできますか？4Q

A

ホストファミリーには滞在費を支払うのですか？5Q

A

応募や選考について
どの選考方法が有利ですか？6Q

A

ELTiSの事前勉強はどうしたらよいですか？7Q

A

希望留学先を決めるのに迷っています。どうしたらよいでしょうか？8Q

A
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英語能力の証明書は必須です。P70に記載されているもの以外の資格をお持ちの方はご相
談ください。

日本協会での選考試験に通過後、受入国事務所での英文書類審査があります。受入国での
審査に通過すると留学に向けての具体的な手続きが始まります。受入国への配属決定をもっ
て正式に留学が決定します。また出発までに「内定取消」になることもありますので、P67
の「内定取消について」をよくお読みください。

第65期では、選考試験を通過し受入国が内定した方を対象に、奨学金の申請を受け付けま
す。奨学金の種類や支給内容はP96-101でご案内していますが、申込手続きや必要書類な
どの詳細は、選考試験通過者にお知らせします。（原則、一般選考試験受験が対象です）また、
追加の情報や変更がある場合は、随時WEBサイトにてお知らせします。

併願はできません。受験の条件、対象国、実施時期を確認のうえ、いずれかひとつの選考・
日程を選んで申し込んでください。ただし、異なる選考・日程で再受験することは可能です。
詳しくはP65を参照してください。

AFSの場合、AFS生一人ひとりにボランティアの担当者がつきますので、まずその人に相談
してください。担当者の呼び方は国によってさまざまですが、AFS生の適応を見守り、必要な
場合には話し合いの場を設けるなど、AFS生・ホストファミリー・ホストスクールのパイプ役
を果たします。状況が改善されない場合には、ホストファミリーを変更する（ファミリーチェンジ）
という判断がAFSによってなされる場合もあります。

プログラムの出発・帰国日はすべてAFSが指定した日程になります。参加生の都合で留学期
間を延ばしたり、短くしたりすることはできません。
また、出発時期により留学期間を延ばしたり、短くしたりすることはありません。

留学は大学受験に決してマイナスではありません。それどころか異文化の中で1学年間生活し
た結果、「生活のあらゆる面で自信がわき、勉強にもより力が入るようになった」という話もよ
く聞きます。また、最近の大学入試では高校時代の異文化体験を評価するところも増えており、
進路も語学の分野だけでなく、あらゆる方面に広がっています。AFSプログラムの帰国生に
進路についてのアンケートを実施しましたので、P17-18をご覧ください。

英語能力を証明する書類を持っていないのですが、公募制推薦を受けられますか？9Q

A

AFS日本協会の試験を通過したら必ず留学できるのでしょうか？10Q

A

留学のための奨学金はありますか？11Q

A

併願することはできますか？12Q

A

留学中について
留学中、ホストファミリーとうまくいかない場合はどうしたらよいですか？13Q

A

留学期間を延長・短縮することはできますか？14Q

A

進路について
大学受験のことを考えると、留学すべきかどうか迷っています。15Q

A
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選考試験一覧

選考結果発表
（P69-70）

郵送

ーー○

○

ーー○

郵送ならびに
インターネット

※秋以降、定員に達していない国を対象に追加募集を行います。詳細はWEBサイトで発表します。

選考手数料
（P71）

試験会場
（P69）

応募資格以外の
受験条件

希望国の変更･追加
（P65）

×
○

（ 　　選考試験直前の　　
水曜10時～金曜17時まで）

奨学金
（P96-101）

×
（一部を除く）

○
（受入国内定後、申請受付）

その他

試験内容

一般教養

○
（一般選考用の書式）推薦書

○○
（オンライン上でダウンロード）確認・同意書

○○払込受領書（コピー）

○×
オンライン申込

×

ーー全国約20会場（予定）

21,600円

試験日 ーー

申込書

×

×

英語証明書

その他

英語

日本語面接

（P69-70）

応募書類 （P72）

派遣強化国：実用英検準2級以上の証明書
アメリカ：実用英検2級以上の証明書

（アメリカ：AFSが実施するELTiS受験で　
　　     アメリカ受入基準に到達すること）

派遣強化国：実用英検準2級以上
アメリカ：実用英検2級以上
 AFSが実施するELTiS受験で
 アメリカ受入基準に到達すること

A日程：  6月11日（日）
B日程：  7月16日（日）
C日程：10月 1日（日）

書類受付期間
（消印有効・持ち込み不可）

4月17日以降随時
（定員に達し次第募集終了）

A日程： 4月17日～ 5月25日
B日程： 4月17日～ 6月29日
C日程： 7月19日～ 9月14日

対象国
（P19-58）

選考方法

派遣強化国及びアメリカ

2年分の通知表・自己PR書

A日程：派遣予定の全ての国
B日程：派遣予定の全ての国
C日程：募集継続国

一般選考 公募制推薦

○
（公募制推薦用の書式）
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○
（公募制推薦用の書式）

AFSの目的
AFSは国際的なボランティア団体であり、営利を目的としない民間の
組織である。
より公正で平和な世界の実現に必要な知識、能力、理解力を多くの
人びとが身につけるため、さまざまな異文化と接する機会を提供するこ
とを目的とする。
　
AFS Statement of Purpose
AFS is an international, voluntary, non-governmental, non-profit 
organization that provides intercultural learning opportunities to 
help people develop the knowledge, skills and understanding 
needed to create a more just and peaceful world.

AFSの基本的価値観と立場
多様性に満ちた世界において、平和と相互理解の推進のため行動す

る、責任ある地球市民を育てようとAFSは考える。平和は常に、不正、
不公正、偏狭な心によって脅かされる危ういものだと認めるからである。

AFSはすべての個人すべての国と文化に、それぞれの尊厳と価値が
あると確信し、その考えが広く確立されるよう努力する。そして、人種、
性、言語、宗教、社会的地位の違いとは無関係に、人権と基本的自由
が尊重されるよう、その実践を推進する。

AFS活動は人間の尊厳、違いの尊重、調和、感受性、寛容の精神と
いう基本的価値観に基づいて行われる。

-1993年開催　AFS世界会議で採択

　

The Core Values and Attributes of AFS
AFS enables people to act as responsible global citizens working 
for peace and understanding in a diverse world. It acknowledges 
that peace is a dynamic concept threatened by injustice, inequity 
and intolerance.
AFS seeks to affirm faith in the dignity and worth of every human 
being and of all nations and cultures. It encourages respect for 
human rights and fundamental freedoms without distinction as to 
race, sex, language, religion or social status.
AFS activities are based on our core values of dignity, respect for 
differences, harmony, sensitivity and tolerance.

-Adopted at the 1993 World Congress

AFSの理念



【払込取扱票】記入例

●赤枠内を記入してください。
●郵便局で所定の払込用紙（青）を用いてください。
●「通信欄」には応募者氏名、学校名、学年、希望選考試験、希望受験会場を黒の
ボールペンでもれなく記入してください。
●ATM、インターネットバンキング等でお振込みされる場合は、応募者本人の氏
名を依頼人・振込人としてください。
名義変更ができない場合は、別途 Eメールで振込内容（65 期派遣の選考手数
料）、振込日時、応募者氏名をお知らせください。
Eメール：info@afs.or.jp
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AFSでは年間派遣プログラム以外にも、短期派遣プログラムの参加者や
来日留学生のホストファミリーを募集しています。
ご興味のある方は当協会までご連絡ください。
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公 募 制 

推 薦 

AFS では第 65 期生から新しく公募制推薦を導入、在学校での面接を通じた推薦書と自己 PR によって応募が可能になりました。 

AFS はあなたの異文化体験に対する強い熱意を応援します！ 

 

AFS 2018 年 年間派遣プログラム 

■ 2017 年 4 月 17 日（月）以降随時 

※先着順に受付し、選考を実施。推薦枠が定員となり次第、募集を締め切

ります。募集状況はホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

資料請求 
公式サイト：http://www.afs.or.jp/ 

公式サイトから募集要項がダウンロードできます。 

公益財団法人 AFS 日本協会 
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-22-14 虎ノ門ビル 7F 

0120-51-0173 資料請求フリーダイヤル（平日 9：00～17：00） 

email: info@afs.or.jp 

 

好奇心旺盛で留学

に対する熱意を 

もっている人 

筆記試験では伝わ

らない自分の魅力

を伝えたい人 

書類受付期間 

選考内容 

募集国 

AFS ではこのような人を求めています！ 

AFS とは 

AFS は国際的なボランティア組織で、営利を目的としない民間の教育

交流団体です。第一次・第二次世界大戦中に傷病兵の救護輸送に携わ

ったアメリカのボランティア組織 American Field Service（アメリ

カ野戦奉仕団）の活動を起源に持ち、戦後、平和を目指した現在の異

文化交流の活動へと発展しました。現在 AFS の加盟国は約 60 か国、

交流国は 100 か国以上に及びます。 

 

在学校からの推薦書、ならびに募集要項に記載されている本

人記載書類（申込書、自己 PR 書、英語能力の証明書、等）を

もとにした書類選考。 

※アメリカを希望している場合は、別途 AFS が実施する ELTiS を受験して、

アメリカの受け入れ基準に到達すること。1 回で基準に達しない場合、選考実

施期間中に複数回受験（再受験）が可能です。 

※結果通知…出願書類受領後 1 週間から 10 日後に、学校長と応募者宛にそ

れぞれ結果通知を発送します。ただし、アメリカを希望している場合は、AFS

が実施する ELTiS 受験後の通知となります。 

■ アメリカ 

■ 派遣強化国（アルゼンチン、コスタリカ、タイ、チリ、パ

ナマ、パラグアイ、ブラジル、ホンジュラス、マレーシア、イ

ンド、インドネシア、エクアドル、中国、フィリピン、ボリビ

ア、香港、メキシコ、ロシア） 

 
費用 

■ アメリカ   160 万円  

■ 派遣強化国       120 万円 

 Youtube 

AFS Japan 

＠afsjapan 

特技や趣味をも

ち、自己アピール

が得意な人 

http://www.afs.or.jp/
mailto:info@afs.or.jp


～公募制推薦試験の受験をお考えの方へ～

Yes No

No
Yes

No

Yes

　 Yes
Yes No

No

Yes No

※TOEICはListening & Reading のスコア
※GTEC for Students はListening & Reading & Writingのスコア
   (指定スコアに達している限り難易度のタイプは問いません。)

※表記されているページについては「2018年派遣プログラム案内」をご参照ください。

65期（2018年出発）　年間派遣プログラム　選考方法別チャート

一般選考

アメリカ及び派遣強化国以

外の国を希望される場合は、

一般選考試験(P.69)のみが

対象です。所定の英語資格

をお持ちでない方も一般選

考試験を受験 してください。

（アメリカ及び派遣強化国）

公募制推薦
（P.70）

一般選考

所定の英語資格をお持

ちでない方は一般選考

試験(P.69)を受験 してく

ださい。

自己PRポイントのある

方のみが公募制推薦制

度の対象です。

（派遣強化国のみ）

公募制推薦
(P.70)

３a．実用英語技能検定2級、

GTEC for Students 675、TOEIC550または

TOEIC Bridge150以上の資格がある

４a. 自己PRポイントがある

１．希望国はアメリカ及び派遣強化国（P.66）

３b. 実用英語技能検定準2級、

GTEC for Students 485、TOEIC400または

TOEIC Bridge134以上の資格がある

４ｂ． 自己PRポイントがある

２．英語資格を持っている

≪自己PRの例≫
・スポーツ

・部活動

・芸術作品

・授業発表

・受賞の記録...等




